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　プロローグ



　幼い少女は、みんなにとある男の話をした。だが……

「そんな人いるわけないじゃん」

「アスカちゃんのうそつきー」

「うそつきアスカー」

「うそじゃない！　あたしのずうっと昔のお爺じいちゃんは本当に世界に勝って」

「喋しやべらないでようそつき！」

「黙りなさいようそつき！」

　世界に勝ち、日本を救った英雄の子孫は周囲の人々から蔑さげすまれた。

　嘘うそつきと罵ののしられ、友達は一人もいなかった。

「うそじゃ……ないのに……」

　理不尽な嘘つきのレッテルを貼られて孤立。それは少女の幼い心を折るには十分なモノだ。そして集団の中で一度孤立した者の運命は決まっていた。

　ある日、公園にクラスメイトが高校生の姉を連れて現れた。

　体が大きく、いかにも強そうなその女は皆の前でアスカの顔面に思い切り右ストレートをお見舞いした。

　途端に上がる歓声。

　アスカは悟った。クラスのみんなが、自分が殴られみじめになる姿を望んでいると。

　そして気付いた。殴られてもまったく痛くない事に。

　──ああ、そうか──

　アスカが相手の腹を殴ると相手の口から血が噴き出しみじめに倒れ伏した。

　自分の小さな拳こぶしで大きく強そうな人の顔面を殴ると歯と血が飛び散った。

　大きくて強そうな人達が集まって来た。でも怖くはない。

　思うがままに動き、思うがままに一人残らず叩たたき潰つぶし、五体に流れる先祖の血に従った。

　こんな脆ぜい弱じやくで虚弱で貧弱な連中の事を何な故ぜ気にしていたのかわからない。

　こんな矮わい小しような連中など取るに足らぬ雑魚ではないか。

　今まで自分を馬ば鹿かにし蔑さげすんできた連中の顔が畏い怖ふに染まっていく愉悦に口元がゆるんだ。

「ワタシは桐き生りゆうアスカ。世界に勝ち日本を救った史上最強の生物鬼き龍りゆうシンラを継ぐ者だ！」

　震え、腰を抜かすゴミ虫共を見下し、アスカは拳を作った。

「そんな強い人がいるわけがないとか言っていたね。じゃあ証明してあげるよ、今この場で！」

　最強の血を色濃く受け継いだ彼女が持つ、深海よりなお深い重圧だけで常人は気絶した。

　西暦三〇一二年。

　一七歳となったアスカは幼い頃ころの夢から覚めると鋭い視線を天井からはずし、ベッドから起きた。

　今までの人生で戦闘においては負けた事はおろか、苦労した事すらない。

　軍事学校に入学してからもそれは同じで、入学初日に学園最強と言われる生徒会長を一方的に倒したのは今でも語り草となっている。

　史上最強の男シンラの子孫に恥じぬ経歴だと満足していた。

　しかし……

　ＬＬＧの画面ラデイウス・ノヴアを開く。防ぼう衛えい学がく園えんとアラウビア王国を救った英雄桐生アサトの記事を表示した。

　軍事甲かつ冑ちゆうに乗って一ヶ月もしない素人が専用機を持つ装甲戦姫ブリユンヒルデとなり、まして一人で一軍に勝利し学園や一国を救うなど、それこそシンラでもなければありえない。

　救国の英雄として祭り上げられるアサトの姿を見て、たかだか同じ学生相手に勝利を重ね悦に入っていた自分がバカらしくなってくる。

　今や軍の誰だれもが、シンラの直孫であるアサトこそが最強だと認識している。

　アサトへの憎しみから双そう眸ぼうが紅ぐ蓮れんの炎に燃えた。

「桐生家最強はこのワタシ、鬼龍アスカだ!!」










　第一話　史上最強の男の孫



　意識がゆっくりと覚かく醒せいする。

　時間の感覚もあいまいな深いまどろみの中、ベッドの感触に気付く。

　おそらくは病院のベッドだろう。

　狙そ撃げきされ、背中を撃たれたのを覚えている。

　本能で反射的に体をひねったようだが、心臓から逸そらすのが精一杯だった。

　鉛のような体を起こそうとすると、かすれた声が耳に触れる。

「あたしってバカだよね、何勘違いしていたんだろう」

　マイカの声だった。

「アルタニア軍に勝って、五千の敵に勝って、イラハスタン軍にも勝って、装甲戦姫ブリユンヒルデを三人も倒して……どこかで思ってた。アサトは特別な存在。あたし達とは違う、絶対に死なない無敵の超人だって……でも違う」

　普段のマイカからは想像もできない、消え入りそうな声を漏らす。

「アサト人間だもん。男だけどあたし達と同じ人間だもん。撃たれれば血を流すし、危ない事したら死んじゃう……なのにあたし……」

「そうだね」

　マイカの涙混じりの声に、エリコの声が重なった。

「私は彼と戦った後、男は特別な戦闘民族だと思っていた。だけど一人で訓練する彼の姿を見て、男ではなく、彼が特別なのだと思った……でもそれも違った。アサトはただ……特別であろうとしていただけだ。私達を守るために、私達を心配させないために……」

　エリコの声には、いつもの余裕や自信は無い。

　失わせたのは俺だ。そう思うだけで胸が苦しくなる。

　俺が彼女達の笑顔を奪ったと思うと、無性に泣きたくなる。

　今の俺にできるのは、これだけだ。

「ん、ん～」

　わざとらしく声を出して、俺は目をこすりながら起きる。

「ん、おーふたりともおはよー。あーよく寝た」

「「アサト!!」」

　涙を流しながらマイカが抱きついてくる。

　エリコも指で涙をぬぐいながら『よかった』と何度も呟つぶやく。

「君が無事でよかった。アサト」

　ゆっくりと俺の右半身に触れ、抱きしめてくれるエリコ。

　マイカは反対側から決して放すまいとしがみつき、泣きじゃくっていた。

「いやぁ、流石さすが未来の狙そ撃げき銃は威力が凄すごいな。今まで数えきれないくらい撃たれたけど貫通なんてなかなかしないぞ？」

「「へ？」」

　途端に顔を上げ、首を傾かしげる二人。

「ア、アサト、それはどういう……」

　エリコの声は震えていた。

「どうもこうも千年前はパワードスーツなんて無いからな。身一つで弾丸飛び交う戦場を走り回っていたし。手足に腹に胸に背中にガンガン撃たれて撃たれたまま戦って戦いながら弾丸ほじくり出すのがあたりまえだぞ？」

　こともなげに言う俺。エリコの顔が凍りつく。

「だがアサト、今回は流れ弾じゃなくて狙撃銃での」

「え？　俺週に一度は必ず狙撃されてたぞ？　この時代の狙撃銃がどの程度のものか知りたくて心臓はずしてわざと喰くらってみたけど、まだ俺を殺すのには遠いな。はは」

　おどけた口調でにやりと笑うと、エリコは表情をゆるめてくれる。

「まったく、心配をかけさせるな」

　涙をふきながらほほ笑み、エリコは俺の頭を抱きしめた。















　エリコの豊満過ぎる胸が俺の鼻と口を塞ふさぐ。

　おまけに学園の制服は胸元が開いたデザインの為ため、谷間が目の前にある。

　大きくもやわらかいお胸様は制服越しでもその感触を損なわず、俺の体に神秘のエネルギーをみなぎらせる。

　傷は塞がっているようだが、もう一度狙そ撃げきされてもすぐに治りそうだ。

　こんな時にマイカまで頭に抱きついたら大変な事になるが、そんな事は無かった。

「マイカ？」

　いつもならここでエリコにつっかかるマイカがおとなしい。

　不自然に思い見下ろす。

　俺の胸板で泣いていたマイカは泣きながら俺を見上げ、無言のまま目で何かを訴えるようにみつめていた。

　マイカは俺を疑っている。どうすれば彼女を安心させてあげられるかを考え、俺はエリコの言葉を思い出す。

『アサトはただ……特別であろうとしていただけだ』

　それは図星で、マイカを悲しませた原因。

　特別になろうとして、なれなくて……特別になれていたら、俺はきっと……

　　　◆

　目を覚ました次の日。俺は休息もそこそこに、ブリーフィングルームのイスに座り、佐さ久く間ま教官、そして小こ宮みや所長と一緒にいた。

「アラウビアの件で三階級特進の命が下った。まずはおめでとうだ。桐き生りゆうアサト軍ぐん曹そう」

「はっ、ありがとうございます」

　上等兵から兵長と伍ご長ちようを飛ばし、いきなり軍曹。俺は教官に敬礼をした。

「それと先程、敵五国軍事連合、通称五連が貴様に懸賞金をかけた」

「懸賞金？」

　聞きなれない言葉に、俺は首を傾かしげた。

「これだ」

　教官がＬＬＧを操作して画面を開く。そこには俺の写真と『４００００００アルタニアドル』の文字があった。

「あの……これ……は」

「五連側が貴様にかけた懸賞金だ。我々国連側も向こうの装甲戦姫ブリユンヒルデ達にかけているがな。今は一アルタニアドルがだいたい百円だから日本円だと貴様の懸賞金は四億だ」

「四億!?」

　俺は思わず素で驚いてしまった。

「まぁ貴様の強さを考えれば妥当だろう。私とナイラは二億九千万。マーベルは三億六千万だ。まぁ懸賞金は強さや経歴、戦歴や被害等を全すべて加味したうえで決められるからな。懸賞金の額イコール強さではないが、四億などそう出る数字では無いぞ、良かったな」

「こ、これは喜んでいいんですか？」

「それだけ活躍している証拠だ。普通は喜ぶぞ」

「アサト君、嬉うれしくないの？」

「はぁ……祖父の懸賞金を考えると」

　俺の返答に教官が首を傾かしげる。

「千年前に懸賞金制は無かったと聞いているが」

「いえ、はっきり制度があったわけではなく、二次大戦中、日本と戦っていた連合国側が特例として五億円かけていたそうです」

「それは凄すごいな、現在でもそんな奴やつは」

「いえ、当時の物価ですので今の価値にすると一兆円ですね」

「「……………………え？」」

「だから一兆」

「「いや、言い直さなくていい」」

　二人が氷像のような顔になっている意味が理解できず、俺は頭上に疑問符を浮かべた。

「教官、用件とはこの事でしょうか？」

「いや、本題は別だ」

　教官は気を取り直し、テーブルの上で手を組んだ。

「貴様を狙そ撃げきしたスナイパーだが、おそらくまだ狙ねらっているだろう」

　教官の言葉に、所長も頷うなずく。

「アサト君が生きていると分かれば、また狙ってくる可能性はあるわね」

　いつもはフザけている所長も、今回ばかりは目が真剣である。

「どこの軍かは知らないが、敵は戦後処理のカードを度外視している。それほど貴様を脅威に感じているのだろう」

「そうなのですか？」

「うむ。そもそも貴様を暗殺したいのならば、アラウビアに行った時にナイラがそうしているだろう。城内にいる以上、甲かつ冑ちゆうに乗っていない貴様に兵を差し向けるなり、毒殺するなり自由にできた。だがそうはせず、あえてスサノオに乗った貴様を殺す事に執着した」

「はい」

「それはマーベルの軍を退けた貴様を倒すことで名声を得て、戦後処理での利権分配を優位に進めたかったからだ。暗殺ではなく、武を以って倒さねば『男すら殺せる軍事力を持った国』という看板は掲げられん。あれはナイラの示威行為だ」

　人を超人化させる軍事甲冑が世界最強の兵器とはいえ、まるで戦国時代だ、と俺は息を呑のむ。少なくとも俺の時代には無かった考えだ。

　優れた兵に二つ名を与えたり、懸賞金をかけたり、この時代の戦争観念はかなり特殊だ。

「だが、そんな事を言っている場合では無い。どんな手を使ってでも男を殺さねば利権分配どころか戦争に勝つこともできない。それが敵の考えだろう」

「そんな、一軍人に対してそれはいくらなんでも」

　それではまるで俺の爺じいちゃんである桐き生りゆう真しん羅らではないか。爺ちゃんはソレ以上の扱いだったが、でも俺はまだ、そんな待遇を受ける身分ではない。

「オーバーだ、って顔しているわね。でもねアサト君。二十一世紀で生まれ育った君には分からないのかもしれないけど、君はそれだけの事をしているわ」

　テーブルを挟んで語られる所長の落ち着いた声に、俺は黙って話を聞く。

「一人で何百もの敵を倒すのは装甲戦姫ブリユンヒルデなら可能な事。でも君は一人で五千の軍勢を滅ぼした。広域殲せん滅めつ型のノブナガならともかく、スピード特化型のスサノオでね」

「その上、無敗の戦乙女マーベルと神罰の執行者ナイラ相手に一騎討ちで勝っている。あの二人はアルタニアとイラハスタンのエースパイロット。これは残る敵三国のエースパイロットを以てしても殺せる可能性は低いと証明したようなものだ」

「では残る三国のいずれかが」

　教官はテーブルに両肘ひじをつき、口元で手を合わせる。

「敵五国軍事連合のうち、貴様はヨーロッパ最強のアルタニアと中東最強のイラハスタンに傷をつけた。残るはアジア最強の中ちゆう蒙もう国。南アメリカ大陸最強のブラジエラ。アフリカ大陸最強のアフリカ連邦だ。エースパイロットを戦わせてもエースが負けたと恥をかくだけ。ならば暗殺で、そう考えても不思議ではないな」

「それより危険なのは犯人が日本軍上層部の場合ね」

　教官が頷うなずいて所長を肯定した。

「上層部にはアサトの活躍を快く思わない奴やつがいくらでもいるからな。しかし味方であるはずの自国すら警戒するとなると対策は困難を極めるぞ」

　これは非常にまずい。

「まずいですね」

「ええマズイわ。一応いつ敵に襲われてもいいよう、アサト君には量子化したスサノオの装備許可を取っておいたわ」

　所長はテーブルに、俺の腕時計型ＬＬＧを置く。入院中に所長が持って行ったらしいが、スサノオの量子情報をインストールするためだったらしい。

　だがそれを受け取っても俺の気は晴れない。

　俺は額に手を当て、苦く悶もんの表情を浮かべる。

「まさかこんな事になるだなんて……」

「まったくだ。おまけに墓参りを狙ねらわれたとなると、敵は貴様のスケジュールを把握しているようだ。犯人が日本軍というのもやはり否定しきれん」

「このままじゃあ……」

「でなければ誰だれかが貴様の情報をリークしているのかだが、一体誰が」

「マイカの笑顔が見られないじゃないかぁあああああああああ!!」

「「それ悩んでたの！！？？」」

　ガガーン、とそんな効果音が聞こえてきそうな顔で二人は驚く。

「え？　他ほかにどんな問題が？」

「いや貴様スナイパーに狙われているのだぞ!!」

「アサト君命狙われるって意味わかってる!?」

　教官と所長の言っている意味がわからない。

　命を狙われる。これのどこに問題があるのだろう？

「え？　軍人なんだから命って普通狙われますよね？」

「それは戦闘中だけだろうがバカ者!!」

「ここは安全な自国の学園内よ!!」

　身を乗り出してぎゃーぎゃー騒ぎ立てる二人。

　教官の大きく揺れる爆乳と、所長の控えめながら谷間をチラ見せする美乳が俺を誘惑してくる。あまり身を乗り出さないで欲しい。

「戦闘中でなくても戦場ならどこに敵が潜んでいるかわからないし、流れ弾や地雷とかのトラップがあります。ベースキャンプや基地内でも裏切者や暗殺者、敵襲の危機があります。自国にいても反戦テロリストやアサトを殺せ同盟略してＡＫＤが襲ってきます。二四時間三六五日警戒を怠らないのは軍人の務め。今回俺が撃たれたのは一瞬の気の緩みがまねいた自業自得です。って、どうされたんですか？」

　教官と所長は青ざめた顔で、口の端がぷるぷると痙けい攣れんしている。

「いや、なんでもない」

「気のせいよ、気にしないで、うん、気にしたら負けよカナデ」

　所長は何な故ぜか自分に言い聞かせるように呟つぶやいている。

　二人は一体どうしてしまったのだろうか？

「とにかく俺が死にかけた事でマイカが落ち込んでいて笑ってくれないんです。家族を心配させるなんて私はなんて駄目な軍人でしょう」

「いやアサト君、軍人の家族は普通心配するものよ」

　肩を落とす俺を、所長がフォローしようとするが納得できるはずがない。

「私の祖父なんて二次大戦に出兵する日に家族からお土産リストを貰もらったのに」

『しんちゃん今度東南アジア行くんでしょ？　帰りにマンゴー買ってきてよ』

『あたしパパイヤ』

『わたしパイナップル』

『おっきぃ、カブトむちぃ』

「という感じで、ってなんですかその目は？」

「い、いや、なんというか、な、カナデ」

「う、うん、そうねサオリちゃん、うん」

　俺から視線を逸そらし、視線を合わせあう二人だった。

「まぁ空間と調和していれば狙そ撃げきにはあらかじめ対応できますから。狙撃で死ぬ事はありません」

「空間と調和？　第六感の事か。さすが古代人だけあって野性の勘は鋭いみたいだな」

「はい。そういうわけでスナイパーはどうでもいいんですが、なんとかしてマイカを安心させたくて……」

　とりあえず俺は、今頭にある策を口にしてみる。

「すいません教官。少し頼みがあるのですが」

　　　◆

「お前だれだ？」

　次の日の午後。俺達二年二組は海上エリア地下訓練場に集まる。

　今日は授業で武装選択の訓練を受ける予定なのだが、教官が来るまでに各班ごとに並ぼうとしていると、俺の班に見慣れない銀髪の少女が並んだ。

「…………」

　無言の彼女は、体がしびれるような美少女だった。

　人形のように美しく整い、だが人形のように感情を感じさせない表情。

　あまりにもキレイに整い過ぎた目。整い過ぎた鼻。整い過ぎた口といった顔のパーツは、どれ一つをとっても神が特別な思い入れを持って作ったとしか言えない程に整い過ぎていた。

　未来の技術で作った精巧な人形だと言われれば信じてしまうだろう。

　短く切り揃そろえられた白銀に輝く銀髪や黒真珠のような瞳ひとみ。顔立ちこそ白人を思わせるものの、肌の色はアフリカ系のそれで、黒曜石から削りだしたように美しい肢体だった。

　おそらくは白人と黒人のハーフだ。

　体のラインが良く分かるパイロットスーツのせいで、顔同様に整い過ぎたボディラインや均整の取れた手足が艶なまめかしい。

　胸も、マイカほど豊かではないが、形の良い胸は女性らしさを感じさせるには程良い大きさだ。

　状況が飲み込めない俺に、エリコが口を開いてくれる。

「ああ、彼女は君が入院している間にアフリカから転校してきた子で、名前は確かリジア・レインドとか言ったかな？」

「アフリカから？　なんで外国からわざわざ？」

　アフリカと言えば日本のほぼ反対側、南半球の大陸だ。とてもではないが日本と接点があるようには思えない。

　ちなみに俺はアフリカと言えば、アフリカ戦線で食料が無くなった時に象やライオンやワニを殺して仲間に届けた事が思い出深い。

　最初はバッファローにするつもりだったが、出兵前に爺じいちゃんが強い動物の肉ほど美う味まいと言っていたので目標を変更した。

　当然弾薬を無駄にしないために、全すべて素手で仕留めた。俺は節約上手なのだ。

「そういえば君はニュースを見ている余裕なんて無かったね。敵五国軍事連合、通称五連の中でアフリカ大陸最強の軍事大国と呼ばれるアフリカ連邦がとうとうアフリカ大陸統一に王手をかけたんだ。すでに大陸の八割を統治下に置き、先進国は占領された国々の人の亡命を受け入れたという訳だ」

「じゃあこいつも？」

「あぁ、なんでもタンザニアの軍事学校生だったらしい。と言っても私とマイカ君もずっと君の入院する病院にいたから会うのは初めてなんだけどね。今のは全部教官からのメールで知った事さ」

　タンザニア。あそこのカバとサイは強かった。

「っで、なんでこいつ俺を無視してんだ？」

「さぁ、それは私にも……」

　無言無表情で俺らの後ろに並ぶリジア。話しかけても、俺を見ようともしない。

「もしかして言葉が通じてないのかもね。見たところ翻訳機はつけていないようだし、ＬＬＧの翻訳機能を使っていなければ日本語は通じないだろう」

　言って、エリコは英語で語りかけるが、それでもリジアは無反応を貫く。

　そこで俺は、

「俺のドイツ語解わかるか？」

　そうドイツ語で語りかけると、リジアのまぶたが〇・一ミリほど動いた気がする。

「タンザニアは元ドイツ領だからな。現地語は無理でもドイツ語、それに国境が接している英語フランス語ポルトガル語なら通じると思ったんだけど解るのあるか？　て言ってもポルトガル語は喋しやべれないから勘弁してくれよ。ドイツ語やフランス語だって得意じゃないんだ」

　その時、リジアの口がほんの僅わずかに動いた。

「……フランス語を希望」

　どこまでも感情のこもらない、まるで機械のような声だった。

「じゃあフランス語で話そう。俺は桐き生りゆうアサト、この班の班長だ。お前は？」

「……リジア……」

　かなりの身長差があるが、リジアは俺を見上げてはくれない。それでも唇だけを動かして、呟つぶやくように答えてくれた。

「知ってるかもしれないけど、俺男なんだよな。もしも抵抗あるなら必要以上に話しかけないようにするけど」

「……問題無い」

　どうも調子が狂うというか、変わった子に見える。だが考えて見れば国を敵であるアフリカ連邦に占領されて亡命してきた身だ。今はショックで落ち込んでいるだけで、元は明るい子なのかもしれない。

「そうか、じゃあよろしくな、リジア」

　俺は笑って手を差し出すが、握手はしてくれなかった。すると……

「さっきから何を話しているんだアサト。秘密の会話なんてズルいじゃないか」

　横からエリコが割り込んで来る。

　その目はちょっと吊つり気味で、不機嫌そうな顔を近づけるように見上げてきた。

「悪い悪い、でもただ自己紹介していただけだよ」















「本当かい？」

　疑惑の眼まな差ざしで、俺をジッと見つめるエリコ。顔は美人なのに、謎なぞの圧迫感がある。

　だがこんな反応をしてくれるだけありがたい。

　それにひきかえ、マイカは俺にそっと寄り添うと手を握ってきて一言も話さない。

　リジアは故郷を占領されたというショックがあるが、マイカはマイカで家族が死にかけたというショックがある。

　マイカにとって俺が死にかけるのは日本を侵略されたぐらいのショックがあると考えれば嬉うれしい。けど俺のせいでお人形みたいな顔にしてしまい罪の意識を感じてしまう。

「それよりアサト。君を狙そ撃げきした犯人だが」

「全員集まっているか！」

　教官が現れ話は終わりだ。エリコは口を閉ざし、俺達はすぐに整列。教官が授業の内容を説明し始める。内容は予定通り武器選択。ようするにどういう状況でどういう武器を使えばいいのか、という話だ。

「ではアサト、物理武装とプラズマ武装の違いを説明しろ」

　俺は皆の前に立たされ、口を大きく開けて答える。

「はっ！　電磁投射小銃ローレンツ・ライフルは連射力、水中における威力減退率は優れていますが、一発の威力と超長距離射撃においては電離分子小銃プラズマ・ライフルに劣ります」

「剣はどうだ？」

「電離分子剣プラズマ・ソードは刀身部分に触れるだけで殺傷力を発揮しますが威力が完全に出力頼みになってしまいます。逆に高周波ヴアイブロブレードは刃にしか殺傷力がありませんが本人の技量で威力が上がります。日本の高周波ヴアイブロブレードが片刃で反りかえっている刀タイプなのはソレを追求したからです。片側にしか殺傷力がない代わりに、使いこなした時の威力の上昇値は剣よりも上です」

「荷電粒子砲と陽電子ポジトロン砲の違いは？」

「どちらも電荷した粒子を収束して撃ち出す武器ですが使用粒子が違います。荷電粒子砲は金属粒子を、陽電子ポジトロン砲は陽電子ポジトロンを使っています。荷電粒子砲は対象を一瞬で加熱蒸発させますが、陽電子ポジトロン砲は一定以上の抵抗を受けると巨大な爆発を引き起こすので効果範囲が広い反面、味方や自分を巻き込む可能性があります」

「合格だ。よく聞いたかガキ共!!　入学一ヶ月の原始人でもこれだけ武器の特性を把握しているのだ！　負ければ恥では済まないぞ!!」

　ビリビリと空気が震える怒声。誰だれもが身を硬くした。

「それでは各班！　訓練始めぇ!!」

　訓練場の量子変換機が作動。壁際にアシガルが次々再構築されていき、女子達は乗りこんでいく。

　続いて壁から一〇メートル程離れ、反対側の壁を向いて班ごとに横一列に並んだ。

　教官がＬＬＧを操作。各班の前にさまざまな立体映像が現れる。

　一度に何十機もの甲かつ冑ちゆうが出現すると、その班の女子達はすぐさま連射力と弾幕力に優れた電磁投射小銃ローレンツ・ライフルを再構築し、構える。

　分厚い物理シールドを持った敵が近くに現れた班の女子は、高周波ヴアイブロ刀を再構築した。

　だが、広範囲にわたって多くの敵が出現したとある班の女子は、効果範囲の広い武器が必要と判断したのだろう。慌てて陽電子ポジトロン砲を再構築して、教官が怒鳴る。

「バカ者！　貴様ら何をやっている、よく前を見てみろ、一番近くの敵との距離を言え！」

　戦場の悪魔という二つ名にたがわぬ迫力。怒鳴られた班の女子たちは、ライオンに睨にらまれた子鹿のように縮こまって震えた。

「ささ、三メートルくらいです」

「っで？　その距離で陽電子ポジトロン砲を撃ったらどうなる？」

「それは、そのぉ……」

「味方と自分を巻き込み隊は全滅だ!!　こういう時は剣と電磁投射小銃ローレンツ・ライフルを再構築し、前の敵を斬きりつつ背後の敵を弾幕で警戒!!　解わかったか!!」

『はいぃ!!』

　女子達が涙目で敬礼すると、教官は俺達の班に近づく。

「ほう、流石さすがに上う手まいな」

　自画自賛で悪いが、それこそ俺はマーベルやナイラすら倒して勇者の称号（アラウビア王国より認定）を持っている。

　エリコに至っては最近忘れがちだが、そもそもが全科目満点しか取った事がなく既にパイロットレベル五という天才エリート様だ。

　ただ意外だったのはマイカだ。

　マイカも軍人としてはそれなりに優秀だが、いつもの訓練では俺やエリコに一歩遅れて悔しそうにしていた。

　なのに敵が出現してから武装を再構築するまでの時間。つまり武器の選択時間はエリコとほぼ同じ。いや、もしかするとエリコより早いのでは？　と思ってしまう。

　俺のせいで表情は優れないが、マイカはまるで早撃ちガンマンや侍のように一瞬で銃や剣をその手に握っていた。

　どうやら反射的な武器の取捨選択が得意らしい。思わぬ才能だ。

　リジアも本国で優秀な生徒だったのか、持ちかえスピードはエリコと遜そん色しよくない。

「それに比べてあいつらは」

　教官が不機嫌そうな声を出して振り返る。

　どうやらそろそろ俺の作戦が始まるらしい。

「ええい情けない。そこまでだお前ら！」

　ＬＬＧの操作で立体映像を消し、教官は怒鳴り散らす。

「おしめをした一年生じゃあるまいし、まったくもって情けない。罰として全員アサトと試合だ！　勝てなかった奴やつは全員補習!!」

　いきなりかつ不自然な内容に、女子達は口々に文句を言う。

「そそ、そんなの無理に決まってるじゃないですか！」

「アサトくんに勝てる人なんているわけありません！」

「そうです。あたしたち全員でも勝てるか分からないのに！」

　ブーブーと不平不満を言う女子達。対して教官は不敵な笑みを浮かべた。

「そうか、なら全員でいいぞ？」

『え？』

　全女子が首を傾かしげる。

「だから全員でと言ったのだ。お前ら全員VSアサト一人。それに今アサトが乗っているのはスサノオではなくお前らと同じアシガルだ」

　それでも煮え切らない女子達へ、教官はトドメの一発を打ち込む。

「アサトに一撃でも入れられた奴はアサトを一日好きにできる権利をやろう！」

『フルバーストォオオオオオオオオオオオオオ！！！！！』

　ゴングも無しに全女子が俺に襲い掛かってきた。

　全員目をハートマークにして、音速の何十倍もの速度で迫るが、

「殺やるか？」

　両目を吊り上げ、俺は全力殺気一〇〇分の一モデルをぶつける。

　ゼロ秒で全女子の顔が凍りつく。

　一瞬でクイックバックブーストを入れて方向転換。一人残らず壁際で腰を抜かして震える有様だ。

　俺は腰に手を当て、陽気に喋しやべる。

「あれぇ、みんなと戦いたかったんだけどなぁ、睨にらんだだけで勝っちゃった♪」

　マイカへ振り向き、ソルジャースマイルをキメた。

「……うん、アサトすごいね……」

　どこか無理をした、ぎこちない笑みだった。

　マイカの信頼を取り戻そう大作戦は失敗。

　そして何な故ぜかエリコは喜びとむなしさが入り混じった微妙な顔をしていた。

　　　◆

『桐き生りゆうアサト、握力二〇〇キロオーバー測定不能、学園最高記録ヲ更新シマス』

「いやぁ、軽く握ったつもりだったんだけどなぁ、握力計振り切っちゃったよー」

　四月に行った体力測定をやり直し、俺は全すべての種目で新記録を更新した。

　計測器を振り切ってしまった種目は所長が倍の計測域を持つ物を作ってくれたが、背筋力計は引き千切れ、握力計はハンドグリッパーのようにカチョンカチョンと音を立てて簡単に手を閉じられた。

　キメ顔で『どうよマイカ』と振り向くと、

「うん……アサトってすごいね……」

　小さく拍手をして寂しそうに笑うマイカ。

　もう俺の心はバッキバキにへし折れて、今すぐ泣きたい心境だ。

　そして何な故ぜかエリコは喜びゼロ、むなしさ一〇〇パーセントの顔で手とヒザを床についていた。

　　　◆

「ぬおおおおお。俺はどうしたらマイカの信頼を取り戻せるんだよぉ」

　恨みごとのように嘆きながら、俺は白いテーブルに突っ伏した。

　放課後。マイカが先生に呼ばれて職員室に行っている今、俺はエリコとリジアの三人で学園内の喫茶店で紅茶を飲んでいる。

　頭の中はどうやってマイカの信頼を取り戻すかでいっぱいである。

　結局、あれから防ぼう衛えい学がく園えん内にある兵士駐屯施設へ行き、大人のプロ軍人の方々三〇〇人相手に戦った。

　結果は全力殺気五〇分の一モデルで全員その場に崩れて失禁気絶。

　手も使わず睨にらんだだけで倒したがマイカの反応はイマイチで、結局は皆様のプライドをベッキベキにへし折っただけだった。

　こうなると俺を狙そ撃げきしたスナイパーを逆恨みしたくなる。

　お前のせいでマイカが不安がってるじゃないか、と全力殺気一〇分の一モデルを小一時間浴びせてやりたい。

「マイカ君は幼い頃ころに母を失っているからね。トラウマになっているのさ……家族の死が。君は知らないだろうけど、胸から血を流す君が病院に運ばれた時のマイカ君は酷ひどいものだったよ」

　瞳ひとみに哀愁をただよわせ、紅茶を一口飲んでからエリコは続けた。

「子供のように泣いて喚わめいて、医者や看護師が必死に押さえ付けて、再生装置の表示がグリーンになるまで涙を流しながら神様に祈ってたよ『なんでもするからあたしからアサトを奪わないでください』ってね。そんな彼女に、私は何もしてあげられなかったよ。かける言葉が思いつかなかったんだ。天才が聞いてあきれるだろう？」

「いや、お前が冷静でいてくれて助かったよ」

「冷静か……それではまるで私が薄情者みたいじゃないか」

「いや、別にそういうつもりじゃ」

　失言だった、と俺は言い訳を考えるが、

「もちろん私も心配だったさ……でもね」

　と先に返される。

「マイカ君の姿があまりにも痛々し過ぎて……現代の医療ならば即死でない限りたいていのケガは治るのは知っている。弾が心臓をそれていた事も聞いていた。それでも君が撃たれたという事実にショックを受けて泣きたかったのに、マイカ君を見た私には……」

　一度言葉を切って、エリコは息をついて告白する。

「狙そ撃げきされた君よりも、マイカ君のほうが死にそうに見えたんだ」

　冷たい沈黙がその場を支配した。

　リジアが日本語をどの程度理解しているのかは知らない。それでも空気だけは感じ取ったのだろう。瞳ひとみの奥に、わずかな悲嘆が見えた気がする。

　カップにたっぷりと注がれた紅茶が冷めていく中、エリコが笑う。

「暗い話をしてしまってすまないねアサト。そう気にしなくていい、全部終わった事だ」

　テーブルにヒジをつき、エリコは勝利者のような余裕と自信に充みち溢あふれた、桜さくら庭ばエリコらしいほほ笑みを見せてくれた。

「君は狙撃されたが生きている。君が軍事大国アルタニアやイラハスタンのエースパイロットに勝つほどの猛者である事実も変わらない、そうだろ？」

　そう言って可愛かわいく笑うエリコを見て、俺の胸が今度は少し軽くなる。

　この前はマイカが子孫で良かったと言ったが、今はエリコが仲間で良かったと心底思う。

「……ま、まぁ君が強過ぎて一生追い付ける気がしなくて私のプライドがゴホンゴホン」

　あぁ、俺の最強アピールにいちいち落ち込んでたのってそのせいか、と納得する。

「励ましてくれてありがとうなエリコ、俺お前が仲間で良かったよ」

　エリコが凍りつく。

　それから徐々に顔が赤くなって、ぼそぼそと呟つぶやく。

「『お前が仲間で良かったよ』『お前が運命の相手で良かったよ』『君がただ一人の運命の相手だよエリコ』」

「どうしたエリコ？　何ぶつぶつ言ってるんだ？」

　赤みが耳まで到達すると、エリコは両手を頬ほおに当てて、

「そんな私がただ一人の運命の相手だなんて照れるじゃないか、まぁそこまで言うなら君との交際を考えてあげなくも」

「いや俺そこまで言ってないから!!」

「照れるなアサト、それで挙式はいつ挙げればいいんだい？」

「ちょっ、エリコさん！　正気に戻ってくれますかー!!」

　エリコはハッとすると俺の手を握っている事に気付いたのか、慌てて手を離すと恥ずかしそうにうつむいた。

「すす、すまないアサト、ちょっと考え事をしていた」

「どんな考え事だよ」

　疑惑の眼まな差ざしで見つめる俺。エリコは咳せき払ばらいをすると、今の事がまるで無かったかのように落ち着いた表情で語り始める。

「だがスナイパーはどうするんだいアサト？　君が無事なのはいいが、こうしている今も命を狙ねらわれているかもしれないのだろう？」

　優しい俺は脳内編集でさっきの暴走を心の引きだしにしまう。

「ああ、今もその窓から狙ってるぞ」

「ほほ、本当かい！」

　途端に身を低くし、窓を見るエリコ。こいつにしては珍しい姿だ。

「心配しなくても今は撃たれないはずだ。狙われている気配はするけど殺気は感じないしな。敵が狙そ撃げきするのは俺が一人の時だけだ」

　エリコが姿勢と表情を元に戻した。

「ん、何な故ぜそんなことが言えるんだい？」

「スナイパーの性格だよ。墓参りの時、敵はマイカがいなくなって俺一人になってから撃った。つまり間違って他人に当たらないよう配慮しているんだ。狙われるのは俺が一人でいる時限定だな」

「それだけの理由で随分な自信だね」

「スナイパーは職人肌な奴やつが多いからな。特に徴兵制じゃない職業軍人や、一流になるほどその性質は強い。俺の知る限り一発目はあえてはずして標的が慌てるのを楽しむ奴。心臓を狙わずヘッドショットにだけこだわる奴。そして今回と同じ、標的以外の人を絶対に傷つけないよう、一人でいる時しか狙わない奴とかな」

「ふむ、ならいいけれど、さっきも言いかけたが、犯人は分かっているのかい？　君の戦歴と撃たれた状況を考えると、日本軍か敵五国軍事連合の残る三国、中ちゆう蒙もう国、ブラジエラ、アフリカ連邦のいずれかだと私は睨にらんでいる」

　すぐ忘れそうになるが、さすがにエリコは頭がいい。

「ああ、教官もそう言っていたよ」

「やはりな、リジア。アフリカでアサトはどう認識されている？」

　エリコはＬＬＧの翻訳機能を使用。ＬＬＧの画面ラデイウス・ノヴアに喋しやべった事がフランス語で表示される。

「……最強の兵士と最強の軍事甲かつ冑ちゆう誕生。マーベルを倒した事がニュースになっている。日本に亡命する時も、アラウビアでナイラを倒した事が緊急ニュースで報じられた……アフリカ諸国は五連に負け続けているから、明るいニュースが必要」

　俺と違ってフランス語の分からないエリコの為ために、リジアも翻訳機能を使って喋しやべった。

「なら希望であるアサトを殺し、残るアフリカ諸国の士気をくじいて一気に攻め落とすという事もあるな。アサト、君を撃った弾の種類は？」

「アメリカ企業製でどの国でも簡単に手に入る奴やつだ。弾丸から敵を割り出すのは無理だな」

「そうか、いや、仮に五連製の弾でも日本軍が偽装工作の為に鹵ろ獲かくした狙そ撃げき銃を使った可能性もある。どのみち弾は関係ないか。そうなると狙撃手スナイパーを捕まえて吐かせるかい？」

「けど方法がな、俺も殺気で狙ねらわれている感じはするけど具体的な場所は分からないし」

「敵もプロだ。簡単に見つかる場所には張っていないだろう」

「だろうな、憶測で動いても仕方ない。んー、でも早くマイカの心配を解消して……ん？」

　そこで、俺は真剣な表情で俺を見つめるエリコに気付く。

「……忘れないでくれアサト。私も君が心配だ」

　その言葉に、俺は自然と奥歯に力が入る。

「私とてバカではない。君が病室で私達を心配させないようわざとおどけて見せたのは知っている。マイカ君のように不安でしょうがないというわけではないし、君の実力を分かった上で言わせてくれ」

　両手を膝ひざの上に載せ、エリコは真しん摯しな態度で俺と向き合う。

「君は最強だが、最強故に敵五国軍事連合の全すべてを敵に回しかねない。だから私は不安なのだ。世界に名だたる軍事大国を五つも相手取り、君がいつまで無事でいられるか」

　エリコの声が真剣さを増し、大きな瞳ひとみが強く俺を見つめる。

「君は世界最強だ。他三国のエースパイロットが相手でも君は負けない。万軍が相手でも君は負けない。信頼しているから言おう。君は負けない。でも一〇万や二〇万の敵が来たらどうだ？　装甲戦姫ブリユンヒルデが五人も六人も襲ってきたらどうする？　最強の戦力への対抗手段は単純明快。それ以上の戦力をぶつけるだけだ」

　エリコの言葉一つ一つが俺の胸に突き刺さる。

「バカ正直に一対一にこだわる必要は無い。今回こうして狙撃という手段に出たのがいい証拠だ。君の強さが分かった以上、敵はその君を倒せる方法を用いてくるんだ。君がどれほど強かろうが、それこそ……」

　エリコは言った。

「世界に勝てる程の力が無ければ安全とは言い切れない」

　それがトドメだった。

　世界に勝てる力。全世界を敵に回してなお勝てる力。

　俺ではどんなに手を伸ばしても……決して届かない領域だ。

　ＬＬＧの着信音が俺の意識を現実に引き戻す。

　投影画面を開くと、一通のメールが来ていた。

　差出人は学園の学生サポートルーム。応接室に客が来ているらしい。

　千年前の人間であり、この時代に知り合いなどほとんどいない俺に一体だれだろうかと考えながら、俺はエリコに事情を説明して席を立った。

　　　◆

「アサト！」

　学園の応接室へ行くと、一人の少女が俺に跳びついて来た。

　その人とは、

「ファ、ファラ!?」

「はい、お久しぶりです。アサト」

　つぶらな瞳ひとみに小柄な体。少女特有の可愛かわいらしさに溢あふれた中東アラウビアの本物のお姫様、ファラが俺に抱きつき、嬉うれしそうに見上げてくる。

「日本との友好条約を結ぶ為ために来たのですが、空いた時間を使って会いに来ちゃいました」

「ニュースぐらい見ろよな。言っとくけど本当はこんな予定なかったんだからな、お前の為にファラ必死にスケジュール詰めたんだからな」

「もうアイシャってば、さっきまでアサトに会えるって大はしゃぎだったのに」

「ファファ、ファラ！　それ言っちゃダメだろ!!」

「素直じゃない子にはおしおきですよ」

「うぅ、ファラ女王になってからいじわるだぁ」

　楽しそうに笑うファラと、恥ずかしそうに目線を逸そらすアイシャ。相変わらず見ているとほほえましいのだが、約一名、非常にほほえましく無い人物がいる。

「久しぶりだなジャーミア。ちゃんと仕事しているか？」

　応接室には、アラウビアの新女王ファラと、親衛隊のアイシャ、そしてもう一人、先週クーデターを起こしアラウビア王国の乗っ取りを企てた姉のジャーミアが立っていた。

　良い悪いはともかくとして、俺と同い年ぐらいでありながらその佇たたずまいは王族としての風格と品格を備え、常人ならば気おくれしてしまいそうな空気を漂わせている。

　そんな彼女は俺を見据え、一歩歩み寄ると、

「先週は申し訳ありませんでしたアサトさまぁ！」

　涙を流し、俺の足下に抱きついて来た。

「え!?　え!?　ちょっと待てなんだ急に!?」

　眼鏡の奥で潤む瞳からは大粒の涙が際限なく溢れ、弱々しく儚はかなげに、酷ひどく頼り無いジャーミアは俺に泣きつき、何度も謝る。

「先週はアナタの命を狙ねらい本当に申し訳ありません！　全すべてはワタクシの醜い自己顕示欲のせいですわ！　どうぞこの醜くもいやしい罪人を裁いてくださいませ勇者様」

「おいファラこれどういう事だ！　てかなんでこいつここにいるんだよ!?」

「あれから色々あって姉さんと仲直りしたんです。そうしたらアサトに会って謝りたいって言うから」

「へぇ仲直りしたんだー。ってそうじゃなくてこれぇ！　こいつこんなキャラじゃなかっただろ!?」

「はい、仲直りして、今では女王になったわたしを支えてくれて、そして昔の姉さんに戻ってくれました♪」

「む、むかし？」

　頭に疑問符を浮かべる俺。一体何がどういうわけだかわからない。

「姉さん元々そんな感じですよ。ただ教王になる時に」

『メガネをかけたほうが賢そうに見えるかしら』

『言葉づかいも直した方がいいですわね』

『ドレスももっと露出度高くしようかしら』

『教王らしい威厳を持てるよう、今日もがんばりますわよ』

「っていうふうに」

「イメージ作りかよ!!」

「うぅ、だって教王になった時ワタクシまだ一四歳だったんですのよ。知識も経験も無い小娘に信者をまとめられるはずありませんわ」

　ドラゴンにさらわれたお姫様のようにすり寄るジャーミア。

　これが先週俺を殺しかけた狙そ撃げき計画の首謀者とは思えない。まぁ実際の首謀者はジャーミアではなくナイラかイラハスタン軍なのだが……

「あれ？　でもだったらなんでメガネとドレスはそのままなんだよ？」

「あ、これは気に入っているんです。似合うでしょう？」

　コロリと態度を変え、メガネをくいっと上げるジャーミア。

　俺は棒読みで『さいですか』としか言えなかった。

「うぅ、とにかく謝って済むような事ではないのは分かっています。どうか愚かなワタクシめに罰を！」

　罰を、などと言われてもこんなに泣いて許しをこう美少女をどうこうする気など起きない。

　なによりもファラ自身がジャーミアを許しているし、本当に悪いのはイラハスタン軍だ。

「おいおい顔を上げろよジャーミア。悪いのはお前をそそのかしたイラハスタン軍だろ？　俺は気にしてないから。それよりもファラをちゃんと支えてあげるんだぞ。お前はファラのお姉ちゃんなんだから」

　ジャーミアの肩を優しくつかみ、俺は彼女を立たせる。

「で、ではワタクシをお許しになるのですか？」

「当たり前だろ。それに男は女の子の涙に弱くてさ。俺は泣いて謝る女の子を恨める程悪人じゃないよ」

「本当ですか!?」

「しつこいなぁ、はっきり言ってやるよ。俺、桐き生りゆうアサトはジャーミアの罪を全部許すぞ」

「フッ」

　刹せつ那な。ジャーミアの顔が作るどんな策士よりもいやらしい笑みが語る。

『計画通り』と。

「では勇者アサト様、国の未来の為ためにもワタクシと結婚していただけませんか？」

　発育の良い胸を押し当てるように抱きつき、ジャーミアは息がかかるほど俺に迫る。

「はぁ!?　なんでそうなるんだよ!?」

　俺は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　だがジャーミアはさも当然といったふうに細い指先で俺の頬ほおをなで、艶あでやかな声で語る。

「あら、だってアサト様は我がアラウビア王国の英雄ですもの。戦争が終わりましたら是非とも我がアラウビアに。そしてワタクシと」

「くっそさっきのは嘘泣きかよ、お前騙だましたな、誰だれがお前なんかと」

『俺、桐生アサトはジャーミアの罪を全部許すぞ』

　ジャーミアがＬＬＧの画面ラデイウス・ノヴアを展開。

　今俺が言った言葉が一言一句漏らさず録音されていた。

「ちょっ、おまっ」

「勇者様が一度言った事を曲げるなんてしませんよね？　それに本で読みましたわ『男に二言は無い』と」

　それを言われると、男としてはどうにも言葉に困ってしまう。

「うぐ、でも、それは」

「そ・れ・に、あむ」

　ジャーミアが俺の唇を奪った。

　口内に広がる甘く痺しびれるような感覚。

　温かい舌が優しく俺を求めてきて、俺はされるがままだ。

「ぷはっ、ッッ、ジャーミアおま」

「個人的にもアサト様の事はお慕いもうしておりますわ」

　俺をソファに押し倒し、ジャーミアはソファに手をついて俺に覆いかぶさる。

「ジャ、ジャーミア？」

「あれほどの軍勢に立ち向かう勇気。イラハスタンを退けた強さ。けれど他人の為にあろうとする優しさ。アサト様こそワタクシの理想の方ですわ」

　上気した妖よう艶えんな瞳ひとみと、セクシーなドレスから覗のぞく胸の谷間がゆっくりと近づく。

　確認するがジャーミアは性格はどうあれもの凄すごい美少女で、本物のお姫様で、女の子特有の良い匂においを意識せざるを得ない。

　これはまずい、と俺がこの場を脱出する方法を考えると、

「さっきからずるいです姉さん！　それにアサトはわたしと」

　助け舟とはこの事だ。

　ファラが横よこ槍やりを入れてきて、ジャーミアは上体を起こして俺から身を離す。

「助けてくれファラ。ジャーミアをなんとか、って、え『わたしと』って……」

「あらあらこれはこれはファラ女王様。なにを御冗談を。女王陛下には将来同じ中東の近隣の国から姫を正室に迎え入れてもらわなくては困りますわ」

「なっ」

「日本の一軍人にすぎない一般庶民との結婚なんてできるはずありませんわ」

「そそそ、そんなことがまさか」

「ノブレス・オブリージュ。権力には責任がつきものですわ。女王の地位と権限を得る代わり、王としての責務は果たして下さいね、へ・い・か」

「あわわ」

　ぐるぐると目を回しよろけるファラ。アイシャは両目を吊つり上げる。

「おいジャーミアてめぇ、アサトはファラと結婚するんだぞ！　日本人だろうと庶民だろうとアサトは勇者だし、身分が問題ならいくらでも爵位をやればいいじゃねぇか」

「アイシャ、アナタはただの親衛隊だからアサトとお付き合いできるんではなくて？」

「え？」

　ふらふらぁ、とジャーミアに近寄るアイシャ。

「裏切るのアイシャ!?」

「ちが、アタシがファラを裏切るはずがないだろ！　これはその、ジャーミアを倒すためにあえて敵のふところに飛びこむっていうか」

　どんな言い訳だ。

「フフ、アサト様ぁ。ワタクシと結婚していただければ結婚指輪と金の鉱山をプレゼントしますわ」

「物で釣るなんてズルイです姉さん。ならわたしはアサトにダイヤの鉱山をあげます！」

「じゃあワタクシはプラチナの鉱山を」

「じゃあわたしは天然ガスの利権を」

「島を」

「油田を」

「そんな重たいもの受け取れるかぁ!!」

「「あっ、待ってくださいアサト!!」」

「ああん、アサト様、どうかワタクシと結婚して教王の座に」

「それよりわたしと結婚してアラウビアの王様に」

　二人が言い合いをしている間に俺はソファから抜けだし応接室から逃げ出した。

「ったく王族と結婚とか教王とか王様とか油田だ島だって、俺には重すぎるっつうの。人間分相応、身の丈に合った生活をしろってな。俺は死ぬまで軍人だぜ」

　応接室からだいぶ走り、目の前の角を曲がる。

　このまま玄関へ行き学生寮へ逃亡しようと、俺は次の角を曲がり、

「アサトではないか、会えて嬉うれしいぞ」

　赤い眼鏡をかけたポニーテールのマーベルに会った。

　思わず素っ転んでしまう。

　すぐに額を打ちつけてしまった床を確認。よし、ヒビは入っていない。

「馬ば鹿かお前、なんでこんなところにいるんだよ！　こんなの誰だれかに見つかったら」

　慌てて周囲を確認するが、幸い誰もいないようだ。

「要人警護の仕事も人手が足りていてな、謹慎処分がわりに有給休暇の消化をさせられている。そこで貴公に会いに来たというわけだ」

　得意げに腰に手を当て、眼鏡をくいっと持ち上げ胸を張るマーベル。豊満過ぎるバストが大きく弾む。

「見ての通り変装も完かん璧ぺきだぞ」

「お前の目は節穴だよ！」

　と言いつつも、つい自称変装姿のマーベルに見入ってしまう。

　今のマーベルは白いワンピース姿で、正直かなり似合っている。

　美人は何を着ても似合うと言うが、マーベルは本当に、美人過ぎて眼鏡をかければ知的美人に、ポニーテールにすれば爽さわやかな美人になる。

　敵ながら、なにをしてもいちいち魅力的な女性だ。

「でもお前敵国にどうやって来たんだよ」

「偽造パスポートだ」

「犯罪だろ！」

「無論それだけではない。まず軌道エレベーターでアルタニアの宇宙ステーションへ行き、そこから中立国であるアラウビアの宇宙ステーションへ移動、あとはドイツ人高校生と偽り日本の宇宙ステーションへ入り地上に降りて来た。宇宙のほうが入国審査が甘いからな」

　俺は青い顔で『さいですか』と言うのがせいいっぱいだった。

「って、高校生？　年齢詐称はしなくてもいいだろ」

「ん？　私は一八歳だが？」

「お前俺の一個上なのか!?」

　驚きよう愕がくし石化する俺。マーベルは恥じ入るようにうつむき、俺を上目づかいに見上げる。

「そ、そんなに私は老けて見えるのか……肌のケアはしているのだがな…………」

　豊満過ぎる形の良い爆乳と大きくくびれた腰、女神のヒップラインとハリウッド女優顔負けの美び貌ぼうに太陽色のロングヘアーを見て俺は息を飲む。

「いや、一八でそのクオリティがおかしいんだよ」

「フフ、そういう意味ならいい」

　キメ顔で笑うマーベル。機嫌は直ったようだ。

「っで、お前そこまでして俺に何の用だよ」

　戦時中なのに警備がザル過ぎると思いつつ俺は問う。マーベルは少年のように目を輝かがやかせた。

「貴公と親交を深める為ために決まっているではないか。観光もしたいし貴公が案内をしてくれるとなお良しだな」

「何で俺が!?」

「ふっ、貴公は何を言っている？　今貴公は敵国の人間を見つけたのだぞ？　私を野放しにしておけばどのようなスパイ活動をするか解わかったものではない。だから貴公には私が日本にいる間、片時も離れずピッタリ私について回り監視する義務があるはずだ」

　どんな暴論だと俺は眉み間けんにしわを寄せる。

「ふーん、じゃあこのままお前を軍に引き渡して捕虜にしちゃおうかなぁ」

「ジョークが上う手まいな。私の知る男は戦場で尋常なる決着をつけると誓いあった宿ト敵モを軍に売り渡すなどと言う下げ賤せんで下劣な下げ衆す外道野郎では無いはずだ」

　勇者を見つめるファラと同じ純粋過ぎる瞳ひとみに迫られ、俺の下賤で下劣で下衆で外道な心に千の矢が突き刺さる。

　スタイルは佐さ久く間ま教官並み、瞳の輝きはファラ並みとは卑ひ怯きようにもほどがある。

　それにしてもこいつは本当に今の世界情勢を理解しているのだろうか。

「えーっとマーベルさん？　俺とお前との関係わかってますですか？」

「宿ト敵モであろう？　次に戦場で会った時は貴公を見事斬きり伏せ捕虜にしてみせよう」

　立派すぎるバストを弾ませながら自信たっぷりに胸を張り鼻を鳴らすマーベル。

　俺はこの人の脳内を理解できる気がしない。

「それにしたってお前、そんなバレバレの変装じゃ他ほかの奴やつに会ったら」

「おやアサト、お客人はもういいのかい？　なら一人で歩くな、危ないだろう」

「アサト？　その人は？」

　エリコとマイカ来襲。ピンチ襲来。激しい動どう悸きは止まらない。頭の中で言い訳を量産するがどれも説得力に欠ける。

「見つけましたよアサト！」

「もう逃がしませんわアサト様！　アラ、その人は……」

　反対側の廊下からはファラとジャーミアが強襲。この場に敵五国軍事連合の装甲戦姫ブリユンヒルデがいる正当な理由など思いつくはずがない。

「え、あ、いや、その、こいつは」

　するとマーベルは一歩進み出て、

「アサトさんのご学友ですか」

　笑顔で言った。

「私はドイツから来ました。リーベル・ヴォルナードと申します。男性についてレポートを書く事にしたので、アサトさんを取材に来たんです」

　なんてズサンな偽名だ、と俺は頭を抱えた。こんな嘘うそで騙だまされるほどマイカ達の目は、

「うちのアサトの？」

「取材許可は下りてないはずですが」

「記者ではなくただの学校のレポートですから」

「わざわざ日本まで来るなんて勉強熱心なんですね」

　節穴だった。

　マイカ、エリコ、ファラは疑うそぶりなど一ミクロンも見せずにマーベルと自己紹介を始める。

　マーベルの笑顔は学園を襲撃してきた時からは想像もできないぐらい、自然で可愛かわいらしい笑みだった。

　凄すごい演技力だと感心せざるを得ない。が……

「あの、アサト様？」

　ただ一人、ジャーミアだけが俺の肩を指でちょんちょんとつっついた。

「あの人、アルタニアのマーベルさんですよね？」

「あー、ジャーミア解わかるんだ……」

「解るというか、そのまんまでは？」

「なんだけどねぇ……」

　俺とジャーミアが節穴過ぎる目を持つマイカ達を冷たい視線で見る。まことに失礼な話だが、今更ながらファラに女王としての眼力があるのかが疑わしくなってきた。

「ん、なんだ？」

　背後が騒がしくなってきて振り向く。アイシャを筆頭にアラウビアで見たファラ親衛隊がドタドタと走ってくる。

「見つけたぞ！　姫様を捕まえろー！」

「姫様、早くしないと次のスケジュールに間に合いません！」

「ジャーミア様も急いでください！」

「え、でもまだアサトと全然、うわぁっ！」

「こら離しなさいアナタ達。ワタクシを誰だれだと思っていますの!?　あ～れ～！」

　親衛隊におみこしワッショイ状態で担ぎあげられ誘拐されていくファラとジャーミア。

　その様子を確認して、去り際にアイシャが俺を振り向く。

「じゃあなアサト。アラウビアに帰る時も時間が余ったら会いに来るから……だから……」

　一瞬目を逸そらし、口をつぐんでから、

「とにかくそれだけだからな！　首を洗って待っていろ!!」

　酷ひど過ぎる捨て台詞ぜりふを残して、アイシャもファラ達を追う。

　親衛隊員達から『隊長も急いでください』と言われているところを見ると、ナイラに代わってファラ親衛隊の隊長を務めているらしい。

　出世したなぁ、と何な故ぜか娘の成長を喜ぶ父の気分でその小さな背中を眺める俺だった。

「ところでアサト」

　マイカとエリコの視線がファラ達に向いている間に、マーベルがそっと呟つぶやく。

「先程、君の仲間が危ないとか言っていたがあれはどういう意味だ」

　どうやらマーベルはスナイパーの事を知らないらしい。ならやはり犯人は五連の中の残り三国のいずれかか。

「俺、アラウビアから帰ってから狙そ撃げきされたんだよ。それでみんなナーバスになってて」

　俺は自分の状況を簡単に説明した。マーベルはアゴに手を当てて少し考えると腰に手を当てて頷うなずいた。

「うむ、では私も協力しよう」

「いいのか？　犯人たぶんお前の仲間だぞ」

「貴公はこの私が剣にて討ち取る予定だ。狙撃などというつまらん真ま似ねはさせんよ」

　ちょっと偉そうに、そしてちょっと自慢げな笑みを作るマーベル。

　俺は彼女のポニテと眼鏡を見て『悪い人じゃないんだけどなぁ』と思いながら嘆息をついた。

　　　◆

　アサトが深いため息をつく中。今の馬ば鹿か騒ぎの一部始終を、彼女は廊下の曲がり角から覗のぞき見ていた。

　アフリカ大陸からの転校生、リジアだ。

　感情を映さない機械的な黒玉の瞳ひとみは静かにアサトを見据える。

　ニュースになっている最強の超英雄像とは似ても似つかない印象に、彼女は言いようのない感情が湧きあがるのを感じた。

　　　◆

「ええい忌々しい！　何が戦乱の世に神の御使い桐き生りゆうアサト降臨だ!!」

　日本軍の技術研究所本部。その試験室で、アラウビア王国を救った英雄、桐き生りゆうアサトのニュース画面を閉じ、日本軍技術研究所本部部長は机を叩たたいた。

　別のニュースページには、スサノオに乗り、クリアモードで顔を見せたアサトの写真。そしてスサノオの横に並ぶアサトの写真などもある。

　おまけにアサトはインタビューに対し『これも仲間やアラウビア兵達の協力、そしてスサノオの性能のおかげで自分の力ではありません』などと謙けん遜そんしている。

　常人ならば『なんて謙虚な人だろう』と好感度が上がるところだが、本部長は違う。

「何がスサノオだ。何が学園を守った英雄だ。何がアラウビア王国を救った勇者だ」

　今まで集めたアサトの記事を全すべて同時展開し、殺意を含んだ視線で射抜く。

「あーくそ!!　本当は我々の！　私の甲かつ冑ちゆうが活躍するんだ!!　私の甲冑がニュースになるはずだったんだ！」

　展開した投影画面をまた全て消し、本部長は怒鳴る。

「くそぉ～。日本がピンチだと言うから国民を誤魔化せる間に新型機を作って戦況をひっくり返し話題を独占するはずだったのに。国一つ救われては今更どんな活躍をしても二番煎じではないかぁ!!」

　机を蹴けり飛ばし、本部長は痛みのあまり足を押さえた。

「まっ、別にいいじゃないですか。どんなに活躍しようがそのスサノオに勝っちゃえばこっちのが上だって証明できますし」

　冷静に前髪をすいて言うのは、この技術研究所本部に存在する五つの研究所の一つ、光みつ延のぶ技研のヒナミ所長だ。

　彼女自身はどっちが上かはどうでも良いのだが、本部長をなだめる為ためにこう言っておく。

「ふぅ、そうだったな。ふふ、そうだ、勝つのはこの私だ。何せアレは日本最新鋭にして最強の機体。オマケにパイロットもアサトと同じ一七歳。プロ軍人ではなく軍事学校生同士、我らが勝とうがパイロットのせいにはできん」

「でもよくあんなの見つけましたね。アサトと同じ年で、なのにプロ軍人よりも強いなんて都合のいい人材」

　ヒナミが振り返ると試験室の壁面が透化。壁の向こうに広がる巨大な戦闘実験室では、一〇機のセンゴクと二機の専用機が転がっていた。

　戦闘不能になり、死体のように動かないソレらの中央に立つのはただ一機。

　後光を背負い、四本の腕を持つ金色の甲冑だ。

　同じ金色の光をまとっていても、その光はイラハスタンのギルガメスのように煌きらびやかなものではなく、落ち着いた、とても静かで深みのある光だった。

　二本の腕は胸の前で合掌し、残る二本の腕は無手のまま自然体で垂れ下げている。

　量産機二〇〇機分の戦力と言われる高機動機を一〇機。高機動機五機分の戦力と言われる専用機二機と同時に戦い、だがその神こう々ごうしいボディにはかすり傷一つついていない。

「探すのに苦労はしなかったぞ。適性条件は最強である事ただ一つ、あいつは誰だれもが認める最強だ。現役の装甲戦姫ブリユンヒルデすら敵かなわん。そう、アレを乗りこなすのに相応ふさわしい程にな」

　一切の武器を用いず、完全武装した精鋭達を一方的に滅ぼした機体。それこそが光みつ延のぶ技研がスサノオの後に完成させた現日本最強の機体。仏型軍事甲かつ冑ちゆうタイシャクテンである。

　専用機が英雄や神の名を冠するのは味方の士気をあげるため、そして軍人のカリスマ性を高めるためだ。

　自国で有名な英雄や神の名を出せば、それこそ日本神話最強の戦神『スサノオ出撃』と聞けば、自軍の誰もが自然と士気が上がってしまう。希望を持ってしまう。

　パイロットにしても、『あの有名な○○の力が私のものに』と戦意が高まるし、戦場におけるカリスマ性も上がる。

　だが同時に、負けた時のダメージも増える諸もろ刃はの剣。最強の英雄の名を冠した兵器が撃墜されれば、たとえ名前を借りただけだとしても『最強の神スサノオが負けた』となれば味方の士気は大きく下がるし、逆に敵の士気は上がる。

　その為ため、ハッタリや不ふ遜そんな名はつけられない。

　甲冑の機体名は、絶対に負けない、英雄の名を汚さないという確固たる自信が無ければおいそれとつけられない。

　故に今まで誰も『スサノオ』などという機体は作らなかった。作れなかった。

「スサノオとの戦闘試験が楽しみだ」

　本部長は顔を歪ゆがめて笑う。

　タイシャクテン、帝たい釈しやく天てん。天上の神々の頂点に君臨する天帝の意にしてインド神話最強の神インドラを起源とし、正義を司つかさどる神阿あ修しゆ羅らに勝ち、軍神毘び沙しや門もん天てんを配下に置く、まさしく仏教界最強の存在。

　日本は神仏を崇あがめているが、素戔男スサノオが日本神話最強の戦神ならば帝釈天タイシヤクテンは日本仏教界最強の闘仏である。

　その名が持つカリスマ性は、決してスサノオに見劣りするものではない。

「千年前の男？　最強の少年兵？　そんなもの過去の遺物だ。古臭い軍神など私の帝釈天が滅ぼしてくれるわ!!」

　先程から『私の』とうるさいが、実際に作ったのはヒナミ率いる光延技研の面々で、本部長はあくまでただの管理責任者。だが、やはりヒナミは口をつぐんでおいた。

　スサノオもタイシャクテンも、名前負けのしない、最強の名を冠するには十分な性能を持っている。

　だが頂点は常に一人。最強の神仏が織りなす戦闘試験という名の殺し合いで決まるのだ。

　真の最強はどちらなのかが。

　そこで、ふとヒナミは再びパイロットの事が気になる。

「でも本部長、あの子って本当にアサト君並の強さなんですか？」

　ヒナミの問いに、本部長は不敵な笑みを浮かべる。

「くくく、そういえばお前はまだあいつの事を知らなかったな。なぁに問題は無い。何せあいつはもう一人の最強だからな」

　意味が分からず、ヒナミはまばたきをした。

「地球唯一の男桐き生りゆうアサト？　目には目を歯には歯をと言うだろう？」

　ヒナミの視線の先でクリアモードが発動。パイロットがその姿を晒さらした。

　桐生アスカ。桐生マイカの従姉妹いとこであり同じくアサトの子孫。桐生家の人間だ。

　軍事甲かつ冑ちゆう戦ジュニア級全国チャンピオン。パイロットレベル七。

　日本最強の学生と呼ばれ、卒業後は防衛大学へは行かずすぐ戦場に欲しいと軍から熱望される本物の天才である。

　その上、同じ桐生家であるアサトに強い敵意を持っており、本人のやる気も十分。本部長にとってこれほどまでに都合の良い人材はいない。

「もっとも」

　本部長の顔が怪しく歪ゆがみ、唇から小さな声で願望が漏れる。

「パイロットが死ねば、スサノオなどガラクタだがな」

　本部長はＬＬＧで、本人にしか見えないシークレットデスクトップを開く。

　自身が用意したスナイパーにとあるファイルを送り、握にぎり拳こぶしを作った。

「勝つのは、この私だ……」

　　　◆

　とある男が、交番に足を踏み入れた。

「来てやったぞポリ公」

　その日、桐生朝あさ徒とは交番のイスに座り、家族の到着を待っていた。

　警官は親を呼んだと言うが、目の前に立つのは彼の祖父、真しん羅らだ。

「保護者の方ですか？」

「おう、こいつの爺じじいだ」

「じじい？」

　若い警官は眉まゆ根ねを寄せる。その態度のデカイ男、真羅を足下から頭のてっぺんまでためつすがめつ見た。

　真羅は髪こそ雪のように白いが、その顔はどう見ても二〇代だ。

　一九〇センチの長身は背筋が伸び、ジーンズにランニングシャツというラフな格好。

　格闘漫画の主人公のような腕や胸の筋肉の張りは元より、ジーンズやシャツの下から感じる熱気は猛獣めいたものを感じる。髪を白く脱色したヤンキー、そんな風体だ。

　警官は真しん羅らの身分を怪しんでいるが、てきとうに返事をして事情を説明し始める。

　面倒な事には関かかわりたくないか、ただの職務怠慢だろう。

「まぁ朝あさ徒と君はまだ小学生ですし、今日は帰ってください」

　しかし真羅は警官を無視して朝徒を見下ろす。

「敵は？」

「大学の空手部三〇人」

「理由は？」

「ＯＬ襲ってた」

「っで？」

「勝った」

「ならいい」

　無視された若い警官は眉み間けんにしわを寄せ文句を言う。だが次の瞬間、交番の前にパトカーが停とまった。中から五〇代ほどの中年男性が飛び出し駆けこんで来ると、警官の顔は青ざめる。

「け、警視総監!?」

　警視総監。東京の警察本部長を務める、日本警察のトップである。

　だが警視総監は泣きそうな顔と低い腰で、死に物狂いにまくしたてる。

「すすす、すいません真羅様、このようなところに貴方あなた様を呼び付けてしまい」

「別に、ただ保護者が来いって言うから来ただけだ」

　わけがわからず、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす警官を睨にらみ、警視総監は口角に泡を飛ばして叫ぶ。

「貴様このお方を誰だれだと思っている!?　貴様の首を一〇〇個差し出しても足らんわ！　このお方は日本をっ、いや、ゴホン、とにかくだな！」

　涙を流しながらひたすら恐縮する警官と、頭の血管が切れそうな程に怒鳴る警視総監。

　真羅は『まぁまぁ、許してやんな』とだけ言うと、朝徒を連れて交番を出た。

　警視総監は二人が交番から遠ざかり、その姿が見えなくなるまで土下座を続けた。

　明らかに異常な光景。だが朝徒は幼い頃ころから、似たような事を何度か経験していた。

　雲ひとつない夜空に浮かぶ月の下、朝徒は問う。

「なぁ爺じいちゃん。爺ちゃんが世界に勝ったとか、日本を救ったって何？　日本て戦争に負けたんだよね？」

　四月の、まだ冷たい夜風が頬ほおをなでる。

「あん？　そのまんまだよ、俺が第二次大戦で世界と喧けん嘩かしたら勝手に日本が助かった。ただそれだけだ」

　どこか寂しそうに言う祖父の横顔。朝徒はまだ、祖父真羅の事をよく知らなかった。

　桐き生りゆう朝徒。小学五年生の時の事である。










　第二話　最強の男と、もう一人の最強



「上の人達、今回の事件捜査に積極的じゃないらしいわね」

　その日の夜。二等寮自室のリビングでマイカは眉まゆをひそめた。

「俺の活躍を快く思わない連中はいるしな。単に俺の事がどうでもいいのか、本当に日本政府が犯人なのか悩むところだな。残る敵三国のほうがよっぽど楽だ」

「こっちから捕まえに打って出ちゃダメなの？　確かアサトって狙撃手スナイパーの視線感知できるんでしょ？　敵国の人ならＯＫ、日本政府なら責任追及できるし、そうすれば……」

「殺気の方角を捜索させても逃げられるのがオチだ。狙撃手スナイパーは気配に敏感だしな」

「八方ふさがりか……っで、なんでこいつがいるのよ」

　マイカは不機嫌そうに唇を尖とがらせる。目の前にいるのはリーベルことマーベルだ。

「しょ、しょうがないだろ、俺のレポート書く為ために密着取材するって言うんだから」

「だからって同じ部屋に泊まらなくてもいいでしょ！　ホテルとればいいじゃない！」

「いやでもそんな今から探せって外に放り出すのも」

　俺は必死に言い訳をするがマイカは止まらない。

「ていうかいくらあんたとの接触規制が緩和されたって言ってもなんか怪しいわね。アサト、あんた何かあたしに隠して無い？」

「ナ、ナニモカクシテナイヨホントダヨ！」

「ふううん……」

　ジト目で見られる俺。だが落ち込まれているより一〇〇〇倍良い。逆にちょっと方向性は違うが、マイカのなつかしい元気な姿が見られて嬉うれしい。

「二人は仲良しなんですね」

　マーベルのフォローが発動した。

「私は一人っ子なのでお二人がうらやましいです」

　マーベルの演技に、マイカは一瞬毒気を抜かれた顔になってから口を尖らせる。

「ま、まぁ、あたしとアサトは家族だし、これぐらいはとうぜ、って、え、一人っ子？」

「はい、アサトさんはこんな可愛かわいい妹さんがいてうらやましいです」

「い、いも……」

　悪意の無い、無邪気な顔で言うマーベル。マイカは顔に影が差して四よつん這ばいになる。

「妹……あたしとアサトってそう見えてるんだ……」

　マイカが何な故ぜ落ち込んでいるのかが理解できず、俺とマーベルは首を傾かしげた。

　　　◆

「貴公は随分と愉快な日常を送っているのだな」

　気落ちするマイカをシャワーに送り、俺はマーベルとリビングでコーヒーを飲む。

「あいつのおかげでな、楽しくやらせてもらっているよ」

「少しイメージとは違うが、これはこれで親しみやすくて好ましいぞ」

「もっと堅苦しいと思ったか？　最強の戦闘民族とか言われているけど男だって女と同じただの人間だぞ」

　俺が顔をしかめると、マーベルは口元で笑う。

「それもそうだな。私とて無敗の戦乙女とは言われているが、プライベートでは映画も観ればショッピングにも行く。二四時間剣の事ばかり考えているわけではない」

　そう言われると、俺もマーベルが思ったより人間味があって親しみやすくはある。

「もっとも貴公の事ならば二四時間考えているがな」

「それはまた嬉うれしいねぇ」

「おぉ喜んでくれるか。うむ、私は貴公に恋をしているからな、貴公も私に恋をしろ、そうすれば両想おもいだ」

　皮肉のわからない奴やつである。

「お前恋の意味解わかってるか？」

「何をしていても常に特定の人物の事が頭にあり、その人の事ばかり考えて心臓が高鳴り顔が熱くなってくるのだろう？　解っている」

　当たらずも遠すぎる解答もあったものだ、と俺は苦笑する。

「それにしてもこのように貴公とテーブルを共にできて嬉しいぞ。貴公とは語りたい事が山ほどあるのだ」

　マイカがいなくなってからは演技をやめ、本来の喋しやべり方で話すマーベル。俺としてはこちらのほうが話しやすい。と、そこで俺はある事に気付く。

「そういえばお前日本語喋ってるよな？　翻訳機の普及したこの時代でよく日本語なんて難しいもの覚えようとしたな」

　今にして思えば、マーベルは学園を襲撃した、あの初めて会った時から流りゆう暢ちような日本語を使っていた。

「日本に興味があったからな」

「興味？」

「ああ、私は、日本の英雄が好きなのだ」

　朗らかな顔で、堂々と敵国の偉人を賞しよう讃さんするマーベル。俺はあっけに取られてしまう。

「独裁者平たいらの清きよ盛もりに立ち向かった源氏の英雄達。乱世を終わらせようとした織お田だ信のぶ長なが。絶対的な不利にも拘かかわらず西軍で戦いぬいた真さな田だ幸ゆき村むら。日本を救おうと奔走した坂さか本もと竜りよう馬ま。日本には祖国救済の為ため戦った英雄や、独裁者に立ち向かった勇者が多い。彼らの生きざまはどれも尊敬に値すると私は思っている」

　だが機嫌が良いのもそこまで、マーベルはテーブルに視線を落とした。

「だから、今の日本に失望していたんだ。臆おく病びようで、弱腰で、私が戦場に出れば逃げ出し、せっかく佐さ久く間まサオリという強者に出会えたと思ったら彼女に基地防衛の為ために撤退命令を出す始末だ。勝負に水を差され、サオリとの決着は未いまだついていない」

　俺は千年前の政治家や、軍上層部の言動を思い出して歯は噛がみする。しかしマーベルはほほ笑み、俺と視線を交えた。

「だから貴公と会えた時は嬉うれしかったぞ。仲間の為に我が軍へたった一人で立ち向かい、この私と最後まで戦い、私を退けた。君の姿は私の憧あこがれたサムライ達そのものだ」

　その瞳ひとみは、俺を勇者と呼び憧れるファラと同じ瞳だった。

　千年前の事を思い出せば、俺は自分が英雄や勇者と呼ばれるに値する人間だとは思っていない。この時代に来てから周りが妙に持ち上げるが、それはこの時代に来て英雄になれた。そう解釈していいのかと自問する。

　けれど今の俺はマイカを不安にさせてしまっている。

　真の英雄。それこそ俺の爺じいちゃんはただの一度も誰だれにも心配させなかったらしい。それを思えば、やはり俺は自分が英雄だと思えなかった。

「だから貴公のスナイパー対策にも協力するぞ」

「ありがとな。じゃあ聞くけどこの時代のスナイパーの弱点てなんだ？」

「スナイパーの弱点か。そうだな」

　俺はマーベルから、この時代におけるスナイパーの弱点と対策を聞いた。その内容は俺の時代とあまり変わらないが、マーベルのおかげで千年前の対策がそのまま使える事が解わかった。あとはスナイパーの居場所さえ解れば……

「そういえばアサト。先程マイカは何な故ぜ落ち込んでいたんだ？」

「さぁな、あいつ前々から落ち込みと怒りのポイントが解りにくくて」

「と、言うと？」

「なんか俺が他ほかの女の子と仲良くしたり勝手にどっか行こうとしたらすぐ殴ってくるし、自分から風ふ呂ろに入りたがるくせして俺に裸見られると殴ってくるな」

　マーベルの目がピキーンと光る。

「なるほど……良く解ったぞアサト」

「ん、お前解ったのか？」

　俺の問いに、マーベルは神妙な面持ちで答える。

「あぁ。貴公の遠い姪めい。桐き生りゆうマイカ。その正体はズバリ、極度のブラコンと見た!!」

「ナ、ナンダッテー!!」

「彼女は家族である貴公のことが大好きで大好きで仕方が無いのだ。お兄ちゃんの事が好き過ぎて誰にも渡したくないのだ。故に自分以外の者と仲良くすると大好きなお兄ちゃんが取られた気分になって憤慨するに違いない」

　いきなりの指摘に俺は驚くが、それならば俺から離れたがらないのも解わかる。

「じゃ、じゃあ裸を見られたら殴ってくるのは」

「おそらく体を仕上げる前だったのだろう。好きな人には自分の裸を見て欲しい反面、完かん璧ぺきな自分を見てもらいたいとも聞く。ちょっとお腹なかのお肉が、などという時にボディラインを見られて恥ずかしかったに違いない」

「おー、流石さすがは同じ女のマーベル、凄すごい説得力だ」

　俺は思わず握にぎり拳こぶしで感心してしまう。

「しかしそうなると困るな。女しかいない今の時代はブラコンではなくシスコンしかないが、時折シスコンが行きすぎて姉に恋人ができるとその恋人を憎む妹がいるのだ。悪くすれば貴公は一生結婚できないぞ」

「結婚ねぇ、俺的にはうちの可愛かわいいマイカを嫁に出すまでは自分の恋愛なんて考えられないな。それに今は恋愛よりも戦争終わらせるのが先決だし」

「私も今は恋愛よりも貴公との決着をつけるのが先決だな。いや、私は貴公に恋をしているわけだから貴公と戦うのは恋愛になるのか？」

「うん、それは自分で考えてくれ」

「なんだ、冷たい奴やつだな」

「男は恋愛に疎いんだよ」

　華麗にスルーしてコーヒーを飲む俺。マーベルも仕方ないとコーヒーに手を付けた。

「上がったわよー」

「わかったー。マーベルお前先に入って来いよ」

「貴公は一緒に入ってくれないのか？」

「えっっっ！！！！？」

　頭の中に、この前アラウビアで見てしまったマーベルの裸が思い浮かぶ。

　俺の一八〇度見える視界はマーベルの全すべてを捉とらえ。

　俺の二キロ先の敵を目で見て狙そ撃げきできる視力はマーベルの全てを細かな色いろ艶つやまで捉え。

　俺の弾丸を目で見てかわせる動体視力は、弾むマーベルの胸をハイパースローモーションで捉え。

　何千何万という人間が入り乱れる戦場で視界に入った敵味方の顔全てを鮮明に覚えていられる記憶力はマーベルの全てを写真どころか実物をみるようにして思い出せる。というよりあんな刺激的なモノを忘れられる自信が無い。

「ば、馬ば鹿か、お前はもっと自分を大事にしろ！　次一緒に入ったら絶対に俺紳士ジエントルマンでなんかいられないんだからな！」

「言っている意味は解らないが。今は泊めてもらっている身の上だ。言う事には従おう」

　と、マーベルはおとなしく席を立った。

「本当は君の股こ間かんを写真におさめておきたかったのだが」

「痴女だ。ここに痴女がおる」

　恐怖で青ざめながら、俺は両手で股間を押さえた。

　それにしても、本当にあんなものをもう一度見てしまえば色々と大変な事になってしまうだろう。マーベルとのお風ふ呂ろだけはなんとしても避けねば、と俺は心に固く誓った。

　　　◆

　マーベルの豊かな胸が弾み、禁断のピンク地帯に俺の目は釘くぎづけられた。

「ぎゃあああああああああああ理性がぁあああああああああああああ！！！」

　俺は両手を顔に当て視界を消そうとするが、俺の指は本能に従って開き、用を成さない。

「ちょ、あんた何服脱いでるのよ!!」

　マイカが怒鳴る。マーベルは頭に疑問符を浮かべる。

　風呂から上がったマーベルはガウンを着ていた。だがいざ寝る時になるといきなりガウンを脱ぎ去り、美麗なレースをあしらった黒いヒモパン一枚になったのだ。素肌を晒さらすセクシーな腰が眩まぶしかった。無論、ブラなどつけていない。

「何って、寝る時はいつもこうですが」

「「いつも下着で寝てんのか!?」」

　ハモる俺らにマーベルは頷うなずく。

「まぁ冬はシャツも着ますが。そういえばアジア圏の人は寝巻を着るのが一般的らしいですね。私の国では下着で寝る人は珍しくありませんし、軍属ならばむしろ大半が下着か全裸ですよ。皆さんは軍人では？」

「ううう、うるさいわね、とにかくさっさと服着なさい！　あたしの貸してあげるから！」

　マイカはタンスから自分の寝巻を取り出すとマーベルに押し付ける。

　余談だが、お風呂上がりのマーベルは眼鏡こそかけているが髪は下ろしている。それでもなおマーベルの正体に気付かないマイカの鈍さは推して知るべしだろう。

「これを着るのですか？」

　マーベルはヒヨコ柄のパジャマにいそいそと着替え……俺とマイカは、言葉を失った。

「なんだか、キツイですね」

　当然のように胸のボタンが留まらず谷間は丸見え、おまけに次の瞬間にはボタンが弾はじけ跳んでどたぷん、とバストが零こぼれた。

「あたしだって巨乳なのにあたしだっておっぱい大きいのにあたしだってスタイルいいのになんであたしの周りにはいつもいつもホルスタインばかり……」

　マイカは床に手と膝ひざを突き、呪じゆ詛そのように何かをどろどろと言っている。

　心なしか今マイカが来ているパジャマの柄であるヒヨコも泣きそうな顔に見えてくる。

「マーベ、じゃなくてリーベルさん。俺のパジャマでよければ」

「え!?」

　マイカは顔を上げ硬直した〇・五秒後『それはだめぇ！』と叫び俺の足につかみかかる。

「っと、マイカ、うわっ！」

　マイカに足を取られて俺は転倒。目の前のマーベルを盛大に巻き込み押し倒した。

　息と一緒に心臓が止まる。

　息が止まったのは鼻と口が塞ふさがっているから。そして心臓が止まったのは、この鼻と口を覆う柔らかくも弾力に溢あふれた、この世のどんなモノにもたとえられない神秘物の正体に気付いたからだ。

　俺の想像を裏切ってはくれず、顔を離すとやはりソレはマーベルのはだけられた特盛りバストだった。

　俺の巨大な手にも収まらず指の隙すき間まから乳肉が溢れるボリュームはこの時代で会った女性の中で最大級、否、間違いなく一位である。

　よく胸の小さな女性は『胸は大きさでは無く形だ』と言うが、この女神の黄金比を持つ曲線で構成された形の良さと底なしの柔らかさに確かな弾力。そして色彩表にも載っていない綺き麗れいな色いろ艶つやの胸は、全すべてにおいて百点満点だった。

　俺の中で煩悩の小人達が理性の小人達を打ち倒し、醜いバベルの塔の建造に全力を尽くし始める。















　だから俺の両手が我慢できずに三度、四度と胸を揉もんでしまっているのも仕方ないのだ。

　これで逮捕されたとしても悔いは無いと言えてしまうぐらい、マーベルの胸の感触は最高過ぎて、キモチ良すぎた。

「アサ……ト……ッッ」

　名を呼ばれて、俺はハッとする。

　マーベルの顔が首筋から赤くなり、肌が上気し、手の平の中央でちょっと硬めの感触がツンと自己主張を強めた。

　マーベルは恥ずかしそうに自分の指を甘噛みして、濡ぬれた目で俺をみつめながら熱を帯びた声を漏らす。

「その……着替えるから……うしろをむいててくれ」

　可愛かわいいとか、エロイとか、そんな幼稚な言葉ではとても表現できない。否、今の俺が持つ日本語力では俺の感情は表現できないだろう。ただ一つ言わせてもらえれば……

　鼻血が出る寸前だった。

　俺はマーベルから離れる。

　ベランダに向かって正座をしながら、心の中で毎秒一万回マーベルに謝った。毎秒一〇万回マーベルに土下座した。毎秒一〇〇万回切腹した。

　心の中でマイカにも同じ事をした。

　ごめんよマイカ、俺は英雄でも勇者でもヒーローでもなく、ただの下げ賤せんで下劣で下げ衆すで外道なインモラルアニマルだよ。と謝罪した。

　きっと今もどこからか狙ねらっている狙撃手スナイパーは一部始終を見ていた事だろう。

　敵にトンデモない痴態をさらしたものだと俺は肩を落とす。

「これでいいですか？」

　一分後。そこには俺のニワトリ柄のパジャマを着たマーベルが立っていた。

　ただ今度は逆に大き過ぎて、手はほとんど袖そでに隠れて指先だけがかろうじて見える程度。

　胸のボタンはちゃんと留まっているものの、豊かな胸がパジャマの生地を大きく押し上げているし、ズボンは長すぎて歩きにくいからと穿はいていないせいで美脚が丸見えだ。

　幸い裾すそが長くて下着を隠せているが、ギリギリでしかないため、マーベルが少し動いただけで扇情的な黒いショーツがチラチラと俺を誘う。

　美人は何を着ても似合うと言うが、マーベルは何を着てもエロくなる人だ。

　これも全すべてはマーベルの豊満過ぎる我がままボディの為せる業である。

「ま、まぁいいわ、じゃあ寝ましょうか」

　言って、マイカはベッドの中央に身を横たえた。

　俺達の部屋は二つのベッドをくっつけ、スペース的にはキングサイズと同じなので詰めれば三人で寝られる為ため問題ない。

　マイカが中央を陣取ってくれたおかげで、俺がマーベルと隣合うことはない。夜は安心して寝られそうだ、と俺はマイカの左隣に身を横たえた。すると、マーベルは俺の上に覆いかぶさるようにして身を横たえてきた。

「ちょっと待ちなさい!!」

「え？　なんですか？」

　きょとん顔のマーベル。マイカは頭から湯気を出す。

「あんたどこに寝てんのよ!?」

　ベッドを叩きながら抗議するがマーベルは笑顔で、

「はい、マイカさんがいじわるをするので、私もいじわるをしてみました」

「な、ななな、なんですってぇ!!」

　マイカはぶるぶると震えながら俺の腕を取り『アサトの横に寝ていいのは家族のあたしだけなの！』と言うがマーベルは退かない。

「アサトさんを真ん中にするならやめますが、どうでしょうか？」

「く～、今日会ったばかりなのに態度でかすぎよ!!」

「これぐらい、ドイツでは当たり前ですよ」

　言いながら俺の腕を取るマーベル。お前はドイツ人に謝れ、と言ってやりたい。

「ま、まあ二人とも喧けん嘩かしないで。俺が真ん中で寝ればいいんだろ？」

「はい」

「ア、アサト何言って」

「上に寝られるよりはいいだろ？」

「で、でもぉ……」

　不安げな、親とはぐれた子供のような表情で俺をみつめるマイカ。

　そんな顔をされては、俺はもうどうしようもできない。

「大丈夫だよ、俺はどこにも行かないから。お前は俺の家族なんだからな」

　マイカにそっと耳打ちすると、マイカは悲しそうな顔を少し緩めて『うん』と頷うなずいた。

　結局、俺がベッドの中央に寝て、左側にマイカが、右側にマーベルが寝ることになった。

　女の子特有の甘い香りと腕を抱き寄せるおっぱいの柔らかい感触に挟まれて、結局俺は少しも安眠できなかった。

　ちなみにマーベルは電気を消してから眼鏡をはずしたので、マイカに正体がバレる事はなかった。

　　　◆

　同時刻。一等寮にて。

「はっ！　今何か凄すごく大事なイベントを逃している気がする!!」

　自室のベッドから跳び起きるエリコ。

「私のいないところで物もの凄すごく大事なイベントが着々と進んでいる気がする。何かこう物凄く乗り遅れてはいけないイベントが!!」

　やたらとカンが鋭いのは結構だが、やはり残念な少女である。

「ぐぅ、しかしネットのアサト板には何も書いていないし、今日はもう寝て忘れよう」

　アサトの写真をプリントした抱き枕まくらをＬＬＧから再構築し、力の限り抱きしめる。

「う～、アサトぉ、何な故ぜ一度も夜よ這ばいに来てくれないんだぁ……」

　答えは単純、マイカが毎晩一緒に寝ようとうるさいからだ。

「だが……」

　昼間、アサトが言った言葉を思い出す。

『お前が仲間で良かったよ』↓

『お前が運命の相手で良かったよ』↓

『君がただ一人の運命の相手だよエリコ』

　注（乙女フィルターにより一〇〇〇パーセント美化されています）

「アサトーッ!!　私も君が運命の相手だぁー!!」

　ちなみに廊下では、みんなのお姉様桜さくら庭ばエリコに夜這いをかけにきた女子達が必死に部屋のロックを解除しようとしていた。

「はぁはぁお姉様はぁはぁ」

「くぅ、なんて固いプログラムですの!!」

「ちぃ、またハッキングに失敗したわ!!」

　防ぼう衛えい学がく園えんの夜はこうして更けていく。

　　　◆

「おらどうした朝あさ徒とぉ!!　殺す気で来いよ殺す気でなぁ!!」

「雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄!!」

　自宅の庭で、朝徒は祖父真しん羅らの顔面に渾こん身しんの一撃を叩たたきこむ。岩とも金属ともつかぬ未知の感触、だがあまりの強度で拳こぶしに激痛が走るのだけは解わかった。

「生ぬるいんだよてめぇはよう!!」

　万分の一でも殺人鬼すら心停止に追い込む真羅の殺気。この場に他ほかの誰だれかがいれば確実にショック死していただろう。

　真羅の剛撃が大気を抉えぐる。快速列車が減速せずに目の前を通り過ぎて行く数千倍の圧力に全身を狩り取られる。

　真羅の拳が、足が、肘ひじが、膝ひざが次から次へと殺しにかかる。

　常人ならば一万回は死ねる攻撃を紙一重でかわし続け、なんとか朝徒は攻撃を加える。

　こめかみ、鼻、顎あご、喉のど、みぞおち。人体の急所に突きや蹴けりをブチ込むが自分の手足を痛めただけだった。

「温ぬるい温い温い温い温い温ぅうううううううい!!　温いわ呆ぼけがぁああああああ!!」

　スタングレネードがかすむような怒号。常人ならば今のでショック死だ。

「そんな貧弱な拳こぶしじゃ装甲車は貫けても戦車は貫けねぇんだよぉ!!　そしてぇっ!!」

　真しん羅らの拳が倍速で放たれた。

　当たったのは腹でも、まるで車にはねられたように衝撃は全身にわたり、肉体をまるごと後方へ持って行かれた。

　腹筋を貫く打撃力。内臓が潰つぶれたような激痛が襲い掛かってくる。

「カハッ！」

「てめぇはナメクジか!?　その程度の敏びん捷しよう性じゃあ弾丸はかわせても弾幕はかわし切れねぇなぁ!!」

　祖父真羅が疾走。吹っ飛ぶ孫朝あさ徒とを追い抜き、庭の塀に激突直前で地面に叩たたき落とした。

　鼻血と吐血で庭を汚す朝徒を見下ろし、真羅はなおも毒づく。

「脆もろい体だな、旧式カノン砲は防げても戦車の主砲でお陀だ仏ぶつだ。やっぱお前に才能はねぇ」

「そんな!?」

　朝徒は慌てて顔を上げる。真羅は朝徒を見ようともせず、背を向けて舌打ちをする。

「俺がてめぇくらいの時はてめぇの三倍は強かったぞ」

「っっっっ!?」

　朝徒は言い返せず、奥歯を噛かみしめる。

「今のままじゃあ人間兵器になれても一人軍隊ワンマンアーミーには遠すぎる。戦争行っても辛つらいだけだぞ」

「そんな事ない!!」

　喉のどが痛くなる程叫んでも、真羅は振り返りもしない。

「お前ならスポーツ選手や格闘家でも十分やっていける。でも兵士には向いてねぇ」

「……そん……な事」

　最後まで言いきれず、朝徒は地面に突っ伏した。

　その日の夜。真羅の部屋では朝徒の祖父真羅の膝ひざに、母の明あ純すみが座っていた。

「かか、やっぱ娘を膝に乗せるのはいいなぁおい」

「もうお父とうさんたら、わたし何歳だと思ってるの？」

　明純は文句を言いながらも明るく笑い、真羅も愉快そうに笑う。

「年齢なんか関係あるかよ。娘は千年経たっても娘だ。可愛かわいいもんだぜ」

「ふぅん」

「そして、千年経ってもあいつは俺の孫だ。俺の、桐き生りゆう真羅の孫息子だ」

「……うん」

　父真羅の言いたい事を察して、娘の明純は表情に影を落とす。

「朝あさ徒との野郎だが、お前からも言ってやれよ。向いてないって」

　真しん羅らの向けた視線の先に、明あ純すみも視線を投げる。

　真羅の部屋に、わざわざ額入りで飾ってあるのは朝徒が幼稚園の時に描かいた絵だ。

　クレヨンを使って描いた、へたくそな兵隊の絵。

　その下にはやはりクレヨンの汚い字で『おじいちゃん　ぼくのヒーロー』と書いてある。

　その横に飾ってあるのは小学校一年生の時に書いた作文でタイトルは『将来の夢』。作文用紙には父や祖父のように軍に入り日本を守る正義のヒーローになる、とある。

「二次大戦で英雄になったおじいちゃんに憧あこがれて、今三次大戦で戦うお父とうさんに憧れて、朝徒は国こく防ぼう学がく園えん受験するって言ってるわ」

「二次大戦の英雄か。今じゃ国連との条約で表立って戦えないロートルの俺にずいぶんな評価じゃねぇか」

『かかか』と笑う真羅に、明純は体重を預け直して聞く。

「朝徒……強いよね？」

「そこらのガキに比べればな、でも」

　明純の耳元で、誰だれにも聞こえないよう囁ささやく。

「幸こう平へいの二の舞だぞ」

　桐き生りゆう幸平。朝徒の父で『明純さんと結婚させてください』と言って、真羅相手に一〇分も戦った猛者だ。そして今、戦場で傷つき続けている男である。

　明純は思いだす。息子である朝徒のいる前では気丈に振る舞う夫が、ベッドの中で自分の胸で泣いた夜を。

　強い事と、兵士に向いているのとは違う。

　敵を倒す事と殺す事は違う。

　大の男を殺す事と、少女を殺す事は違う。

　体が強いのと、心が強いのは違う。それでも……

「わたしには止められないよ」

　幼馴な染じみであり夫である幸平との日々を思い出す。

「だって朝徒男の子だもん……女の子には止められないよ」

　涙るい腺せんが緩む。

「自分の意志で戦うって決めた男の子の背を追う資格なんて女の子には無い。戦いたくないって言っていいのは現場で戦う男だけで、戦いをやめるかどうかを決めるのは上の人達だから」

　涙を流しながら、明純は真羅を振り返る。

「女の子は大好きな人や可愛かわいい子供が戦場に行こうとしているのに何もできないししてあげられない。ただ黙って待つしかできないなんて辛つらすぎるよ……わたしが、朝徒のお母かあさんじゃなくてお父とうさんだったら一緒に戦場に行ってあげられたかもしれないのに……」

　真しん羅らは娘の頭を優しく撫なでると退室させる。

　そしてベランダの戸を開けて、気配を絶ち空気と同化していた朝あさ徒とを見下ろす。

「ちょっとツラ貸しな」

「…………」

　頷うなずきもせずに朝徒が真羅に連れてこられたのは、町外れの丘の上だった。

　周囲に明りが無いせいで星が良く見える。

　冷たい夜風が頬ほおを撫でる中、真羅は突然振り返る。いつもとは違う、落ち着いた、だが厳しい目で朝徒を射貫く。

「はっきり言うぞ。朝徒、お前には才能が無い、素質が無い、適性が無い、戦場に出ても辛つらくなるだけだぞ、悲しくなるだけだぞ、それでも……お前は兵士になるのか？」

「解わかってる……」

　朝徒の目に涙が浮かぶ。

「自分に素質が無いなんて誰だれより解ってる……俺自身がな……」

　拳こぶしを震わせて朝徒は思いだす。

　ものごころついた時から見て来た祖父の強さを。

　初めて祖父を殴った時に感じた圧倒的な無力感。

　初めて祖父に殴られた時の圧倒的な挫ざ折せつ感。

　祖父を超えるどころか、近づけるイメージすら浮かばない圧倒的な恐怖感。

　遠すぎるどころではない。まるで先が見えない道への絶望感。

　だが目標が強過ぎるが故に諦あきらめきれなかった。

　祖父の姿は、諦める事ができないほどにカッコよすぎたのだから。

「どんなに努力したって、どんなに頑張ったって、どんなに耐えたって……俺は最強にはなれない!!」

　吐き出した言葉は止まらず、とめどなく溢あふれる涙と一緒に吐露した。

「俺には才能が無い！　素質が無い！　どんなに目指しても、どんなに戦い続けても最強にはなれない！　でも諦められないんだ!!　諦めたくないんだ!!　俺だって爺じいちゃんみたくみんなを守りたい!!　どんな敵にも屈しない!!　どんな壁にも臆おくしない!!　どんな相手にも立ち向かえる強さを持った!!　最強の男になりたい！！！　だって俺は爺ちゃんの孫だから!!　男に生まれたから!!　でも怖いんだ！！！」

　熱い涙で頬を濡ぬらし、朝徒は祖父に歩み寄る。

「どんなに頑張っても強くなれないんじゃないか……どんなに努力しても、母かあさんや友達の住む日本を守れないんじゃないか……どんなに耐えても……戦えないんじゃないかって…………そう思うと怖くて怖くて仕方ないんだ……」

　祖父の胸に額と拳こぶしを当て、朝あさ徒とは涙する。

「でも…………」

　最強の男を見上げ、朝徒は血を吐き出さんばかりに叫ぶ。

「それでも諦あきらめられないんだ!!」

　必死に訴える孫を見下ろし、祖父真しん羅らは無表情のままに語る。

「お前は、俺が最強だから戦えたと思っているのか？」

「え？」

　そんな事は当然だ。

　桐き生りゆう真羅は世界に勝った男。日本を救った男。それは史上最強の生物であるが故にだ。

「違うな、俺はな、自分が強いから戦ったわけでも、強いから戦えたわけでもない。戦いたかったから戦えたんだ」

　意味が解わからない。朝徒は涙を拭ふかず、祖父真羅を見上げ続ける。

「静しず子こが、お前の婆ちゃんが戦争を怖がった。だから兵隊に志願した」

　桐生静子。朝徒の祖母で、真羅の妻になった女性だ。

「戦場で俺は多くの仲間ができた。山本は戦争が終わったら幼馴な染じみと結婚するって言った。佐さ々さ木きは戦いが終わったら家業を継いで町一番のパン屋になるって言った。川かわ田だは嫁が身重で帰ったら子供を抱くって言った。そんな事言われたらよう」

　なつかしそうに目を細め、そして笑う。

「戦いたくなるじゃねぇか。幼馴染と結婚させてやりてぇじゃねぇか。家業継がせて町一番のパンてやつを食ってみたくなるじゃねぇか。ガキ抱かせてやりたくなっちまうじゃねぇか。どんな事しても、敵が何個大隊だろうと何個師団だろうと全員生きて国に帰してやりたくなるじゃねぇか」

　両腕を広げ、真羅はなおも愉快に語る。

「戦争が終わったらアレがしたい。日本に帰ったらアレをしたい。血ち塗まみれの世界でむさくるしい男共が目ぇ輝かせて夢語るんだ。叶えさせてやりたくなるじゃあねぇか！　なんせあんなに輝いてるんだからなぁ!!」

　今度はうってかわり、真羅は落ち着いた表情で朝徒を見下ろす。

「俺はな、生まれた時から最強だった」

　その瞳ひとみには、僅わずかな哀愁が漂っていた。

　不自然な程に若く、二〇代と言っても信じてもらえそうな容姿なのに、その眼めだけは九〇歳近い老人のように感じる。

「ものごころついた時から誰だれも勝てなくて、誰も俺を頑張らせてくれなくて、俺は今まで一度も必死になった事がないんだ」

　それは嫌味な自慢話のようで、しかし真羅の声はあまりに弱過ぎる。

　老化の止まった体。猛獣すら凌りよう駕がする身体能力。朝あさ徒とは祖父真しん羅らが、いわゆる特異体質と呼ばれるものである事は察しがついていた。生まれつき極端に筋骨の強度や柔軟性が高く、心肺機能や運動神経の過剰発達。おそらくはそんなところだろう。

「遥はるかなる高みに手を伸ばし、死力を尽くして挑み、戦い、その果てにつかむのが栄光ということは知っていた。でも俺の手には、生まれた時から栄光が握られていた」

　真羅の告白は、あまりにも現実離れした、だが同情せずにはいられないものだった。

　人々は誰だれもがその人生をかけ、頂点を目指す。

　そして多くの者は頂点に辿たどり着くことさえもできず終わるのだ。

　なのに真羅というこの男は、生まれた瞬間から誰もいない頂に産み落とされ、目指す場所も無く、道も無く、何の為ために生きればいいのかも解わからなかった。

　頂を目指して登ってくる奴やつ。挑戦者が来ると期待して、脆ぜい弱じやくに殴られながら失望して、殴り返して絶望して、いつしか挑戦者を見ても期待できなくなった。

　頑張る事に頑張り、努力する事に努力するという異常な日常。

　何も無い空虚な日々、空虚な人生、だがだからこそ真羅には夢に向かって走る男達が何物にも代えがたい宝物に見えた。

　夢を叶かなえて欲しかった。応援したくなった。だってこんなにも美しいのだから。

「相手の人数なんて考えた事は無い。相手が戦車隊でも関係無い。相手の強さなんて関係無い。自分の強さなんて関係無い。ただ戦いたから戦う。守りたいから守る。救いたいから救う……戦えなかったらどうしよう？　朝徒、お前のみんなを守りたいって気持ちは、その程度で折れるものなのか？」

　目を見開き、拳こぶしをほどく朝徒の頭を撫なで、真羅は問う。

「俺は才能が無ければ向いていないと言う。別な道を勧めもする。だがやめろとだけは言わない。朝徒、俺はお前が、いつか戦場で壊れてしまうのを考えると兵隊になれなんて言えない。もう一度聞く、お前は兵隊になりたいか？」

「なりたい!!」

　即答だった。朝徒は力の限り、はっきりと、自分の思う心の声を叫んで涙を拭ぬぐう。

「俺はみんなを守りたいから！　俺は戦いたいから！　たとえ最強になれなくても、才能がなくても、爺じいちゃんみたく強く無くても爺ちゃんみたく戦いたい!!　でも……」

　最後には消え入りそうな声で、朝徒は呟つぶやく。

「戦う事ができても、実力が伴わないと死んで、やっぱり戦えないんだ……」

　最強になれなくても、自分より強い敵が相手でも仲間を守る為ならば戦える。だが最強で無ければ、戦い死んでしまう。死んでしまえばもう仲間を守ることはできない。

「そうか、なら動くなよ」

「え？　うわぁ！」

　真しん羅らが後ろに回り込むと、突然朝あさ徒との体が浮いた。

「かか、肩車って、爺じいちゃん急にどう……し……」

　その光景に、朝徒は息を飲んだ。

　ほんの一メートルと数十センチばかり高くなった目線の先には、丘から見下ろす町が広がっていた。

　違う、肩車をしたからだけではない。今まで自分は下ばかり見て、丘からの風景なんて見ていなかったのだ。

　肩車とはよほどの体格差が無い限りは酷ひどく不安定なものだ。なのにこの安心感はどうだろうか。幼い頃ころ、祖父の真羅に肩車をしてもらい見たなつかしい光景は輝きをそのままに、色あせる事無く、朝徒の心を縛る恐怖を溶かしていく。

「これが世界の頂点。史上最強が見る景色だ」

「…………」

「心配するな朝徒！　お前が諦あきらめないならお前は負けない！　仲間の為ために戦う限りお前は負けない！　最強への道を歩む限り道は続く！　そして辿たどり着く！　俺の元にな！」

　史上最強の、桐き生りゆう真羅の頭に手を置き、朝徒の鼓動が高鳴る。

「お前はこの俺様、史上最強の生物にして世界に勝った男。鬼き龍りゆう真羅の孫だ!!　俺の娘の明あ純すみが生んだ、そして俺が婿に認めた幸こう平へいの息子だ！　不安要素がどこにある!?　俺の血は快速列車だからな、お前が乗車する以上は強制的に終点の最強駅までまっしぐらだ!!　はーはっはっはっ!!」

　痛快に大笑する真羅はいつもの祖父だった。

　誰だれよりも強くて、誰よりも大きくて、一切の不安を感じさせない、史上最強の男だった。

　だから朝徒も安心して、つい軽口を叩たたいてしまう。

「何が快速列車だよ、さんざん俺のこと才能無いとか言って、さっきと言ってる事違うじゃんかよ」

「最強を尻しりにしいてる奴やつがそう細かい事を気にするな、かーかっかっかっ」

「ったく、爺ちゃんは調子いいなぁ……」

　朝徒が口を尖とがらせると、真羅が優しく息を吐き出す。

「なぁ朝徒。俺はなぁ、お前が最強を目指してくれた時、嬉うれしかったんだ」

「え？」

「今まで誰も俺に勝てなくて、まともに喧けん嘩かできなくて。なら、お前が最強になってくれれば人生初の喧嘩友達ができるじゃねぇか。人生初で唯一のダチ公だ。嬉しいじゃねえか」

　嬉しそうに、子供のようにハシャギながら真羅は朝徒を見上げて笑った。

「だから朝徒、好きなだけ目指せ、存分に目指せ、そして不安になったら俺に言え。この史上最強の光景を何度でも見せてやる。何度でもだ!!」

　その言葉が嬉うれしくて、朝あさ徒との目にまた涙があふれ出してきた。

「約束するよ。俺も絶対最強になる!!」

　千年経たっても忘れない。中学生の頃ころの思い出。

　数年後、朝徒は史上最強の少年兵分隊、第一一分隊の隊長となり一人軍隊ワンマンアーミーしかいない史上最強の一〇人で戦場を駆け抜ける。

　千年後には、スサノオに乗り防ぼう衛えい学がく園えんを守った英雄、アラウビア王国を救った勇者となる。だが全すべての原点には、常に彼の祖父、史上最強の男、桐き生りゆう真しん羅らがいた。

　　　◆

「ん、朝か……？…………！！！？」

　次の日の朝。目が覚めた俺は目の前の光景に心臓が跳ねあがった。

　目の前にマーベルが寝ている。

　長いまつ毛に筋の通った鼻。そして小さな唇が静かに寝息をたてている。

　なんでこいつが俺のベッドに、と慌てるが、すぐに昨晩の事を思い出す。

「そ、そういえばこいつ俺らの部屋に泊まっているんだっけな」

　腕で額の汗を拭ぬぐい、落ち着く俺。昨日はマーベルが下着姿で寝ようとしたので本当に大変だった。

　そこで俺は、ベッドの中に何かが入っているのに気付く。

　なんだろうと思って手を入れて引っ張りだすと、それは俺のパジャマだった。

「馬ば鹿かな、俺に寝ながら服を脱ぐ癖は無いぞ!!」

　やはり、確認してみても俺はちゃんとパジャマを着ている。

　となると何な故ぜベッドの中に？　俺が慌てて周囲を見回すと、パジャマの中から黒い布地がハラリと落ちた。

「こ、これは…………」

　前上部を美しいレースで飾り付け、腰部が極細のヒモ状になったきわどい黒ショーツ。

　今にして思い出せば、昨日俺のパジャマを着ていたのは俺ともう一人……

「む、どうしたのだアサト？」

　マーベルが掛け布団を押しのけ起き上がった。

「ちょおおおおおおおおおおまぁあああああああああああああ！！！！」

「ん？　なんだまた脱いでしまったのか。やはり寝巻など意味がないな」

　マーベルが姿勢を変えると、やわらかそうに揺れるメロンが眩まぶし過ぎて目を閉じられない。あまりにも魅力的過ぎる双乳はやはりなんど見ても大きさといい形といいこの時代最高のモノだった。こんなモノを目の前にさらされて揉もまずにいる俺は偉い。

「いいからせめてパンツはけよ!!」

　俺はショーツを突き出し叫ぶ。

　マーベルは寝ぼけているのか、眠そうな顔で可愛かわいく首を傾かしげる。

　マイカは何を騒いでいるんだと起きる。

「？…………!?」

　全裸のマーベルと、黒いヒモパンを握りしめる俺を見て、マイカの顔がマネキンのように固まった。

　リジアのように無言無表情のまま金属バットを再構築し、両手で握りしめて振り被かぶる。

「こんの……」

「ちょっと待てマイカ！　これにはわけが、なぁリーベル!!」

　俺に叫ばれ、ハッとしたマーベルの顔が一気に紅潮していく。

「みないでくれェ！　何な故ぜ貴公が私のショーツを!?」

「のぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「アホトぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　金属バットが変形するまで殴られた。

　マイカが元気になって良かったなぁ…………

　　　◆

「テストバトルですか？」

　その日の放課後。俺は職員室で教官からの緊急連絡を聞いている。だが前回のアラウビア行きといい、それはとんでもなく唐突な話だった。

「うむ、軍の技術研究所本部で制作された最新鋭機の性能試験に是非スサノオをと、貴様を指名してきたのだが、明日行うと連絡が来た」

「でも何故そんな急に」

　こういう事は本来、ずっと前から連絡してスケジュールを調整するはずだ。

　教官は目頭を押さえ、息をつく。

「連絡自体は貴様が狙そ撃げきされた日に来ていたのだ。それも一日でも早く執り行いたいと妙に慌てた感じでな。だが貴様はスナイパーに狙ねらわれる身。それ以前にまだ学生の身分だ」

　確かに、地球唯一の男で学園とアラウビア王国を救ったと言ってもそれはあくまでもなりゆき。まだ俺は正式なプロ軍人ではなく、あくまで軍事学校の生徒に過ぎない。

　性能試験ならば、それこそ大人の装甲戦姫ブリユンヒルデに頼めばいいし、俺の時代では新兵器を試す専門の部隊や人員がいた。

「だからはっきり断ったのだがな……本部のボンボン共が。こちらの都合はお構いなしというわけだ」

「しかし何故私が選ばれたのですか？　教官も専用機ノブナガを持っている装甲戦姫ブリユンヒルデですし、俺でなくても」

「大人のくだらんメンツ争いだ」

　教官は俺から視線をはずし、一度口を閉じてから説明を始める。

「当然本部の人間は日本の現状を知っている。そこで兵を増やせないなら、とこの戦況をひっくり返すような最強の機体製作に熱を入れていたらしい。奴やつらの目もく論ろ見みはあくまで自分達の新兵器が日本を救い、世間に嘘うその情報ではなく真実の報道で勝利の文字を飾る事だ」

　今の日本は国の情報操作で、アジア大陸における日本軍の不利を報道していない。

　しかし、国民を誤魔化せている間に戦況をひっくり返せば嘘も真となる。いや、それ以上の『不利ではない』から『優勢』にクラスアップできる。

　それを果たせば本部のメンツは立つし、予算の増額など色々と甘い汁も吸えるだろう。

　後の事はだいたいの察しがついた。

「だから奴らは腹を立てているのだ。もうすぐ完成する自分たちの新兵器が注目と話題を独占するはずだったのに、こんな一軍事学校の技術研究所支部のカナデが作ったスサノオとカナデが解凍した貴様が、マーベルのアキレス、ナイラのギルガメスを倒し、学園とアラウビア王国を救ってしまったからな。貴様は知らないだろうが今や日本最強の機体はカナデが作ったスサノオ。これは軍の常識だし、前線を知る兵達もスサノオが日本を勝利に導いてくれると騒いでいるらしい。本部が制作中の新機体の話など誰だれもせんよ」

「それで俺のスサノオを倒してメンツを取り戻そうというわけですか……」

「実にくだらん……本当にくだらん話だ。こんな大人の争いに巻き込んですまんな。だが本部の人間に直接来られては追い返すわけにもいかん」

「では明日はその最新鋭機と……いえ、教官、是非やらせてください」

　俺は思わず口角を上げてしまう。

「貴様何を企たくらんでいる？」

「いえ、ただ日本最強を自負する最新鋭機を一方的にギッタギタのメッタメタに打ちのめせばマイカも俺の事を見直してくれるかなと思いまして」

「……貴様……今ものすごく悪い顔をしているぞ……」

「え、そうですか？　ふふふ」

　表情が優れない教官とは違い、俺は不気味に笑う。

「本部の方には私の家族の安寧の為ために尊い犠牲になって頂きましょう」

　俺はニヤニヤが止まらなかった。

「やれやれ、それと、これが向こうが送って来たスケジュールだ」

「あ、はい……」

　教官にスケジュール表の映った投影ウィンドウを手渡される。俺はその中に俺の宣誓がある事を知り、いい事を思いついた。

「教官、性能試験を利用して、スナイパー問題も解決してしまいましょう」

「？」

　　　◆

「最新鋭機の性能試験？」

　夕食時。俺とマイカ、それにマーベルは食堂へ行く為ために寮の部屋を出る。

「ほら、俺最近活躍しまくっただろ？　そのせいで本部の面目丸つぶれらしくてさぁ。最強過ぎるのも困ったもんだぜ」

　俺が死にかけた事で落ち込んでいたマイカはマーベルとのごたごたもあって、少しだけ元気になった。それでも最強アピールを忘れない俺である。

「確かにアサトさんの活躍はドイツでも評判ですよ」

「それは嬉うれしいですねぇ」

　アカデミー賞ものの演技力で笑顔を見せるマーベル。あまりに自然な笑みで演技である事を忘れてしまいそうだ。

「ところでアサトさん。マーベルとナイラってどっちが強かったですか？」

　なんという負けず嫌いだ。懸賞金はお前のが上なんだからいいじゃないか、と言いたい。

　ただしナイラは二年も前線から離れていたわけで、それを考慮すると懸賞金の差額は嬉しくないのだろうか。

「ウ、ウーン、ソウダネ、マーベルノガ強カッタヨ。ナイラトハ相性ガ悪カッタダケダシ。実力ハマーベルノガ上サァ」

「そうですか、流石さすがヨーロッパ最強の軍事国家アルタニアのエースですね」

「ハハハ、ソウデスネ」

　今、ここに世界で一番不自然な笑みが交わされた。

　それをどう解釈したのか、マイカはちょっと不機嫌そうな顔になる。そして自分の存在をアピールするようにして俺の袖そでを握ってきた。なんだか嬉しい。

「っと、そうだマイカ。どうせならリジアも誘っていこうぜ」

「リジアも？」

「おう、あいつも俺らの班員だろ？　なら同じ釜かまの飯を食うのが基本だ」

「ふうん」

　マイカに制服の袖をつかまれたまま、リジアの部屋まで行って呼び鈴を鳴らす。

　数秒後にドアが開き、やはり無表情のリジアが無言のままに顔をのぞかせた。

「ようリジア、喫食に行こうぜ」

「…………どうして？」

「どうしてって仲間だろ？　一緒に喫食しないでどうすんだよ。それに飯はみんなで食べるのが美う味まいんだぞ？」

「…………ん」

　最初は断られるかとも思ったが、思いのほか頷うなずき、リジアはカギをしめて俺らの後ろについて来た。

　俺はエリコにメールを打つと、真まっ直すぐ食堂へと向かった。

　　　◆

「最新鋭機の性能試験？」

　マイカと一字一句同じ言葉を返してきたのはエリコだ。

　俺、マイカ、エリコ、マーベル、リジアの五人は食堂で夕食を終えている。今は学園の広いバルコニーに設けられた喫茶店でデザートを楽しんでいるところだ。

　食後に喫茶店でデザートタイムとは、俺もこの時代に毒されてるなぁ、と感じる。

「俺に勝って本部のプライドを取り戻そうって事だろ？　まぁ負けてやる気ないけど」

「その最新鋭機がどの程度のものかは知らないが、確かに君を負かすとは思えないね」

「私もそう思います」

　マーベルがエリコに賛同する。リジアはケーキを食べるフォークを置いてＬＬＧを操作する。画面にフランス語が打ち込まれてから、それが瞬時に日本語へ変わる。

『アサトは強いの？』

　俺もＬＬＧを展開。俺の喋しやべるフランス語が片っ端から日本語で表示されて、マイカ達にも伝わる。

「強いぞ。世界最強だ。万軍相手にしたって勝てる自信がある」

　やや凄味を含んだ俺の声に、リジアは無表情のまま文章を打つ。

『アサトは撃たれたと聞いた。その傷は平気？』

「平気に決まってるだろ？　胸撃たれたぐらいで死ぬ程俺は脆もろくない。言っとくけど千年前は息も脈も止まったまま戦うのは常識だ。脳天撃ち抜かれても一〇秒は戦うのが日本軍であり俺ら日本男児だ。俺を殺したきゃ核ミサイルでも持って来いって話だよ」

『核ミサイルは現在禁止されている』

「それは素晴らしい時代だな。はは」

　俺が笑うと、リジアは一拍おいてまた文章を打つ。

『アサトはどうしてそこまでして戦うの？』

　男女差なのか時代差なのかは知らないが、この時代の人にはやはり男の理屈は通じないらしい。

「戦いたいから戦うんだよ。仲間を守りたいから戦う。殺されそうな人を助けたいから戦う。至極単純で当たり前の事だろ？」

　投影キーボードを叩たたくリジアの指が止まる。

　俺は言葉を持たないリジアの頭に手を置くと、歯を見せて笑う。

「だから安心しろ。お前は俺が守りきってやるよ。タンザニアも俺がアフリカ連邦ぶっ潰つぶして解放してやる。だからそんな暗い顔すんな」

　まばたきをするリジアのまぶたが、開くのが〇・二秒ほど遅くなった。

　リジアは何も言わず、俺の手を払いのけるとまたケーキを食べ始める。

　喫茶店を背景にケーキを食べるリジアは、まるで一枚の絵のようだった。俺はやっぱりキレイな子だな、と思いながら、銀色の髪に飾られたその横顔を眺めた。

「でもスナイパーも捕まっていないのにそんな事していいの？　犯人が捕まるまでアサトは安全な場所に隠れてた方が」

「マイカ君の言う通りだ。敵の居場所が特定できたとしても捕まえるのは難しい。テストバトル前に解決する事は不可能だ」

　心配そうなマイカと、真剣な顔のエリコ。だが俺は小さく笑った。

「その問題ならなんとかなりそうだよ」

「「え？」」

「問題は二つ。狙撃手スナイパーの居場所と捕まえる方法だ。でも明日のテストバトルを利用すれば、狙撃手スナイパーの場所を特定しつつ捕まえる事も可能だ。ただし、この作戦にはマイカとエリコの協力が必要だ」

　驚くマイカとエリコに、俺は先程思いついた作戦を伝えた。

　俺の作戦内容は二人とも了承。あとは当日の成功を祈るのみだ。

「じゃあそろそろ寮に戻るか」

　俺はみんながデザートを食べ終わったのを見計らって席を立った。

　そうして皆で校舎の玄関へ足を運ぶ途中。前から見慣れぬ二人の大人が歩いて来た。

　白衣姿だが小こ宮みや所長ではない。この学園では初めて見る人だった。

「男ぉ、お前が桐き生りゆうアサトか」

　俺を見上げながら、偉そうに廊下の真ん中を歩く女性が顔を歪ゆがめる。

「はい、失礼ですが貴女あなたは」

「私は技術研究所本部部長。高たか田だササコだ」

「こんにちはアサト君。私は本部長の部下で光みつ延のぶ技研所長の光延ヒナミだよ。よろしくね」

　隣に立つ女性は温和な笑みを浮かべて手を差し伸べてくる。

　俺は握手をするが、初めて男に会った割には随分と慣れた感じだな、と思う。

「敵と馴れ合うなヒナミ。それよりもアサト。体調に問題は無いだろうな？」

　威圧的な態度を崩さない本部長。俺は狙そ撃げきされ死にかけたばかりだが、肯定して流した。

「ならば良い。明日の試験で負けた時、体調不良を言い訳にされては困るからな」

　世界征服を企たくらむ秘密結社の総帥でもここまで悪い笑みは作れないだろう。

「事情は先程アサトさんから聞きましたが、そちらも負けた時パイロットのせいにしないでくださいね」

　マーベルの爆弾発言発動。本部長の額に青筋が三本浮き上がる。

　流石さすがは個人主義の西洋人。場の空気など読む気すらないと見える。

「あ？　誰だれだか知らんがこの私をバカにしているのかデカチチ女」

　本部長の眉み間けんに深い縦たて皺じわが刻み込まれる。どうやら自分の胸がまったいらなのをかなり気にしているようだ。

「いやぁ、それほどでもありますよぉ」

　規格外の胸を張り、佐さ久く間ま教官級の爆乳を突き出すマーベル。本部長が下唇を噛かみしめている。

「安心しろ。こちらもお前の相手に相応ふさわしいパイロットを用意した。それもキャリアを言い訳にされても困るからな。わざわざお前と同じ年のパイロットを用意してやったのだ」

　言いながら本部長は懐から葉巻とライターを取り出す。

　俺と同じ年。と言う事は軍事学校生だろうか？

　てっきり現役の装甲戦姫ブリユンヒルデを連れてくるものと思っていた俺は意表を突かれる。

　だが俺は学園最強どころか、おそらくは全国でも指折りのエリートパイロットであるエリコをすでに倒している。

　今更どれほどの学生を連れてこられたところで負ける気はしない。

「ふっ、では紹介しよう」

　本部長がライターのボタンを押して火花が散った。

「………………」

　二度、三度とボタンを押すがライターからは火花が散るだけで炎は灯ともらない。

　くるっとヒナミ所長を向くが、ヒナミ所長は手を顔の前で振る。

「で、では紹介しよう」

　今までの事を無かったかのように、いそいそと葉巻とライターを懐にしまう本部長。

　今更どんなにカッコつけてもそんなタコのように赤い顔では説得力が無かった。

　俺はなんだこの残念な悪役は、と本部長を哀れみの目で見てしまう。

「我が最新鋭機のテストパイロットにして最強の軍人」

　パイロットは二人の背後にいたらしい。本部長とヒナミ所長が左右に分かれると、そいつは姿を現した。

「なっ……」

　俺はそいつの容姿を見て言葉を失う。

　何せそいつは…………

「こいつこそは軍事甲かつ冑ちゆう戦ジュニア級全国チャンピオン。桐き生りゆうアスカだ!!」

「桐生……アスカ？」

「初めて会ったな化石原人。ワタシは現桐生家最強。鬼き龍りゆうアスカ。シンラの後を継ぐ者だ」

　千年前の従姉妹いとこ達、というよりも今まさに俺と一緒に暮らしている子孫のマイカと似た顔をしたその女子は、射殺すような眼光を俺、ではなく、マイカに向けた。

　見れば、マイカは青ざめ、一歩引いている。

「力も無い奴やつがまだこの世界にしがみついていたか」

　いかにも軍人らしい、厳格な口調で、アスカがマイカに一歩歩み寄る。マイカは反射的に拳こぶしを構える。

「構えたな？　構えた以上は……解わかっているだろうな？」

　アスカの全身から殺意が溢あふれだす。偉そうに紹介した本部長もあとずさって壁に背を預け、顔が引きつっている。

　今のアスカには、それほどの迫力があった。

　細く白い指先がマイカに伸びて、俺は二人の間に右手を差しこんだ。

「なんのつもりだ？」

　アスカの左手は俺の右腕に阻まれている。

「お前は俺の家族に何をする気だ？」

「千年前の化石が……墓の下に入っていろ!!」

　アスカの右ストレートが炸さく裂れつ。俺の顔面にめり込んだ。

　その威力に俺は驚いた。

　信じられないが、ちゃんと痛かったのだ。まるでマイカが金属バットをフルスイングしたような威力だ。

「…………ふんっ！」

　アスカは俺の顔から離した拳を眺め、手を開いたり握ったりする。

　おまけに俺を殴っても大した痛みは感じていないらしい。

「仮にもシンラの孫か。お前ならワタシを楽しませてくれそうだ。期待しているぞ地球唯一の男!!」

　エリコのような、絶対的勝者の余裕と自信に溢れた顔と声。だがエリコと違い、華やかさなど微み塵じんも無く、ただひたすらにその空気は険しかった。

　もうマイカには一いち瞥べつもくれず、アスカは俺の横を通り過ぎていく。

　俺は遠ざかるその背を、思わず呼びとめてしまった。

「待ってくれアスカ！」

　こちらを向かないが、それでも足を止めてくれた。

「シンラを継ぐってどういう意味だ？」

「………………そのままの意味だ」

「そのまま？」

　肩越しに俺を睨にらみつけ、アスカは力強く宣言する。

「このワタシ！　鬼き龍りゆうアスカこそが世界最強だ!!　シンラの孫だろうが男だろうが関係無い、ワタシを抜かせはしない！　忘れるな、桐き生りゆう家最強は常にただ一人、真の鬼き龍りゆうたるシンラ二世はこのワタシだ!!」

　　　◆

　部屋に戻った俺は、マイカと二人きりだった。

　マーベルは今、エリコの部屋に行っている。エリコから普段の俺の様子を聞くという名目だが、実際は俺が頼んで席をはずしてもらった。

　ベッドに並んで座り、俺の手を握ったまま離してくれないマイカ。

　会話は俺から切り出した。

「マイカ、あいつの事知ってるんだろ？　一体誰だれなんだ？」

　うつむいたまま、マイカは息を飲む。

「あいつが言っていた通りよ。あいつは……桐生アスカは、今の桐生家最強。あたしが一〇〇回戦っても一度も勝てないわ」

　そこまで強いのかと思って、俺はアスカの拳こぶしを思い出す。

　マイカ達には悪いが、マイカやエリコに殴られても俺は何も感じないし、鈍器を使ってようやく少し痛い程度だ。

　それでもマイカ達は拳を痛めるし、鈍器は壊れる。

　なのにアスカは俺を本気で殴り、俺に明確な痛みを与えた上で拳は無事なのだ。















　カエルの子はカエルと言うが、間違いなくアスカは爺じいちゃんの子孫。それも、かなり血を濃く受け継いでいる。

「アスカはあたしの従姉妹いとこでさ。子供の頃ころからそれなりに会ってたんだけど、あたしはあいつに勝てた事なんてない。ハッタリじゃなくて、本当にあいつは最強なの」

　最強という単語に、俺の耳がつい反応してしまう。

「あいつの才能は異常よ。あたしは戦う事にかけてアスカより凄すごい奴やつなんて見たことが無い。信じられる？　八歳の時、公園に来た高校生達を全員半殺しにしたのよ！」

　俺の手を握る力が強くなって、マイカの語気が強まる。

「今でも覚えている。大きな高校生たちにさんざん殴られて、このままじゃアスカが殺されちゃうって思って、それで先生呼びに行こうとしたらあいつ言ったんだよ！」

『その程度か……』

「後の事は、怖くて今でも忘れられない……泣き叫ぶ高校生達を一方的に殴り続けて、相手が気を失っても殴り続けて、返り血で真っ赤に染まっても殴り続けて、動かなくなった相手を見下ろして『弱いな』って、そう言ってあいつ笑ってたわ」

　マイカの呼吸が荒く、熱くなっていく。

「その時に思ったの。こいつはあたし達とは違う。生まれが、根本的な何かが違うって。それからアスカは空手とか総合格闘技の世界でずっとチャンピオンだった。あたしも、それなりには強かったから、正義の味方のまねごとでいじめっ子とか、不良とかやっつけて最強気取ってたけど、あいつには勝てる気がしない」

「……あいつが言ってた、まだこの世界にしがみついていたのかってのは？」

「中学の時にね、将来軍人になるって言ったら、アスカに言われたの『お前程度に守れるものなんか何も無い』って……ただ戦いたいだけならいいけど、みんなを守るとか、日本を守るとか、そんな不ふ遜そんな事を考えているならやめろって。でもあたし、何も言い返せなくて、悔しくて……殴りかかって、逆に殺されかけたわ」

　マイカの手が震える。

「お前は無力だって、倒れても何度も殴られた……この世界から消えろって、あたしが抵抗するのやめてもずっと殴られた……だからお願い!!」

　俺の腕に抱きつき、すがりつくようにして訴える。

「明日の試合はわざと負けて！　でないとあいつ、本当にアサトの事壊しちゃう！　あいつは異常なの！　強さ以前の問題なの、あいつは暴力を楽しんでいるの、向かってくる相手が壊れるまで攻撃をやめない！　だからお願い！　あいつとは戦わないで!!」

　そう言って泣きじゃくるマイカの姿を見て、俺に自責の念が押し寄せて来る。

　マイカを不安にさせるのは、結局のところ俺が信頼に足るだけの強さを持っていないからだ。

　だから俺は少しだけ虎とらの威いを借る事にした。

「マイカ、お前はアスカが言っていたシンラって誰だれか知ってるか？」

「あいつのホラ話よ。詳しくは知らないけど、あいつの話だとあたし達のご先祖様で……その……」

　涙を拭ふき、マイカはうつむく。

「笑わないで聞いてほしいんだけど。全世界の軍事戦力より強くて、素手で世界に勝ったとか言ってた。それであいつ、みんなにそんな人がいるわけないって、妄想とか中二病とか言われてた。だから気にしないで、あんなバカ話なんて」

「史上最強の生物。ベルゼバブ。新人類。鬼神。オーガドラゴン。核兵器より強い男。科学の特異点。神でも勝てないただ一人の存在。一人世界軍隊ワンマン・ワールド・アーミー。人間災害。生きた黙示録」

「ど、どうしたのよ急に……」

　涙も止めて、マイカは呆ほうけたように俺を見上げた。

「世界に挑んで世界に勝って、そして日本を救った。今世界地図に日本が載っているのはそのおかげだ……マイカ、その話はおとぎ話じゃない」

「え？」

　俺は真剣な眼まな差ざしでマイカを捉とらえて離さない。

「桐き生りゆう真しん羅ら……俺の爺じいちゃんで、お前らの四二世代前の先祖だ」

　マイカの目が開かれたまま動かない。信じられないと言った顔で、マイカは黙って俺の話を聞く。

「今から千年以上も昔の話だ。第二次世界大戦には多くの謎なぞがあった。資源の乏しい日本が連戦連勝したり、一〇倍の国力を持ったアメリカと四年も戦ったり、全世界に宣戦布告されたりな……信じられるかよ、それが全部爺ちゃん一人のせいなんだぞ」

　俺は少し誇らしげに、マイカに爺ちゃんの話を聞かせた。

「核兵器より強い爺ちゃんがいたから日本は連勝した。神でも勝てない爺ちゃんがいたからアメリカは日本相手に四年も戦うハメになって疲弊した。史上最強の生物の爺ちゃんを倒す為ために全世界が日本にって名目で、爺ちゃん個人に対して宣戦布告する必要があった。断言する。爺ちゃんなら素手で軍事甲かつ冑ちゆうに勝てるってな」

「いくらなんでもそんな!!」

　指でマイカの小さな唇を止めて、俺はジッと彼女を見つめる。

「日本分割統治計画……二次大戦に負けた日本は、世界に切り分けられて消滅するはずだったんだ」

　マイカの瞳ひとみが硬直した。無理も無い。俺の時代だってこんな事は学校で習わない。千年後ともなればなおさらだろう。

「植民地が、領土が増える一方的に得なはずの計画だったのに、何な故ぜかこの計画は中止になった。正確な理由は公表されず、謎なぞのまんまだけど一部の権力者と俺達桐き生りゆう家の人間だけは知っている。それも爺じいちゃんのおかげだってな」

「そんな、いくら強いからって戦勝国の決めた事を変えられるわけが」

「変えたんだよ、爺ちゃんがな」

　俺の迫力に圧倒されて、マイカはまた黙る。

「日本分割統治計画を進める相手連合国側の会議室に乗りこんで、俺から日本を奪うなら戦争なんて関係無くお前らの国に攻め込むぞって、会議場の屈強な警備員を皆殺しにして言ったんだ。実際全世界が殺しにかかっても勝ち目が無いからって、爺ちゃんと戦いたくなくて核兵器使って日本政府と直接交渉して敗戦に持ち込んだぐらいだ。爺ちゃんを恐れた全世界は爺ちゃんの要求を飲まざるを得なかった。だから爺ちゃんは言われるんだ。世界に勝って日本を救った史上最強の男ってな」

　マイカを抱き寄せ、優しく包み込む。マイカの体は弛し緩かんしきっていて、かんたんに俺に体重を預けてくれた。

「だからなマイカ、俺を嘗なめるなよ。さっき言ったのは全部爺ちゃんにつけられた通り名だ」

　最後に俺は、少し強めの声で言う。マイカは驚き俺を見上げる。

「俺は神より強い史上最強の魔王一人世界軍隊ワンマン・ワールド・アーミー鬼き龍りゆう真しん羅らの血を四分の一も受け継いでその真羅爺ちゃんに育てられた真羅二世。爺ちゃんの血を四兆分の一しか持ってないお前らに負けるわけがないだろ。俺の一兆分の一しか爺ちゃんの血持ってないくせに生意気な事言うんじゃねえよ」

「アサト……」

　泣きそうな声を漏らすマイカ。

　俺は大好きなマイカの青みがかった濡ぬれ羽ば色の髪を撫なで、歯を見せて笑う。

「それに前から言ってるだろ？　お前の家族は世界最強だぞ」

　マイカの表情が、ゆっくりとゆるんでいく。ゆるんだ涙るい腺せんから、ゆっくりと涙が溢あふれてくる。八分咲き程度だが、数日ぶりに見せてくれたマイカの笑顔はやはり最高だった。

「うんっ。アサト、絶対に勝ってよね」

　力いっぱい抱きついてくれるマイカの温ぬくもりが、俺には幸せだった。

　　　◆

　あれから俺は、一緒にお風ふ呂ろに入りたがるマイカをなんとかシャワールームへ送り込み一人で寮のグループ浴場で湯に浸つかっていた。

　寮には諸事情で部屋のお風呂が使えない人や友達グループだけで入りたい人の為ために大浴場よりも小規模な浴場がある。入口の表示を『使用中』にしている今は貸し切り状態だ。

　これで俺がシャワーに入っている途中でマイカが乱入してくる心配もない。

「ふぅ、なんとか少しは信頼を取り戻せたかな。それにしてもアスカかぁ」

　冷静に考えれば、マイカの近親者は全員俺の子孫なわけで、マイカ以外の子孫がいてもおかしくはない。

　もしも正月に現代の桐き生りゆう家を全員集めたら凄すごい事になりそうだ、と俺は苦笑する。

　浴場の入り口が開いたのはその時だった。

　振り返ると、全裸の銀髪美少女リジアが入って来た。

「リリ、リジアー!?」

　黒曜石から削りだしたように美しい肌。

　スレンダーかつ均整の取れた手足やボディライン。キュッと引き締まったヒップライン、そしてマイカのように巨乳というわけではないが、女性的な曲線を引くバストラインに俺の視線が釘くぎ付づけになる。

　見慣れたマイカ達とは違う肌や乳首の色にドギマギしながら俺は叫ぶ。

「なんで入ってきているんだよ！　外にちゃんと『使用中』って出てただろ」

「……漢字が三文も字じ出ていたのは知っている。そういう意味だったの？」

「漢字……読めなかったのかよ……まぁいい、じゃあそういう訳だから早く」

　リジアはぺたぺたと歩いて来て俺の隣に身を沈めた。

「入るのかよ!?」

「……アサトと話したくて探した……ダメ？」

　そう言われると無下に追い返すのも忍びない。

　俺は覚悟を決めて湯に体を沈め直すと両手で股こ間かんを押さえ隠した。

「それで、話したいことってなんだよ」

　感情の無い、機械のような喋しやべり方でリジアは尋ねる。

「……さっき、どうしてアスカを倒さなかったの？」

「倒す？　なんで？」

「アスカは攻撃をした。自己防衛の為ため、外敵排除の為に、あそこは攻撃するべきだった。アスカは引いたけど、そうなる保証は無かった」

「あーその話か」

　確かに、千年前の俺ならばそうしていただろう。でも今は状況が違う。

「マイカが怪け我がしそうになったら別だけど。女の子相手に殴れないよ。俺は男だからな」

「……男だとどうして殴れないの。やられたらやり返さないと、やられっ放しになる。無抵抗と解わかれば、相手はもっと酷ひどい事をしてくる……」

　国を侵略されて亡命してきたリジアにそう言われると、余計な深読みをしてしまいそうになった。

「女しかいない今の時代じゃ解りにくいのかもしれないけど、俺の時代じゃ男が女に手を出すのはやっちゃいけない事だったんだよ」

　リジアは何も言わないし、表情は一切変わらない。けど俺には、その瞳ひとみが『どうして？』と聞いているように感じた。

「俺の事は世界中で話題になっているみたいだし。男が強いのは知ってるだろ？　だから男よりも華きや奢しやな女の子は男が守ってあげるべき存在っていうのが常識だったんだ。守るべき相手を殴るなんて変な話だろ？」

　今度はリジアの瞳が『わからない』と言っているように感じる。

「男と女だけじゃない。『弱きを助け強きを挫くじく』『権力には責任が伴うノブレス・オブリージユ』何よりも普段から鍛えて強さを磨く俺達兵士は弱い民衆を守る為ためにいる。『力ある者は力無き者を守れ』その延長に『男の力は女を守る為にある』って理屈が成り立つんだ」

　にかっと笑って見せるが、それでもリジアは微笑も見せてくれない。

　リジアは何も言わず、ただ一瞬だけその目に困惑の色を浮かべて俺から視線を逸そらした。

「悪い……ちょっと説教臭かったかな」

　千年前と今とでは、根本的な価値観が違う。女の子を傷つけたくないとわざと負けた結果、エリコの心を傷つけてしまった事を思い出しながら俺は悩む。

「俺が言ってるのって、やっぱただの自己満足なのかな？」

　リジアは首を動かさず、視線だけをチラリと俺に向けてくれた。

「みんなの為に戦っているつもりでも、それが必ずしも相手が望む相手の幸せに繋つながるとは限らない。この時代に来て時々思うんだ。俺はただの独善者なんじゃないかって……」

「……意外ね」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉に、俺は思わずリジアに視線を向け直してしまう。

　湯気に濡ぬれ、艶つやを深めた銀髪が光を反射して輝いた。

「私は、あなたは絶対的な力で向かう敵全すべてをただ薙なぎ倒すだけの人だと思っていた」

「失礼だな。これでも色々悩んでるんだぞ、なんて愚痴っぽい事言って悪かったな。でもさ、やっぱ悩んじまうんだよなぁ、力の振るい方ってやつを」

　鍛え上げた戦闘能力。それを何時何ど処こで誰だれにどのような理由でどう振るうべきか。その答えは何度も出して、でももっと良い答えがあるのではないかといつも思う。

　リジアが俺に身を寄せる。肩と肩が触れ合い、そのなめらかな肌の感触に心臓が跳ねあがり、思わず湯に隠れきっていないリジアの美乳を見下ろしてしまった。

「もし私にアサトぐらいの力があったら」

　語りかけられて、慌てて視線を胸からはずす。そこには人形のようにキレイで表情の無いリジアの顔があった。

「迷わず、弱い人達を守る為に全ての強者と戦い続けるわ」

　人形のような無表情。なのに、その眼まな差ざしと声だけは真剣そのものだった。










　第三話　地球唯一の男、抹殺計画



　次の日の土曜日の午後。スサノオVS最新鋭機の戦闘試験は防ぼう衛えい学がく園えん海上エリアのメガアリーナで行われた。

　音速を遥はるかに超える軍事甲かつ冑ちゆう同士の戦いが野球場や陸上競技場程度の広さで出来る筈はずがない。

　その為ため、実際の戦闘は海上エリアに隣接する形で作られたバトルフィールド用の小島で行い、観客はアリーナに映し出される映像を観る人が多い。

　だが、あくまでも肉眼で観たいという人の為に作られたのがここメガアリーナだ。

　バトルフィールド用の小島並の敷地を観覧所やアリーナ施設がぐるりと取り囲んでいる。

　とは言っても余りにも広すぎて、移動は浮遊ボードに乗るのが基本。それでも反対側の観覧所に行こうとすれば時間がかかる為、実際に利用される頻度はそれほど多くは無いらしい。

　そして今日は貸し切りで観覧所はガラガラだ。

　てっきりエリコと戦った時のように満員かと思っていた俺は拍子抜けだ。

　教官の説明では、最新鋭機の真の実力を発揮し切るために試験と言っても実弾を使用する為、安全面を考慮して関係者以外は立ち入り禁止らしい。

　それと今俺はマーベルと一緒に選手控室にいる。

　プログラムによるとこれから俺は宣誓台に上がって挨あい拶さつを兼ねた宣誓をするらしく、時間までここで待っているというわけだ。

「スナイパー対策の作戦、成功すると良いな」

「俺が墓参りに行くのすら知っている連中だ。今日のプログラムは絶対に把握しているだろうしな」

　俺が思いつき、佐さ久く間ま教官にあらかじめ伝え、そしてマイカとエリコにお願いした作戦。

　ただし同じ班だがリジアは参加していない。転校生にいきなり任務はキツイだろう。

　もっとも、リジアはもとから巻き込むつもりはなかったが『戦闘試験に興味が無い』と最初から今日はここには来ていない。

「まずは俺の命を狙ねらうスナイパーを倒す。それから後顧の憂い無く最新鋭機をブッ倒してマイカの信頼を取り戻す」

　スナイパーとは戦場最強のアサシンである。

　その存在は撃たれるまで気付かず、気付いてもその正確な位置は解わからない。

　そして正確な位置が解ったとしても、狙撃手スナイパーの居場所へ移動しようと動けば撃ち殺されるのがオチだ。

　故に、千年前は可能な限り敵に見つからないよう行進するのは当たり前。そしてスナイパーが隠れられそうな場所は手当たり次第に銃を撃ち込み手て榴りゆう弾だんを投げ込むのだ。

　二十一世紀の戦争では、それほどにスナイパーは危険な存在だった。

　だがそのスナイパーにも弱点はある。

　だから俺が取った作戦行動は……

　　　◆

　とある建物の屋上。その貯水タンクの物陰に桐き生りゆうマイカは隠れていた。

　アサトが未いまだスナイパーに狙ねらわれている。それが不安で仕方なかった。

　でもこの作戦を成功させればまた安心して暮らせる。

　マイカは自分にそう言い聞かせた。

　狙そ撃げき用の電磁投射小銃ローレンツ・ライフルを構え、目標が来るのを待つ。

　長距離射撃は重力や空気抵抗を受けにくいプラズマ弾を撃ち出す電離分子小銃プラズマ・ライフルのほうがいい。

　だが目標との距離は五〇〇メートル。この距離ならば重いタングステン弾を撃ち出せる電磁投射小銃ローレンツ・ライフルの方が良いとサオリに言われている。

　銃撃対策の電磁バリアーは現在、プラズマ弾用とタングステン弾用の両方が開発されている。しかし質量とスピードの関係上、この距離からのタングステン弾を逸そらしきるのは難しい。

　そして相手を殺さないよう、タングステン弾は非殺傷用の特別仕様だ。

　先端がショックを吸収する素材になっており、貫通力は無いが衝撃力が強く、骨折は確実だが頭に当てない限り人は殺せない。

「来た！」

　スコープの先に、フードを被かぶり顔を隠した人物が一人現れた。

　あれが自分の家族を奪おうとする人、そう思うだけで今にも引き金を引きそうになる。

　だが今はがまんした。

　それではアサトの作戦が台無しになってしまう。

　アサトの考えた作戦、どうしてマイカがスナイパーの居場所を事前にわかっていたのか、それは単純な話だ。

『こちらエリコ、目標を確認』

『こちらサオリ、目標を確認』

　通信機越しの報告を聞いて、マイカも返す。

「こちらマイカ、目標を確認」

『こちらサオリ。二人はそのまま監視を続けろ』

『了解』

　これがアサトの作戦だ。

　スナイパーの天敵、それは同じスナイパーだ。

　ハンターが獲物を狙ねらう時、ハンターの全集中力は獲物に注がれている。故に自分が狙われても気付かないのだ。

　自然界においても、これを利用するハンターは多い。

　そしてどこから狙っているか解わからない神出鬼没のスナイパーも今回は話が別だ。

　アサトのプロファイリングでは今回のスナイパーはアサトが一人でいる時しか撃ってこない。そして墓参りに行くことを知っていたことからアサトのスケジュールを入手するルートを持っている。

　ならば今日、アサトが、広いアリーナに一人で宣誓台の上に立つ事も知っている筈はず。

　狙われるのは日常の一コマでは無く、今日この瞬間だ。

　あとは単純。

　アサトを狙える場所、を狙える場所にマイカ達を配置すれば良い。

　スナイパーが選びそうなスナイプポイントは全部で三か所。それぞれを狙える場所にマイカ、エリコ、サオリが狙そ撃げき銃を持って待機している。

　アサトの宣誓開始時間まで残り二分。

　スナイパーは既に狙撃銃を構えスコープ越しに宣誓台を狙っていた。

　残り一分。

　アサトが入場するのはスナイパーの身柄を確保してから。それまでアサトが姿を現す事は無い。

　宣誓時間を過ぎた。

　これでもうアサトがいつ入場してもおかしくない。今スナイパーの集中力は最大にまで高まっている事だろう。撃つなら今だ。

　引き金にかかったスナイパーの人差し指。あれはアサトを殺しかけた。あの指がアサトを殺そうとしている。

　母が死んだ日の事を思い出して、奥歯を噛かみしめる。

「アサトは……あたしが守る!!」

　　　◆

「日本軍だ。大人しく投降しろ」

　高機動型軍事甲かつ冑ちゆうセンゴクに乗り、スナイパーのいる建物の屋上に着陸するエリコ。

　相手はわき腹を押さえ苦しそうに顔を歪ゆがめている。おそらく骨が折れているのだろう。

「アジア人？　中ちゆう蒙もう国の人間か」

　スナイパーの外見的特徴から、敵五国軍事連合の中でアジア支配を担当する中蒙国かと判断。だがスナイパーは首を横に振った。

「残念だが、あたしは日本軍さ」

　わき腹を押さえたまま、観念したようにスナイパーは自じ嘲ちよう気味に笑った。エリコは犯人が日本軍だと知って衝撃を受けたが、それ以上に腹の底から怒りが芽生える。

「墓地でアサトを狙そ撃げきしたのもお前か！　どういうつもりだ！　アサトはみんなを守るために戦う英雄だぞ！　それを」

「墓地？」

　途端に刻まれる額の縦ジワ。スナイパーのソレは演技とは思えない。

「何の話だ？　あたしがアサトの資料ファイルを貰もらったのは二日前だぞ？」

「じゃ、じゃあ墓地でアサトを狙撃したのは仲間かい？」

「いや、うちの依頼人の目的は今日の試合でアサトが勝ちそうになったら狙撃でアサトを戦闘不能にして無効試合にする事だ。試合前に撃つわけないだろ」

　言われてみれば、このポイントは宣誓台だけでなく、バトルフィールド全体を狙ねらえるベストポイントである。

　つまり彼女の狙いは宣誓台に立ったアサトではなかったのだ。

「だがさっき銃を構えて」

「スコープ越しにターゲットの顔を確認したかっただけだ」

「待ってくれ、じゃあ」

　アサトを狙撃したのが日本軍でないのなら、それはつまり……

　　　◆

　マイカは電磁投射小銃ローレンツ・ライフルの引き金にかけた指に力をこめる。

　電磁投射されたタングステン弾が放たれ、目標の体が屋上を転がった。

　やったか。スコープの先でうごめく目標に注視してマイカは息を飲む。

　目標は立ち上がり、こちらを睨にらみつける。仕留めきれなかった。目標が予想以上に防御力の高い装備を着こんでいたようだ。

　目標が投影ウィンドウを展開、全身に量子の光をまとっていく。

　仕留めきれなかった場合、サオリ以外はアサトにＳＯＳを入れて全力でその場から逃げるように言われている。

　だがマイカはその場から動けなかった。

『こちらサオリ、敵が軍事甲かつ冑ちゆうを再構築した。これより戦闘に入る。状況を報告しろ』

　サオリとエリコの会話は耳に入ってこなかった。

　アサトがすぐその場を離れるよう言ったのは敵が襲ってくるかもしれないからだ。

　スコープの先で目標は軍事甲冑を着ると、反対方向へ向かって飛ぼうとしている。

　逃げるならば危険は無い、本来は安あん堵どすべき展開。

　しかしマイカが動かないのは逃げる必要がないからではない。危険ではないからではない。

　その時マイカの心を支配していたのは一つの考えだ。

　ここで仕留めなければ、またアサトが狙ねらわれる。

　自分をかばい、目の前で死んだ母、病院のベッドで動かない母、葬式の日に運ばれていった母。そして全すべてが終わり、母の写真を見て何度も泣いた。子供の頃ころの記憶が津波のように押し寄せてくる。

　嫌だ。

　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ学園が襲撃されたときの感情が蘇よみがえる。

　アサトとずっと一緒にいたい。アサトと暮らしたい。やっと家族ができたんだ。もう二度と失いたくない。

　たった一人の母が死んで、親しん戚せきの間をたらい回しにされて、防ぼう衛えい学がく園えんに入学したら帰っても誰だれもいない、待っても誰も帰ってこない部屋に住んで、もう嫌だ。

　マイカの感情が殻を破った時、彼女は預けられていたセンゴクの量子情報を再構築していた。

「アサト────────ッッッ！！！」

　弾はじかれたように飛び出し、敵軍事甲かつ冑ちゆうに向かっていく。

　目標の人種からしてアフリカ連邦の軍人。

　装着しているのは量産型のゼーブルでも高機動型のレオパールでもない。おそらくは専用機、敵はパイロットレベル六以上の装甲戦姫ブリユンヒルデ。

　マイカのパイロットレベルはプロ軍人の平均値と同じ三で、機体も高機動型だがそんな事は考えなかった。

　勝てるかどうかなど考えなかった。ただアサトを守りたくて、アサトに死んでほしく無くて挑んだ。

　マイカも気付いていないが、それはマイカの憧あこがれるアサトがアルタニア軍と戦った時と同じ理屈だった。

　ゾウのようなフォルムをした敵甲冑がこちらの存在に気付き、向かい合う。

　マイカは電磁投射小銃ローレンツ・ライフルをフルオートで撃ちながら、左手に高周波ヴアイブロ刀を構える。

　こいつだけは、何があってもこの場で倒さなくてはならない。敵かなわないまでも身柄を確保できるよう、一ひと太た刀ちでも浴びせなくてはと、マイカは襲い掛かる。

　次の瞬間、マイカの機体が鈍化、否、まるで重力が何百倍にもなったように真下に引き寄せられる。

「なっ!?」

　今まで敵がアサトを狙っていた屋上に墜落しそうになって、なんとか着地する。

　動けないわけではない。飛べないわけではない。だがセンゴクは、見えない重圧にかかり、本来のスピードを出し切れていなかった。

「これは……」

「重力操作特化型機体、ガルディアン・エレファン。軍事甲かつ冑ちゆうの動きすら抑制するここまでの超重力を作りだせるのは、おそらく世界でもこの機体だけだと思います。そして」

　ガルディアンの手に、巨大な荷電粒子砲が再構築された。

「敵の動きを鈍くすれば、射撃の命中率は飛躍的に上がります。剣に比べて命中率は悪いという欠点はこれでなくなります。おとなしく退いてくれるなら見逃してあげます。わたしが殺すよう言われているのはアサトさん一人ですから」

　静かな声で頼み込まれる。この人が、本当はアサトを殺すことなど望んでいない事が解わかる。でも、それとこれは話が別だ。

「引けるわけないでしょ」

　マイカは重たい銃を構える。

「あんたをここで止めないとまたアサトが狙ねらわれる！　大好きな家族が殺されるかもしれないのに、見過ごせるわけないでしょ!!」

　血を吐き出さんばかりに叫ぶマイカ。ガルディアンはくぐもった声を漏らす。

　マイカの銃口が突然超重化。銃の先端が屋上に突き刺さった。

「！！？」

「さようなら」

　ガルディアンが構えた銃口に、破滅の光が灯ともる。

　反射的に最大出力でプラズマウォールを展開したのと、荷電された粒子の本流が放たれたのは、まったくの同時だった。

　　　◆

「イタタ。くそぉ、あたしはアフリカ連邦の知られざる処刑人キャム・バランド中尉。懸賞金は日本円で一億円でパイロットレベル六。だれだか知らないけど、あたしの一撃必殺特化型機体シュヴァリエ・クロコディルで一噛みだよ」

　飛んで逃げようとしたため、サオリがノブナガで接近し屋上へ叩たたき落とすと、少女は逃げも反撃もせずにそう自己紹介をしてきた。

「そうか、ならば私も自己紹介をせねばなるまい」

　クリアモードを発動させて素顔を晒さらし、サオリは鋭い眼光でキャムを貫く。

「私は戦場の悪魔佐さ久く間まサオリ大尉。懸賞金は二億九千万でパイロットレベルは七。専用機名は広域殲せん滅めつ特化型機体ノブナガだ」

「レレ、レベル七!?」

　キャムは内うち股またになって足腰がぶるぶると震える。

「ふ、ふんだ、じゃあもしもあたしが勝てばあたしの懸賞金もドーンと上がるってわけだよね？」

「そうだな、では殺やりあうか？」

　サオリが目力を上げる。

　キャムの腰が真後ろに引きっぱなしだ。

　こいつは本当に装甲戦姫ブリユンヒルデなのだろうか、とサオリは疑惑の眼まな差ざしを向けてしまう。

「先手必勝!!」

　キャムが向けた銃口からタングステン弾が連続して放たれる。

　サオリは高周波ヴアイブロ大刀『クニシゲ』の一振りで全すべて弾はじくと、屋上に転がる弾丸の形状に注目した。

　日本製の物よりも細く、先端が尖とがり、そしてドリル状に溝が彫ってある。

「一撃必殺特化型、というより貫通特化型だな」

　威力を一点に集中し、胴体部分に当たれば高確率でパイロットを殺傷するだろう。

　捕虜にすることを一切考えない、必殺用の装備だ。

「どうやら本気で私を殺す気らしいな」

　サオリの殺意が膨れ上がる。

「ワニ革は趣味ではないが、美少女ならカナデへの土産にちょうどいい」

　キャムがトリ肌を立てて口を引き結ぶ。

「うるさいおっぱいお化け！　お前なんかワニの一ひと噛かみで終わりなんだぁー！」

　キャムの両腕にそれぞれ巨大なワニの上あごと下あごが再構築される。

　両腕を広げ真正面から突っ込んで来る。

　速い、スピードはおそらくノブナガ以上……だが。

「射程が違うわバカモノ!!」

　キャムとの距離は一〇メートル以上。しかしサオリの掲げた電離分子大剣『サモンジ』の刀身が巨大化、二〇メートル以上にまで成長して振り下ろされる。

「にぎゃあああああああああ!!」

　屋上の地面にめり込み、ぴくぴくと痙けい攣れんするキャム。

「もう諦あきらめろ。お前の実力では私には勝てん」

「うるさい！　あきらめられるかー！」

　立ち上がり、バックブーストで距離を取りながらキャムは両手のアゴを連結。さらに違うパーツがワニの口の中で形成されていく。

「……ガキが」

　巨大なワニの口から放たれた極太の破壊光線をサイドブーストでかわし、サオリは肩の荷電粒子砲『第六天』をキャムに向けて放つ。

　ノブナガの肩はハードポイントであり砲台。

　無理に手に持たなくても肩につけたまま撃てる。ただ正面に撃つだけならこれで十分だ。

　キャムは慌ててかわして、そのまま上空へと逃れる。

「へへーんだ、距離さえ取っちゃえば逃げるのはかんた」

「カケイ、発射」

　右肩から広域殲せん滅めつ型ミサイルが放たれる。キャムとの距離はだいぶあるが爆発したソレの炎と衝撃波ソニツクブームは一瞬でキャムを飲みこみ、焼き焦がし、彼女はワニの丸焼きになってまた屋上に墜落した。

「広域殲滅型だと言っただろう。悪いがノブナガには相手を捕ほ捉そくする必要も追う必要も無い。逃亡は無駄と知れ」

「あわわわわわわわわッ」

　腰を抜かし、ガクガクと震えるキャム。

　とてもではないが懸賞金一億の装甲戦姫ブリユンヒルデには見えないが相手が悪かった。

　今キャムが相手にしているのは大国でも数える程度しかいないパイロットレベル七にして日本の英雄、日本最強の装甲戦姫ブリユンヒルデ、戦場の悪魔佐さ久く間まサオリだ。

　一個人の武力で言えば世界でも指折りの実力者。今年装甲戦姫ブリユンヒルデになったばかりのルーキーがどうこうできる相手では無い。

「おとなしく投降しろ」

「うるさい！」

　キャムは叫んだ。

「うるさいうるさい、絶対逃げてアフリカに帰ってやる！　それでこれからもお姉ちゃん達と一緒に暮らすんだ！　こんなところで捕まるわけにはいかないんだ!!　だからあたしは戦うんだ!!」

「可愛かわいそうな奴やつだな…………」

「見下すな！　ビーストモードォ!!」

　キャムが目を剥き、歯を食いしばる。

　その顔はいままでの可愛らしい少女ではない。獲物を求め、喰くい殺す野獣そのものだった。

「ッッ……外道が」

　ビーストモード。獣型軍事甲かつ冑ちゆうを使うアフリカ連邦の甲冑に搭載されている機能だ。

　その効果はパイロットの脳を刺激し、恐怖心をマヒさせ闘争心を高めるという腐りきったものである。

　キャムが両手を突き出すと、巨大なドリルと、何十枚もの刃が再構築されていく。

　高速回転するドリルを構え、ブースト加速しながら水平に飛んで突貫。

　正面以外では浮遊ソードがキャムの周りを回転し守る。

「クロコディルスピン!!」

　ハリネズミがきりもみ状に体当たりをしているようだ、とサオリは鼻で笑う。

　クニシゲとサモンジの柄つかを連結すると、サモンジのプラズマ部分が消滅。かわりに大た刀ちクニシゲの刀身を核に柱のように巨大なプラズマソードを形成した。

　長いクニシゲとサモンジの柄を連結させたため、大刀というよりも斬ざん馬ば剣けんのようだ。

「魔ま王おう之の──安あ土づちぃいいいいいいいいいいいいいいい!!」

「うわぁあああああああああああああああああああああ！！！」

　魔王の刃に飲み込まれ、シュヴァリエ・クロコディルは炎上。地獄の業火に焼き焦がされて身を守るドリルと刃は融解。装甲もその形を保てずに崩れていく。

　サオリが折りを見て安土を収めたため、キャムは生きている。

　だが黒く溶け、異臭を放つ屋上に力無く転がるキャムに意識はもう無かった。

「……姉さんと暮らす……か」

　サオリはあらためて、その少女、キャムを見下ろした。

　中学生くらいの、本来ならば友達と楽しい毎日を謳おう歌かしているはずの青春期。そんな少女を何な故ぜ装甲戦姫ブリユンヒルデなどにしなくてはならないのか、サオリには解わからなかった。

　軍事学校を卒業して成人を控えた者ならばまだ解る。サオリとて防ぼう衛えい学がく園えんを卒業後に戦場へ行った。

　しかしまだ大人になっていない、青春期の子供は戦争など、人殺しなど経験してはいけない。サオリはそう考えている。

　アフリカ連邦は少女兵を積極的に採用し、年齢を問わず兵士に仕立て上げているらしい。

　去年死んだアフリカ連邦の装甲戦姫ブリユンヒルデ、彼女は確かまだ一八歳だった。

　前線で戦う兵士は二〇代以下が多く、後方支援は三〇代以上で構成されている。体力的な事を考えれば妥当だが、アフリカ連邦はそれがどの国よりも顕著な国だ。

「おねえ……ちゃん……」

　そう漏らしたのは意識のないキャムだ。サオリはその近くで膝ひざを折る。

「本当に……どうしてこの世界は……」

　キャムを抱き上げ、サオリはアサトの経歴を思い出す。

　高校生ですでに一一分隊の隊長となり、世界中で数えきれない人間を殺し、今もなお人を殺し続け傷付く一七歳の少年。

　アルタニア軍が学園を襲撃した後、アサトはサオリとカナデに礼を言った。貴女あなた達が解凍してくれたおかげでまた戦えると、この時代に解凍してくれてありがとうございますと、そう言って頭を下げたのだ。

　不利な戦況に立たされている日本。今の日本を守る為ために男の力が必要だったのは事実だが、解凍したのはアサトの為ためではない。全すべては自分達のためだ。

　カナデがアサトを解凍すると言った時、反対しなかった自分が憎らしい。

　ちゃんと防ぼう衛えい学がく園えんを卒業し、大人になってから出兵させれば良い。なんて浅はかで楽観的な考えだろう。

　学園襲撃事件で、サオリはアルタニア軍を退ける事ができず、アサトは出撃してしまった。

　アラウビアへの出向命令で政府を説得できず、アサトをアラウビアに行かせてしまった。

　今回も上層部を説得できず、実弾を使った、危険を伴う性能試験を受けさせてしまっている。

　アサトの担任？　アサトの上官？　アサトの教育係？　ただの取り次ぎ役ではないか。

　サオリは空を仰ぎ見て、心の声を口にした。

「誰だれでもいいから答えてくれ……大人は子供の喧けん嘩かに口をはさまないくせに、どうして大人は自分たちの喧嘩に子供を巻き込むんだ…………」

　空はサオリの心とはうらはらに憎らしいほど青く、そして澄んでいた。

　　　◆

　選手控室で待っている俺のＬＬＧが着信音を響かせる。

　画面を開くと佐さ久く間ま教官から戦闘開始の連絡だった。

　俺はすぐさま席を立つ。

「教官からだ。アフリカ連邦の装甲戦姫ブリユンヒルデと戦闘に入ったらしい」

「マイカやエリコはどうしたのだ？」

「連絡が無い、教官の前にしかスナイパーが現れなかったってのが一番だけど、とにかく行ってくる」

　再び着信、その内容に俺は息を飲んだ。

「どうしたアサト？」

「エリコからの連絡だ！　マイカの方で戦闘が始まったって!!」

「何!?　マイカとエリコはすぐ逃げるはずではなかったのか!?」

「わからない、もしかしたら逃げ切れなかったのかも、とにかくすぐスサノオで行って来る!!」

　俺が部屋を飛びだすと、マーベルも後ろにぴったりとついてくる。

「お前は来なくてもいいんだぞ」

「いや、マイカは個人的に気に入っている。貴公の家族だしな」

「はっ、だったら置いてかれるなよ！」

「望むところだ！」

　俺とマーベルは軍事甲かつ冑ちゆうを展開できる外まで疾走。

　しかしその途中、廊下の奥にビデオテープサイズの妙な機械が置かれていた。

「あれなんだ？」

「ッッ、量子変換機だ!!」

　マーベルが叫ぶと同時に量子の光が廊下に溢あふれだす。

　目の前が身長一五〇センチほどの機械のサルで埋め尽くされた。

　アフリカ連邦のヒヒ型対人用自律兵器だ。長い犬歯を剥むき出しにして襲い掛かってくる。

「この数と状況なら銃よりも」

　俺は瞬時に甲かつ冑ちゆう用ではなく、人間用の高周波ヴアイブロ刀を再構築する。

　と言っても女子しかいないこの時代だ。刀は俺が知る物よりも短く、小こ宮みや所長から俺用に長く頑丈な刀を作ってもらった。

　飛びかかるサル三匹を真一文字に斬きり裂き、俺は息を漏らす。

「いぃねぇ……やっぱ武器は自分の手で直に握るに限る」

　すぐ横で金属を斬り裂く音を聞いて振り向く。そこには、マーベルが金髪をなびかせて長めの西洋剣を振り抜いた姿があった。

「同感だな、剣は自分の手で、自分の指で操るに限る」

　マーベルはただのパイロットではない。一人の戦士としても十分な技量を持っているようだ。















「いいのか？　こいつらお前と同じ五連の兵器だぞ？」

「フッ、こいつらは私ごと襲って来た。ならばこれは正当防衛だろう？」

「だな」

　俺らはニヤリと笑い合う。

「力を貸すぞ、東洋の武士よ」

「力を借りるぞ、西洋の騎士様」

　一〇〇体以上のサルが静かな駆動音を鳴らしながら我先にと襲い掛かる。

　それを俺とマーベルの刃が片っ端から斬きり倒す。

　二本の刀と剣が織りなす無限の刃地獄を突破できる機械人形は皆無に等しく、俺らの歩みを止められるサルは存在せず、俺らが通った後には鉄くずの道ができた。

　サルを蹴け散ちらしながら、時折視界に映るマーベルを見て俺は思った。

　やはりマーベルは美しい。

　この学園に来てから見せた表情が嘘うそのようにその顔は戦色に染め上げられている。鋭くも美しい瞳ひとみ。流麗な剣技。その動きに合わせてなびく黄金色の髪をまとい、マーベルは剣を振るっていた。

　初めて見た時には戦いの女神を連想させられた。

　大浴場でその裸体を見た時には美の女神を連想させられた。

　そして今も思う、彼女は剣の女神のようだと。

　専用機アキレスを持つ為ため、マーベルは装甲戦姫ブリユンヒルデだが、彼女はまさしく北欧神話にその名を連ねる戦乙女達の長、戦女神ブリユンヒルデそのものだった。

「くそ、だいぶ倒したと思ったら、うしろからも来やがった」

「ならば後ろは任せろ。アサト、貴公は前だけを見ていろ、マイカの元へ行くのだろう？」

「ありがとう。背中は任せた」

「私も任せるが、他人に背中を預けるのは初めてだ。頼んだぞ」

「任された!!」

　マーベルと背中合わせになり、目の前の敵だけに集中する。

　敵は残り三〇体。

　背後から自律兵器達が襲い掛かってくる音が聞こえる。

　敵は残り二〇体。

　だが背後からの攻撃は一切無い。

　敵は残り一〇体。

　マーベルの悲鳴や、苦しそうな声も聞こえない。

　最後の一体を斬り裂き、俺は駆けた。

「あとは任せたぞマーベル!!」

「任された!!」

　俺は走りながら高周波ヴアイブロ刀を量子化。スサノオを再構築しようとするが、アリーナの出口付近から鋼のサルが襲い掛かった。まだ高周波ヴアイブロ刀を再構築する余裕は無い。だから、

「雄お羅ら唖あっ！」

　俺は傷きず痕あとに傷痕を重ね、常人よりも大きく厚く太い拳こぶしを固め、サルの腹に叩たたき込んだ。

　人差し指と中指の付け根、硬物を殴り過ぎて爪つめのように硬質化し凶器すら連想させる打突点が鋼のサルを貫通。粉々にした。

「なんだ素手でもイケるのか……よし、スサノオ再構築！」

　アリーナの出口を駆け抜け外に出ると同時にスサノオを装着展開。始めから軍事甲かつ冑ちゆうを着た状態で再構築する。

　水素を燃料にジェネレーターを起動させる。

　原子力電池だけでなくプラズマ・ジェネレーターの生産するエネルギーも加わったスサノオは出力を通常出力クルーズから戦闘出力ミリタリーへ、そして一気に限界出力フルバーストへと達する。

　ＳＡＳスーパー・アクセラレイシヨン・システムを起動。ゼロ秒で音速を遥はるかに超えた極超音速で飛ひ翔しよう。

　マイカのいる地点までは一秒とかからなかった。

「マイカ!!」

「……アサト…………」

　結果だけを言えば、マイカは無事だった。

　傷一つ負っていない。

　だが建物の屋上で尻しり餅もちをつき、青ざめた顔で俺を見ている。

　原因は、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「遅かったな、桐き生りゆうアサト」

　アスカが金色の甲冑をまとい、宙に立っていた。

　その手にはゾウのような甲冑をまとった少女の頭が握られている。

　瞼まぶたを閉じ、力無く垂れさがる体は指一本動かない。

　甲冑はその形状から、元は重装甲であったのだろうが、装甲はズタズタに裂け、変形し、ところどころが焼き切れていた。

「アフリカ連邦軍中尉、不動の狙撃手スナイパールイービ・バランド。懸賞金一億三千万。装甲戦姫ブリユンヒルデの雑魚か、物足りん」

　言って、アスカはルイービの体を屋上の柵さくに向かって投げ飛ばした。

　軍事甲冑の腕力で投げれば、ルイービは柵を突き破り地上に落下してしまう。

「てめっ！」

　クイックブーストでルイービを追い抜く。ショックを吸収できるよう、可能な限り柔らかく受け止めて、俺はルイービの安否を確かめる。

「おいお前生きてるか！　おい起きろ！」

　俺の呼び掛けに、ルイービはかろうじて瞼まぶたを開け、俺を見上げた。

　どうやら意識はあるらしい。

　見たところ、ルイービは俺と同じくらいの年に見える。

　少女兵という現実に、以前戦ったアイシャの事を思い出した。

　千年経たってもこんな子が殺し合いをしなくてはならない世界が腹立たしいが、今はその事よりも……

「アスカ、どうしてお前がここにいる」

「ふん、お前がノロいから、こうしてワタシがマイカを助けてやったのに随分な言い方だな。と言ってもマイカを助ける気などないがな。ワタシはただ、敵の専用機持ちがどの程度のものか知りたかっただけだ。期待はずれだったがな」

「お前……無傷だな」

　今アスカが身につけている金色の甲かつ冑ちゆうが話に聞く最新鋭機だろう。

　悪魔のような笑みで俺を睨にらむアスカ。パイロットとは対照的に、その機体を一言で表すならば、仏様だった。

　後光を模した浮遊リングを背負い、四本の腕のうち二本は胸の前で合掌している。

　軍事甲冑は戦国甲冑をモチーフにしたようなフォルムが多いが、アスカの甲冑にはソレらしさがまるで感じられない。

　無骨さというか、戦場で戦う武士固有の鋭さが無く、逆に戦場に降臨した御仏の使いという印象を受けた。

　神こう々ごうしい金色のボディはギルガメスの派手な金色ではなく、落ち着きと深みのある光沢をまとっている。

　その輝きには一点の陰りもない。

　かすり傷一つ無い、美しい装甲を見せつけ、アスカは顔を歪ゆがめる。

「ワタシが三下装甲戦姫ブリユンヒルデ相手に苦戦するわけがないだろう？」

　ならどうしてだ、と俺は重傷を負ったルイービを見下ろし、アスカを睨む。

「どうしてここまでする必要があった!?　お前の事はマイカから聞いた！　お前強いんだろ!?　凄すごく強いんだろ!?　じゃあ無傷のまま無力化する事もできたはずだろ!?」

「くだらない事を聞くな。強いのだから圧倒的な力で一方的に潰つぶせるんだろう。何な故ぜ優しく無力化してやらねばならん」

　俺は怒りに身を震わせる。だがアスカは何をバカな事をと鼻で笑った。

「ワタシ達はなんだ？　子供を叱しかる親か？　試合をするスポーツマンか？　街の喧けん嘩か師か？　違うな、ワタシらは兵士。殺すのが仕事の戦争屋だ。敵に優しくしてどうする？　どうせ捕虜にし尋問するなら徹底的に痛めつけて力の差を思い知らせてやったほうがすんなり事が運ぶ。シンラの孫のクセにそんな事も解わからないのか？」

「何だと……」

　爺じいちゃんの名前を出されて、俺は頭が熱くなる。

「かの有名な第二次世界大戦において敵という敵を皆殺しにして大国を相手取り戦い、勝利を重ね、敵連合国を恐怖させた史上最強の戦士。あまりにも現実離れしたその強さと容赦の無さから悪魔王ベルゼバブと恐れられた男の孫がこんなフヌケだとはな、考えただけでヘドが出る」

「お前に爺ちゃんの何が解る!?」

「解っていないのはお前だ!!」

　アスカは逆上し、声に怒気を孕はらませる。

「一個人が己が武を以てして世界に勝ったのだぞ!!　これがどれ程の偉業かお前には解らないのか!!　最強の日本兵たる鬼き龍りゆうシンラが、自身は連勝を重ねておきながら不ふ甲が斐いない腰ぬけ政治家のせいで敗戦にされた時どれほどはらわたが煮えくりかえったか想像した事はあるか!?」

　アスカの声はさらに熱し、握にぎり拳こぶしを作る。

「だがシンラが本当に素晴らしいのはそれからだ!!　戦争で活躍した英雄ならいくらでもいる！　なのにシンラは、彼は諦あきらめていなかった!!　日本が戦争に負けてなお、戦争を続けていたのだ!!　自分と世界とのなっ!!」

　アスカは両腕を大きく広げ、誇るように、歓喜の叫びを上げる。

「彼はやった、彼は勝ったのだ。全すべての衛兵を殺し、日本分割統治計画の会議場に殴り込んでその圧倒的力を以てして世界中の首脳を脅し日本国を勝ち取ったのだ!!　やはりシンラに刃向かった者に勝利は無い！　シンラに敗北は無い!!　それがワタシの先祖シンラ、そしてワタシが継承する称号だ!!」

「お前、爺ちゃんの事をそんなふうに思っていたのか……」

　顔が怒りに歪ゆがむのを抑え切れず、俺はアスカに怒りを剥むき出しにしてしまう。

「当然だ。ワタシは彼を崇拝しているし、正しく理解している。お前のような出来そこないとは違うのだよ。もっとも」

　俺を見下した、ゴミを見るような目。ソレがマイカに向けられた。

「ワタシ以外の桐き生りゆうは出来そこないばかりだがな」

　アスカの視線を浴びて、マイカの瞳ひとみに恐怖が映る。

「才能は良くてＡマイナス。その力もガキの喧けん嘩かにしか使えない。自分の実力を直視する度量も無くみんなを守るとかいう妄想だけは一人前」

　マイカは涙をこぼし、うつむいてしまう。

「お前何様だ!!　お前にマイカの事をどうこう言う権利が」

「ワタシは鬼き龍りゆうアスカ様だ!!　それ以上でも以下でも無い!!　親が死んだ時はこれをきっかけに鬼龍になるかと思えばただ泣いているだけ。お前には失望したよマイカ。断言する、お前に誰だれかを守る事なんて絶対にできない！　いいか、絶対にだ!!」

　怒りで血が逆流する。

　一体こいつはなんなんだ？　怒りで理解が及ばない。子供の頃ころに親を亡くすのがどれだけ悲しいと思う。どれだけ辛つらいと思う。

　俺が親を失ったのはこの時代に来てからだ。

　それでも身を裂かれる程辛かった。

　ならまだ幼い頃に親から引き離され、二度と会えなくなればどれほど悲しいんだ。

　俺には想像もできない。

　マイカが味わった悲しみなど想像できない。だが想像できない程に辛い事だけは理解できる。

　なのにこの女は、アスカはそのマイカに『失望した』と言ったのだ。

　アスカはマイカへの興味を失ったように視線を外し、俺を見据える。

「アサト……ワタシがお前に勝って証明してやろう。この鬼龍アスカこそが最強の鬼龍であり地上最強の生物。シンラ二世であると！　この雷撃操作特化型機体、タイシャクテンでな!!」


















　第四話　最強の男VS最強の鬼き龍りゆう



　マイカは無傷だが、俺はルイービの為ために救急ヘリを呼び、ヘリはすぐに来た。すると、

「どうして、助けてくれたんですか」

　屋上についた救急隊員がルイービをヘリに乗せる途中、彼女は救急隊員を手で制して、辛つらそうな顔で俺と視線を交えた。

　アスカに投げ飛ばされたルイービを抱きとめた時の事を言っているのだろう。

　そんなのは単純だ。

「お前が俺を撃った奴やつと同一人物かもしれなかったからだ。それでどうなんだ？」

　ルイービの顔が一瞬固まり、申し訳なさそうに顔を伏せた。

「ごめんなさい……墓地で、アサトさんを狙そ撃げきしたのはわたしです。謝って許される事でないのはわかっています。これからはこの罪を背負って」

「なら助けられて良かった。あの時はありがとうな、ルイービ」

　自分を責めるようにしていたルイービは顔を上げ、目をしばたたかせる。

「ど、どうして……」

　どうして、と言われても困るが、俺は理由を説明する。

「俺は墓石の前でずっと突っ立っていた。撃とうと思えばいつでも撃てた。だけどお前はそうしないで、マイカがいなくなるのを待っていた。マイカに当たらないように俺が一人になるのを待っててくれたんだろ？」

「！　っ……でも、それは…………」

「だからありがとうなんだ。撃たれたのが俺だけで良かった。マイカが無事でよかった。もしも無関係の人を巻き込むのもいとわない奴だったら俺のせいでマイカまで死ぬところだったよ。もしもそんな事になったら俺はきっと耐えられない」

　それは全すべて、俺が心の底から思う本心だった。

「俺を殺す役が志願制なのか指名制なのかは知らないけど、お前が志願しなかったり依頼を断ったらどうなっていたか分からないからな。俺はお前がスナイパーで本当に救われたし、ずっと思っていたんだ。きっと俺を狙ねらった奴は凄すごく優しい子なんだろうなって」

「……アサトさん」

「年は？」

「え？　じゅ、一六歳です」

　困惑気味に言うルイービ。その姿は年相応の女の子らしくて、なんか可愛かわいかった。

「じゃあこれから捕虜になっちゃうけど、脱獄とか考えないでおとなしくしていてくれよ。捕虜になっていればもう銃なんて握らなくていい。戦争なんて俺がちゃっちゃと終わらせるからさ。そしたらアフリカに帰れるぞ」

　ルイービは返事をくれなかった。でも首を横に振ることもしなかった。

　そうしてルイービは救急ヘリに乗って防ぼう衛えい学がく園えんの医務室へ連れて行かれた。

「さてと、教官の方もスナイパー片付け終わったらしいし、これでもう狙ねらわれる心配ないな。これで思う存分性能試験ができるし、俺の活躍見てろよマイカ」

　俺はマイカを元気づけるためにあえて明るく言うが、マイカにその余裕は無かった。

　怯おびえた表情で俺の手を握ったまま離さない。

　うつむき、細い肩が小さく震えている。

「マイカ？　一体どうし」

　いきなり胸に抱きついてきて、俺にしがみつく。

「お願いアサト、試合が始まったら、すぐに棄権して」

　涙ながらに、マイカは懇願する。

「お願いだから、危険なことしないで!!　お願いだから!!　お願いだから……あいつと、アスカとだけは戦わないで……」

　俺の胸に顔をうずめる姿が心臓に突き刺さる。

　昨晩、爺じいちゃんの話をして少しは安心してくれたと思ったが、ルイービを倒すアスカを見て恐怖が蘇よみがえったのかもしれない。よほど酷ひどい戦いだったのだろう。

　アスカの言葉を、アスカの狂想を思い出して体が熱を帯びる。

　ルイービはアフリカ連邦に所属する軍人で、今は戦時中だ。

　俺だってアルタニア軍人やイラハスタン軍人を殺しているのだから、ルイービが命令で俺の命を狙ったことに特別な憎しみは無い。

　むしろ、いくら気が抜けていたとはいえよく俺に当てられたな、と敬意を払いたいくらいだ。それに命令以外の人は殺さないという姿勢には好感が持てる。

　でもアスカは違う。

　あいつは楽に勝てるルイービをわざと痛めつけ、爺ちゃんの名を汚し、マイカの心を抉えぐり抜いた。

　自分こそが最強であるという自己顕示欲の為ためにだ。

　きっと、マイカはもう何を言っても安心してはくれないだろう。

　俺がどんなに笑って、どんなに優しく抱きしめても、マイカは笑ってくれないだろう。

　なら方法はただ一つ。

　家族の笑顔を取り戻すにはこれしかない。

　男は語らず、黙って行動で示すのみ!!

　　　◆

　スナイパーの問題は解決し、アリーナで俺とアスカの宣誓がそれぞれ終わると、台から降りた俺の前に本部長達が進み出た。

「ようアサト。さっきはなんか大変だったみたいだな」

「進行を遅れさせてしまい、申し訳ありません」

「気にするな、元々それが理由で断られていたのをこっちが押しつけたんだ。でも、それが理由で断っていた以上、もう断る理由はないぞ、なぁアサト」

　あなたはどこのマフィアのボスですか、と聞きたくなるような顔で言う高たか田だ本部長。

　その時、後ろからカナデ所長が歩いて来た。

「サオリちゃん、警備兵の配置終わったわよ」

「うむ、悪かったなカナデ、お前にこんなことをさせて」

　結局、俺とマーベルを襲った自律兵器群もルイービとキャム、二人のスナイパーが放ったものとして処理された。それでもまだ他ほかに仲間がいる可能性を考慮して、性能試験の安全の為ために緊急で基地から警備兵を出してもらったらしい。

　日本人スナイパーは逃亡、黒幕はエリコから聞いたが、証拠は無いし後日の調査で本部長はきっと容疑を否認するだろう。

「別にたいした事じゃ、あっ、ヒナミちゃん久しぶりー♪」

「やぁカナデ、久しぶりだね」

　カナデ所長とヒナミ所長は互いに駆け寄ると両手を合わせ、なんというか……きゃぴきゃぴと女子高生か女子中学生みたいなノリでお喋しやべりを始めている。

「今日の性能試験楽しみにしてたよカナデ」

「私もヒナミちゃんの作った機体と戦うの楽しみだったんだから、言っとくけど負けないからね♪」

「敵と馴れ合うな!!」

　本部長に怒鳴られ、ヒナミ所長は仕方なしと本部長のすぐ横に戻った。

　今更だがこの場にいるのは俺、マイカ、エリコ、教官、カナデ所長の五人。リジアは興味が無いと欠席。相手方は本部長、ヒナミ所長、アスカの三人だ。そして観客席には、

「がんばってくださいねアサトー」

「応援していますわアサト様ぁ♪」

「おいアサトてめぇアタシに勝っといて他の奴やつに負けたらただじゃおかねぇからな！」

「勝ってくださいねアサトさん」

『勇者アサトばんざーい！！！　我らが勇者ばんざーい！！！』

　ファラ、ジャーミア、アイシャ、マーベル、そしてファラ親衛隊の皆様が客席で手を振っている。

　渋々ヒナミ所長と離れたカナデ所長が俺の肩に手を置いた。

「アサト君、相手は技術研究所本部で総力をあげて作った最新鋭機だけど頑張ってね」

「はい！」

　俺が力強く答えると、肩を握る所長の手に力がこもる。

「実はね、アサト君、あっちの機体はスサノオの八倍の予算がかかっているの」

「へ？」

　カナデ所長の笑顔から、謎なぞの波動を感じる。

「私が使えなかった機材とか部品とか材料を湯水のように使って、予算を無尽蔵に使ったらしいの」

「は、はぁ……」

「だからアサト君…………絶対に負けないでね」

「あ、は、はい」

　最後の方はもう、かなり黒いオーラに満ちていた。技術研究所防ぼう衛えい学がく園えん支部の所長と言っても、色々あるのだろう。

　俺の返答にカナデ所長は笑顔で客席への階段を上っていく。

　けれどマイカは、エリコ達が階段を上って客席へ移動する時、最後まで俺の側そばから離れるのを惜しんだし、階段を上る途中、消え入りそうな顔で何度も俺を振り返った。

　アスカには悪いが、少し演出をさせてもらおう。

「なぁアスカ、試験を始める前に確認しておきたいんだけどいいか？」

「聞きたい事があるなら今のうちに言っておけ、どうせ試合が終われば立てなくなる体だからな」

　アスカが持つ、絶対の自信は揺らがない様子だ。

「お前はいつの日か最強になる事を目指しているんじゃなくて、今現在が既に地上最強で史上最強の真しん羅らを継げるって思ってるんだよな？」

「当たり前だ。このワタシ、鬼き龍りゆうアスカこそが現鬼龍家最強にして地上最強。お前如ごときカビの生えた化石原人に負ける道理はない」

　毅き然ぜんとした態度で断言するアスカ。俺は身から出た錆さびだからな、と心の中で言う。

「なら甲かつ冑ちゆうに乗る前のデモンストレーションだ。アスカ、今この場で俺を殺してみろよ」

　周囲に動揺が走る。

　最初に口を挟むのは本部長だ。

「待てアサトお前！　そうやってわざと体調不良にする気か!?　そんな事をして試験に差し支えたら」

「どうしたアスカ、俺を殺す度胸も無いのか？　空手と総合格闘技をやっていたって聞いてるけど、甲冑がなきゃ何もできないか？」

「やめろアサト！　それ以上アスカを刺激するな！」

　本部長は汗をかき、必死に止めるが、アスカの顔に愉悦が宿る。

「いいだろう。お前は今この場で殺してやる」

「アスカ──!!」

　あくまでも軍事甲かつ冑ちゆうの性能を記録し、上層部に見せなければいけない本部長は泣きそうな顔だが心配はない。なぜなら、

「はぁっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に放たれたアスカの右上段回し蹴げりが俺の側頭部を直撃。だが俺の首は微動だにせず、ダメージは皆無だ。アザ一つできやしない。

「!?」

「どうした？　最強なんだろ？　俺を殺せるんだろ？　やってみろよ、桐き生りゆうアスカ!!」

「黙れ!!」

　アスカのまとう闘気が一気に膨張。鋭く重い、必殺の拳こぶしと蹴りを連続で放ってくる。

　頭、顔、喉のど、腹へ押し寄せる鉄てつ拳けんと鉄足。肘ひじや膝ひざも織り交ぜ、アスカは容赦なく俺を殺そうとしていた。

　だがアスカにできるのはそこまでだ。

　攻撃が来ると解わかっていて、全身の筋肉に力を入れて骨と筋肉の鎧よろいをまとえばただ痛いだけの攻撃ごとき、丸一日だって耐えてみせる。

「にしても凄すごいな、無呼吸連打か……」

　アスカの突きや蹴りは初めて会った時のソレよりもさらに強く、爆発的なエネルギーを感じる。

　その秘密は無酸素運動。

　短距離走の選手や、重量挙げの選手が競技中は呼吸を止めているように、酸素ではなくブドウ糖からエネルギーを作りだす無酸素運動は瞬間的な力が倍化する。

　短時間しか使えないのが弱点だが、先程からアスカは呼吸を止めたまま途切れる事無く殺人的な剛撃を打ち込んでくる。

　常人なら間違いなく死ねるだろう。

　スポーツ選手なら間違いなく死ねるだろう。

　並みの格闘家なら間違いなく死ねるだろう。

　軍人でも雑兵なら間違いなく死ねるだろう。

　だが。

「アスカ、お前一一分隊隊長嘗なめてるのか？」

「！」

　全力の一〇分の一程度の殺気でアスカの体が硬直。

　俺の筋肉が唸うなり、殺意のこもった鬼拳がアスカの顔面に迫り……止めた。

　周囲にいた人達はマイカから本部長に至るまで息を飲み、メガアリーナを静寂が包みこむ。

　寸止めされた拳こぶしの衝撃でアスカの髪が後ろに暴れ、それも収まる。

「俺の一兆分の一しか爺じいちゃんの血を受け継いでないハンパもんが偉そうに。来いよアスカ、ガキの頃ころから爺ちゃんに鍛えられた本物の真しん羅ら二世が相手になってやる!!　そして教えてやる、俺が桐き生りゆう家最強で地上最強だってな！！！」

「ぬかせ!!」

　アスカが量子の光をまとい、光が収束して質量と厚みをまして金色の軍事甲かつ冑ちゆうを成していく。

　俺も量子化していたスサノオを展開。全身に真紅の軍事甲冑を形成していく。

「おいお前らまだ、くそ！　もういい、バトルステージ起動!!」

　本部長が叫ぶと地平線が見える広大なバトルフィールドから無数のポールが生える。

　市街戦を想定した戦闘試験なのだろう。

　何百何千というポール全すべてが量子の光を放ってあらゆるサイズ、タイプのビルがフィールドに乱立していく。

「ではこれよりタイシャクテンの性能試験を開始する！　ルールは実弾を使用、勝敗はどちらかが戦闘不能になるかパイロットが棄権を」

「アサト──!!」

　本部長が言いきる前にタイシャクテンの全身がスパーク。

　特に後光にも似た背後の浮遊リングが強い光を放っている。

　両方の手にはそれぞれ形の違うヴァジュラが再構築される。

　右手は五ご鈷こ杵しよと呼ばれる、柄の上下に、一本の刃を中心に四本の刃がついたヴァジュラ。

　左手は独とつ鈷こ杵しよと呼ばれる、柄の上下に槍やりの穂先が付いたヴァジュラだ。

　俺も両手にフツシミとハバキリを再構築していく。

　本部長達も慌てて客席に退避。客席には強固なプラズマバリアーが張られてマイカ達を守った。

「スサノオ！」

「タイシャクテン！」

「「フルバースト!!」」

　俺らは示し合わせたように全速力で突貫。

　背中のブースターが唸うなりを上げる。

　アスカが持つ左手のヴァジュラが量子の光を帯びる。柄つかの上下に長い刀身が形成され、右手のヴァジュラの上下にはプラズマエッジが形成された。

　柄の上下に刀身をもった、いわゆるツインソードがタイシャクテンの近接武器らしい。

　俺とアスカの刃が激突して火花と衝撃波ソニツクブームの咆ほう哮こうを上げて弾はじき合う。

　俺はＳＡＳスーパー・アクセラレイシヨン・システムによる零秒加速でひと際巨大なビルの裏に隠れると両手の剣を背面のハードポイントに保持。代わりに電磁投射小銃ローレンツ・ライフルと電離分子小銃プラズマ・ライフルを再構築する。

　アスカが廻まわり込んで来たところを狙ねらい撃とうと構え、

「アサト────!!」

　アスカはビルを真まっ直すぐ突き破って来た。

「くそ、無茶苦茶しやがって」

　バックブーストで距離が詰まらないようにしながら両手のライフルの引き金を引いた。

「天帝全開!!」

　タイシャクテンの全身が巨大な豪雷に包まれる。

　おそらくプラズマではなく電磁力だろう。フルオートで放たれたプラズマ弾も、そしてタングステン弾もことごとくタイシャクテンの装甲を逸それていく。

「死ねぇえええええええ!!」

　ブレードを振りあげて斬りかかるアスカ。

　俺は距離を詰めて斬きり合うと見せて、肩のミサイルランチャーの射出口を開いた。

　至近距離からミサイルを発射。同時に、アスカの合掌していた方の手が俺に向けられた。

　紅あかい爆炎と金色の雷撃砲が交差する。

　スサノオとタイシャクテンはそれぞれ向かい合ったビルに背中から激突。

　俺は一棟目のビルを突き破り二棟目のビルの壁を何枚も突き破りようやく止まった。

「まさか、かめはめ波を撃つ甲かつ冑ちゆうがいるとはな」

　瓦が礫れきをどけて立ち上がる。

　あの時、アスカは俺のミサイルランチャーが開いたのを見て、後ろにも横にも逃げず、逆に攻撃をしてきた。

　勇猛というか、凶暴というか、ここまで攻撃的な戦い方をする奴やつはこの時代に来て初めてだ。

「おまけにアイシャと違って命知らずなんじゃない。しっかり勝ちに来ている」

　アラウビアで戦ったアイシャのソレは蛮勇に近いが、アスカのは勝利のための一手。

　それも最も勇気のいる英断を零秒でやってのける。

『お前ならワタシを楽しませてくれそうだ』

　アスカの言葉を思い出し、苦笑する。

「なるほど、これが今の桐き生りゆうか」

「アサト────！！！」

　ビルの外で宙に立つタイシャクテンの後光がまばゆいばかりに光り輝く。

　次の瞬間、俺が見たのは視界全すべてを覆うほどの豪雷の嵐あらしだ。

　まさに雷神。神の一撃とでも言うべき特大の豪雷が無尽蔵に、ビルごと俺を飲みこんだ。

　俺はビルの上半分と一緒に背後のビルも巻き込み吹き飛ばされる。

　怪獣映画のように崩れ落ちるビル二棟。

　直撃を受けた全身の装甲から煙が上がった。

　俺は空中で体勢を立て直し、頭上から降り注ぐ瓦が礫れきの雨をかわしながら上空へと逃げる。

　だがアスカはそれを許さなかった。

「くたばれぇえええええ!!」

　タイシャクテンの後光が輝き雷をまとう。

　全身から極太の雷撃が何本も放たれ雨となって俺に降り注いだ。

「くっそ、あいつのエネルギーどうなってるんだ!?」

　いくらスサノオが速いと言っても雷よりも速くは飛べない。

　ギルガメス同様、また速さが通じない相手。最悪の相性だ。

　ＳＡＳスーパー・アクセラレイシヨン・システムの零秒加速を以てしても攻撃範囲からは逃れられず、背を地面に向けて水平に飛びながらプラズマウォールを張り防いだ。

　逆を言えばプラズマウォールでなければ確実に防げない程の威力だったのだ。

「なんつう雷撃だ。一発一発が最大出力の荷電粒子砲並みだぞ」

　武器自体にもバッテリーや発電装置はあるが、軍事甲かつ冑ちゆうはジェネレーターで発電した電気を武器に送り、プラズマや高周波ヴアイブロ、ローレンツ力に変換して戦う。

　だがアスカのタイシャクテンは、電気を電気のまま、何にも変換せずそのまま攻撃として用いていた。

　攻撃の種類は少なくても、変換効率を無視した雷撃の威力は絶大だった。

「あの一瞬で攻撃範囲の端まで行くとは、流石さすがは全機能特化型にしてスピード特化型のスサノオ……全すべての性能が従来の甲冑よりワンランク上だが、スピードだけに関して言えば二ランクも三ランクも上をいっているようだな、だが」

　タイシャクテンの後光が輝きを増した。

「逃がさん!!」

　後光から生まれた雷の束が集まり巨大な龍りゆうへと成長。

　雷龍は雷神の忠実なる聖獣のように俺に襲い掛かり、アスカの口元が笑った。

「ならお前の妄想ごとこいつをぶった斬ぎる！！！」

　俺はアスカの雷龍をＳＡＳスーパー・アクセラレイシヨン・システムでかわさず、プラズマウォールで防ぐ事もしなかった。

　フツシミとハバキリの柄つかを連結させて真紅の光をまとう。

　スサノオ、ハバキリ、フツシミ。三つのジェネレーターが一つとなり化け物殺しの大刀を生み出した。

「オロチノ──アラマサァアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！！！」

　光が満ちる。

　金色の龍りゆうと真紅の刀が正面衝突。極大の雷とプラズマが互いを喰くらい合い、その果てに勝利したのは神の剣だった。

「雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お！！！」

　アラマサを振り抜き、金色の龍は虚空に雲散霧消して消え去る。

　後に残ったのは、アスカの驚きよう愕がくに彩られた顔と衝撃で崩れかけた周囲のビル群だけだ。

「どうした桐き生りゆう家最強。俺はまだ健在だぞ」

「黙れ化石原人!!」

　タイシャクテンが持つ四本の腕のうち、合掌をする第三第四の腕が解禁。両手から放つ雷撃が真まっ直すぐ俺を狙ねらって来た。

　雷撃はただ撃つだけでなく、手の平から撃つ事で精密射撃をも可能とするらしい。

　俺は前面に最大出力でプラズマウォールを張ってなんとか防ぎながらアスカに向かって真っ直ぐ突っ込んだ。

「雄お流る唖あっ!!」

「ハァアアッ!!」

　互いに裂れつ帛ぱくの気合をかわしあい、フツシミとヴァジュラが再びぶつかりあって俺らは互いに弾はじかれた。

　それでも俺はまたすぐに距離を詰め斬きりかかる。

　雷の速さ、効果範囲上、スサノオの速さでかく乱する事は難しい。飛行速度が駄目ならば体の、四肢の動きで圧倒するしかないだろう。

　タイシャクテンの雷撃腕が合掌し、もう二本の腕がヴァジュラを構える。

「いくぞアスカ。お前の剣で俺の首を落としてみろよ」

「言われなくとも殺してやるぞ出来損ない。ワタシが再び男という種を絶滅させてやろう」

　殺意の眼光をかわした瞬間、俺達は殺し合っていた。

　　　◆

　その頃ころ、観客席ではマイカ達が固唾かたずを飲んで戦いを見守っていた。

　最強の戦神スサノオVS最強の闘仏タイシャクテン。

　角度を変えれば日本神話最強の神VSインド神話最強の神とも言える戦いは、冠した名前に負ける事のない、見事なものだった。

　いかに専用機とはいえ軍事甲かつ冑ちゆうによる一騎戦がまるで師団同士の戦争だ。

　ビルを機体が貫通し。二人の攻撃の余波だけで砕け。攻撃が当たれば崩れ落ちる。

　空母を喰い破りそうな龍を、アサトが一刀の元に斬きり伏せた時などは皆、思わず手に汗を握ってしまった。

　アラウビアでギルガメスと戦った時にも思った事だが、マイカやエリコ、サオリにはまるで神話の、神々の戦いだとすら感じられた。

「どうだー！　見たかカナデぇえええ！　あれこそが我が最高傑作タイシャクテンだ！」

　本部長は有頂天になり、これでもかとばかりに口を動かす。

「あの……設計したのは私」

　ヒナミを無視して本部長はカナデに悪意ある視線を浴びせる。

「スピード特化型ぁ？　速さこそが勝利のカギぃ？　笑ってしまうなぁ!!　なぁーにが最速最強の機体だ！　防御特化型のアキレスには善戦したようだがギルガメスには苦戦し、タイシャクテンにはただの一撃も与えられていないではないかぁ──っ!!」

「結局ギルガメスには勝ったじゃん」

　ぼそりと言ったヒナミを無視して、本部長は得意げに語る。

「速すぎるが故に誰だれも狙ねらえない。狙いなどつけなくてもいいほど攻撃範囲が広ければどうする？　速すぎるが故に当たらない。スピード性能が限界だろうと、武器そのものを速くすればよいだけだろう？　速すぎるが故に反応できない。三六〇度をカバーできればどんなに速い攻撃も防ぐのは容易たやすい。ギルガメスがいい例だろう？　パイロットの都合上性能限界に達したスピードにいつまでもこだわり速ければいいと思って作った欠陥品。それがお前のスサノオの正体だ!!」

　言われたまま、何も言い返せないカナデ。

　アサトはスサノオの性能を使いきっているし、三次大戦で戦場を支配した最強の兵士。となれば、敗因はスサノオの性能と言われても返す言葉がなかった。

　その時、カナデでもサオリでもない、しかし余裕と自信に充みち溢あふれた声が横よこ槍やりを入れた。

「確かに、スサノオがタイシャクテンとの相性が悪いのは認めましょう。ですが勝敗は甲かつ冑ちゆうの相性で決まるものではありません」

「誰だ……お前は……」

　その少女は技術研究所本部部長相手に、人生の勝者特有の自信と余裕に溢れた顔、気品に満ちた瞳ひとみを向けて、毅き然ぜんとした態度を示した。

「私の名は桜さくら庭ばエリコ。アサト分隊の副隊長です」

「エリコ？　ほう、お前があのパイロットレベル五の……」

　本部長の顔が少しだけ好奇心を浮かべる。

「本部長、貴女あなたは専用機の意味をご存知ですか？」

「なんだと？」

　本部長は眉まゆ根ねを寄せる。

「量産機や高機動機と違い、専用機には特定の人物しか乗りません。兵士と機体は二人で一つ。専用機の真の性能とは機体だけではなく兵士を含めた総合力です。その為ため、専用機の完成とは機体を作った時ではなく、その機体の性能を引き出し切る兵士を見つけた時だと学校で習いました」

　真剣な眼まな差ざしは本部長ではなく、ビル群の中で行われている戦いを映す観戦用の立体映像へと注がれた。

「どんなに高性能な機体を作っても、どんなに万能な機体を作っても、それを使ってくれる兵士がいなければ意味が無い。どんな武器でも使い方次第。使える人が誰だれもいない、そんな機体を除けばこの世に欠陥機なんてありませんし、どんな欠陥機でもそれを使ってくれる人が現れれば、それは名機となるのです」

「まどろっこしい言い方を。結局お前は何が言いたいんだ！」

　エリコは信頼を映す双そう眸ぼうでアサトを見据え、ハッキリと言う。

「機体ばかり見て兵を見ない貴女あなた達に勝利はありません。そして機体の相性が悪くても、兵の相性が悪く無い限り負けもありません」

「兵の相性？　アスカではアサトとの相性が悪いとでも言う気か？」

「はい、もっとも、この地球上における誰であってもアサトが相手ならば相性は最悪ですよ。何せ彼は……最強の男ですから」

　エリコが視線を向けると、それだけで本部長は気け圧おされ、生なま唾つばを飲み込んだ。

「最強は常に最強、常勝無敗の王にのみ与えられるただ一つの称号です。最強に相性なんてありません。最強は誰が相手でも勝てるからこその最強なのです。速さが効かないギルガメスを相手に勝利したアサトを見た時、私は確信したのです。彼こそが最強だと」















　無論、エリコとて本当にアサトが無敵だなんて思っていない。

　現にアサトは狙そ撃げきされ死にかけたのだ。アサトとて死ぬ時は死ぬ。

　だがエリコは、アサトが無敵だと信じられなくても、信じたいと思っている。

　だからこそ自分の願いを口にするのだ。

　自分が本気で愛したただ一人の男こそが最強であり、決して負けないと。

　相性の悪いギルガメスに勝ったという事実を突きつけられ、本部長は悔しげに歯ぎしりをしてから視線を試合に戻す。

　エリコもまた視線を戻すが、すぐに隣の席に座るマイカを見てしまう。

　学園襲撃事件とアラウビア王国クーデター事件の時の事を考えれば、今の台詞せりふはマイカが言うべきところだ。

　アサトを心配するエリコ達に、いつだってマイカはアサトが帰ってくるのを前提に喋しやべっていた。なのに今のマイカは不安そうな顔でアサトを見て、固く握られた拳こぶしを決して開こうとしない。

　それぞれの想おもいを胸に戦いを見守る中。誰だれにも聞こえない程小さな声でマーベルは言う。

「さぁアサト。男を見せてくれ」

　　　◆

「どうした化石原人!!　その程度か!!」

「お前こそ俺を殺すには程遠いなぁ!!」

　虚勢を張っても、現実は俺の不利で動かない。

　単純な人工筋肉アクチユエーターと飛行スピードはスサノオが完全に上だ。

　しかしタイシャクテンの武器、上下に刀身がついたヴァジュラは普通の刀剣以上の汎はん用よう性と予想外な動きで俺を襲い、慣れない武器に俺はどうしても反応が遅れる。

　そして普段は合掌をしている第三第四の腕は手の平を向けた方向へ自由自在に雷撃を放ち、近接戦闘中でもお構いなしに俺へ至近距離から雷撃を放ってくる。

　四本の刀身、二門の雷撃砲。アスカは三倍の手数でスピードを補う。

　加えてアスカ自身の技量も馬ば鹿かにはできない。

　一流の剣技に加えて蹴りや雷撃、普通の剣道では習わないような禁じ手も含めて自分にできる攻撃方法の全すべてを出し切った合戦剣術、そしてブーストモーション。

　自分の手足が動く方向にブーストを入れる事でより速く、強く動くその技術、巧みさはエリコどころか佐さ久く間ま教官やマーベルにも匹敵する。

　断言できる。

　桐き生りゆうアスカはエリコ以上の天才であり、実力は既に国家のエースパイロット級であると。

　これが現桐生家最強。

　真しん羅らを継ぐ者だと自称する俺の子孫、桐き生りゆうアスカなのだ。

　間違いなく、アスカは最強の女だろう。でも、だからこそ思う。

　爺じいちゃんや俺の子孫なのに、これだけの強さがあるのに、どうしてこいつは……

「どうしてお前は!!　そうやって自分の為ためにしか戦えないんだ!!」

　俺は、ただそれが悲しかった。

「これだけ強ければどれだけの人間を守れると思う!?　なのにどうしてお前はそうやって自分が最強だって証明することしか考えられないんだよ!!」

「強者の力は弱者を救う為か……随分と弱者にとって都合のいい考えだな。強者とは弱者の奴隷か何かか？　弱者はそんなに偉いのか？」

「そうじゃない、弱者に助けられる権利があるんじゃない！　強者に助ける義務があるんじゃない！　強い奴やつだけが誰だれかを助けたいって夢を現実にできる。だから夢を自分の意志で現実にするんだ!!　本当は助けたいのに、力が無いばかりに見て見ぬフリしかできない人とは違う！　ならみんなの救いのヒーローになりたいって思わないのか!?」

　言葉に乗せきれない想おもいを剣に込め、俺はアスカとぶつかり合う。

　だがアスカは歯を見せて、口の端を上げた。

「救いのヒーローにならなるつもりだぞ。まだ学生の身だが、お前に勝てば装甲戦姫ブリユンヒルデとなり出兵できる契約になっている。このタイシャクテンでアジア戦線をひっくり返し敵五国軍事連合を滅ぼす。全すべての装甲戦姫ブリユンヒルデをこの手で殺し、ワタシの力で国家の中枢を破滅させ戦争を終結させる。その時こそワタシは五連に勝ち国連を救った最強の英雄として崇あがめられるのだ!!　心配しなくても、このワタシが弱い民衆を救ってやろう!!」

　アスカが振り下ろした大ぶりな一撃。

　俺は防がず、逸そらさず、弾はじかず、半身になるだけで避け、カウンターの一撃でアスカの左肩を斬きり付けた。

「!?」

　アスカの顔に、僅わずかな動揺が走る。

「悪いなアスカ。お前に真しん羅らは継げない、継がせない、継がせるわけにはいかない!!」

　全身の血液が沸点を超える。

「まったく……マイカの前じゃ優しい家族でいたかったのによ」

　俺の顔から仮面が落ちた。沸騰した血液が全身を駆け廻まわり、筋肉が脈動する。

　千年前から背負う業が全身を満たし、さらに罪を重ねろと騒ぎ立てる。

　溢あふれる殺意が抑えられない、抑える気も無い。鏡がないため今俺がどんな顔をしているかは知らないが、アスカの顔を見れば察しがつく。

「どうしたんだアスカ……そんな可愛かわいい顔をして」

「ッッ、死ね!!」

　俺はアスカが操るヴァジュラと雷撃を全て避よけ、弾はじき、逸そらし、逆にタイシャクテンの装甲をジワリジワリと削っていく。

　あっちの攻撃は急所で無ければ構わないと、俺は攻撃をかすめさせ、時には喰くらいながら攻めるので俺とアスカは互いの装甲を削り合いながら戦う。

　五分と五分。いや、俺はすでに散々雷撃を受けているからダメージは俺のがずっと多い。

　俺の不利は揺るがない。

　このまま戦いが長引けば負けるのは俺だ。

　なのに何な故ぜだろう。少しも怖く無い。

　アスカ、お前は優勢なのにどうしてそんなに焦っているんだ？

　上段の構えからアスカを斬きり下げ、そのまま地面に向かって蹴けり落とす。

　地面にかっ飛び叩たたきつけられるアスカ。

　俺も地面に降りて、跳び起きたアスカ目がけて肩のミサイルランチャーを大盤振る舞いしてやった。

　計四発の中型空対空ミサイルは狙ねらった通りアスカを見事に外れる。背後のビルの窓ガラスを突き破るミサイル群を見てアスカが大笑する。

「ははははは、一体どこを狙って」

　けたたましい爆発音にアスカの笑い声がかき消される。

　下数階を粉々にされ、見上げる程に巨大なビルが俺とアスカに影を落とす。

　崩落するビルの圧倒的過ぎる質量と轟ごう音おん。

　その光景にはアスカでさえ無表情ではいられなかった。だが、俺は体当たりをするようにアスカを張り倒し、そのまま地面に押さえ付ける。

「やめろお前！　ビルが!!」

「一緒に潰つぶれようぜ、アスカ」

「ふざけるなぁ!!」

　客席からマイカ達の悲鳴が聞こえる。

　当然潰されてやる気などない。

　ビルが俺らを押し潰す直前。スレスレになってから俺は腹はら這ばいになって地面を飛んだ。

　俺の縛りが無くなったアスカも当然飛ぶが俺とアスカでは条件が違う。

　俺のスサノオは世界最速の機体。何よりもアスカは俺が飛んでから移動を始めたのだ。

「おのれぇえええええええええええええええ！！！」

　タッチの差でビルの崩落から免まぬがれた俺と違い、アスカの姿がビルに押し潰されて消え去った。だがこんな事で死ぬほどあの機体とアスカは弱く無い。

「あああああああああああ!!」

　瓦が礫れきの山を突き破り出たアスカに、間髪いれず斬りかかる。

「こ……この、男がぁああああああああああ!!」

「あぁ……俺は男だよ」

　アスカが全方位放電と同時に雷撃砲を放った。

　俺はプラズマアーマーで放電のダメージは防ぐが雷撃砲に左半身を巻き込まれる。

　スサノオがエラーを教えてくれるが無視してアスカに斬きりかかり、バックブーストで上空へ逃げられた。

「誰だれがお前など認めるか、最強の鬼き龍りゆうはワタシ一人!!　シンラの跡を継ぐシンラ二世はこの鬼龍アスカ様ただ一人だぁあああああああああああ!!」

　タイシャクテンの後光が発光。

　雷撃腕だけでなく、全身を走る稲妻から次々俺に向かって雷が放たれる。

　一発一発が荷電粒子砲並みの威力を持った破壊の光を広範囲にわたって連射するアスカ。

　その表情からは焦燥感がハッキリと見て取れた。

「ワタシは何者にも負けない！　シンラのように向かう者全すべてを殺し最強の御み旗はたを立てる！　シンラの孫であるお前を倒してワタシはシンラの名を継ぐのだ!!」

「ぐぁあ!!」

　全身にタイシャクテンの雷撃を浴び、スサノオの各部位がエラーを発する。

　自己修復機能も間に合わず、ダメージが蓄積していく。

　雷の速度はスサノオ以上。機体としては最速を誇るスサノオも、雷だけはかわせなかった。

　プラズマウォールやアーマーで防ごうにも、特別仕様のプラズマジェネレーターが生みだす特大の雷撃は、最大出力のプラズマウォールでさえ防ぎ切れない。

　その時、一頭の雷龍が俺に襲い掛かった。

　悲鳴を上げることもできず、俺はプラズマウォールごと喰くわれる。

　上下の区別もつかなくなるほどの衝撃に呼吸が止まり、俺の視界が消えた。

　全身が熱い。

　意識が遠い。

　体に力が入らない。

　しばらくして、巨大なクレーターの中央に横たわったまま、スサノオが一時的に機能停止した事を知った。

　今はなんとか再起動したが、関節の動きが鈍い。今全身のナノマシンが関節の修復に取りかかっている。

　アスカの乱れた息が聞こえる。

　かなり動揺しているらしい。

「……どうだアサト。どうだシンラの孫！　ワタシの力を思い知ったか！　シンラモドキがこのワタシに勝とうなどと千年早いわ!!」

　アスカが愉快そうに笑った。

「ワタシはやるぞ。我が日本に刃を向けた全すべての国の兵隊共を皆殺しにし這はいつくばらせてやる！　ヨーロッパのアルタニアを！　中東のイラハスタンを！　アジアの中ちゆう蒙もう国を！　南米のブラジエラを！　アフリカのアフリカ連邦を！　五国軍事連合の全てを滅ぼし鬼き龍りゆうにたてついた事を後悔させてやる!!　そして今までワタシを最強と認めなかった連中にもな!!」

　アスカが何か言っている。

　シンラのように、とか。

　シンラを継ぐ、とか。

　シンラシンラとやかましい。

　それ以上爺じいちゃんを汚すな。

　最強の意味も知らないお前が爺ちゃんを語るな。

　どんなにそう思っても、俺の体は動かなかった。

　動いては……くれなかった……早くこんな奴やつを倒して、マイカを安心させ…………

　あぁ…………………………じいちゃん…………

　　　◆

　第二次世界大戦には、未いまだ解決していない多くの謎なぞがある。

　何な故ぜ日本は石油も綿もゴムもないのに第二次世界大戦に参戦し、連勝を続けられたのか。

　何故日本は一〇倍の国力を持つアメリカと四年も戦えたのか。

　何故戦えただけでなく、そのアメリカを疲弊させられたのか。

　何故全世界が日本一国に宣戦布告しなくてはならなかったのか。

　何故アメリカは原子力爆弾を開発、使用しなくてはならなかったのか。

　何故全世界に宣戦布告され、全世界を相手取り、日本は負けを認めず戦ったのか。

　そして何よりも、何故『日本分割統治計画』は消えたのか。

　これらの謎なぞ全すべての答えが、たった一人の日本兵にあるなど、誰だれが信じるだろうか……

　鬼龍真しん羅ら……最強の星の下に生まれ、最強の肉体と最強の精神を持った、掛け値なしの史上最強。その戦闘力は一個人にして大国の軍事力、否、全世界の軍事力をしてさらに凌しのぐほどである。

　一個師団をも逃亡させる殺気の威圧力。

　単独で空母を乗っ取る制圧力。

　戦車隊を一方的に壊滅させる戦闘力。

　およそ生物としての常識全てを蹂じゆう躙りんし、学者たちの論文をあざ笑うその男は、明らかに世界の異物であった。

　強過ぎて誰もその存在を信じない。

　強過ぎてその存在を秘匿しなければならないその男の存在は、だが強過ぎるが故にいとも簡単に秘匿された。

　本当に、誰だれが信じるだろう。

　石油も綿もゴムも無い国が、数千数万という人間同士が近代兵器を以て戦う現代の戦争においてたった一個人の腕力で連勝したなど。

　船の建造力は五倍、飛行機は六倍、車は一〇〇倍、石油は七〇〇倍、兵力は三倍にも上るアメリカ合衆国の軍隊を、ただ一人の日本男児が退け、全世界の軍隊と首脳達を恐怖させ大国に死力を尽くさせ疲弊させたなど。

　世界最強の殺戮兵器キリング・マシーン、原子力爆弾の製造理由がたった一人の男を殺す為ためであり、日本に投下した理由が原子力爆弾でも殺せる確信が持てず、その男がいる戦場に落とすよりも母国に落とし政治家達に敗戦を認めさせるほうが確実と判断されたからなど。

　第二次世界大戦は日本VSアメリカという印象が強く、あまり知られていない事実だが、日本が所属する枢軸国とアメリカが所属する連合国で世界を二分し戦ったのは始めだけ。連合国はもちろん、連合国に負けた枢軸側の国は次々寝返り日本に宣戦布告した。

　比ひ喩ゆ表現ではなく、第二次世界大戦末期、なんと日本は全世界から宣戦布告されていたのだ。

　日本VS全世界。だが、日本一国相手に何な故ぜそこまでの圧力をかけなければいけないのか、その理由が、そうしなければ勝てないと連合国が判断したからなど誰が信じるだろうか。

　そして全世界に宣戦布告されても日本が敗北を認めなかった理由が、彼の力ならば全世界に勝てると政府が確信していたからなど、誰が信じるだろうか。

　そして何よりも、何よりもだ。

　一般には知られていない重大な事実。『日本分割統治計画』。

　一度に一〇万人の命を奪った原子力爆弾の力を恐れ、敗北を認めた日本。なんと連合国はその日本を解体し、北ほつ海かい道どうはソ連、九きゆう州しゆうはイギリスなど大国で分け合い、この地球上から日本という国を消滅させるつもりだったのだ。

　だが、何故かこの計画は消滅し、そして日本国は生き残り続けた。

　誰が信じるだろう。

　何十億と言う人類が住み、科学が世界を支配する二十世紀という時代において、たった一人の人間が、権力でも知力でも財力でもなく、ただの腕力、腕っ節一つで全世界を倒し、勝利したなど……

　その男は二十世紀初頭、桐き生りゆう家に生まれた。

　己が義に従え、を家訓に源平の遥はるか前より戦場で死体の山を築いたそいつらは可か憐れんな嫁など手にしなかった。

　桐生家は女ばかり生まれる家系。最強の女武者達は常に最強の男を求め、数えきれない豪傑達を葬り、男達は女に負けるものかと挑み、やはり葬られた。

　一部の猛者だけが桐き生りゆう家への婿入りという誉を手にし、最強の女と男の間にはやはり最強の女が生まれ続けた。

　だが例外的に男が生まれた時はまさしく軍神。女でさえ戦女神ブリユンヒルデとなる桐生家の血を受け継ぎし男は源平で、戦国で、幕末で常に万軍を葬って来た。

　出世欲が無く討ちとった首を持ちかえらず、全すべて放置したため記録には残らないが、轡くつわを並べた者達の記憶にだけ残り、鬼き龍りゆうの姓を賜った彼らは間違いなく軍神であった。

　そして二十世紀初頭に生まれたその男は桐生家史上最強であった。

　最強故にその男、真しん羅らは孤独だった……

　生まれた時から最強の頂に産み落とされ、ものごころついた時にはすでに大人ですら勝てなかった。

　誰だれもが彼を恐れた。

　誰もが彼から逃げ出した。

　友などいなかった。

　人助けをしても、被害者は礼を言うどころか『真羅が来た』とだけ言って逃げ出した。

　相手にしてくれるのは母や姉、妹などの家族だけだった。

　そんなある日、町で一人の迷子を見つけた。

「なんだてめぇ、迷子か？」

　頷うなずく幼女をつまみ上げ、真羅は名前を聞くと幼女を家まで送ってやった。

　真羅を見るなり親は驚き悲鳴を上げたが、いつもの事だと帰ろうとして、

「シンちゃんまたねぇ♪」

「…………おう」

　年端も行かぬ幼女の笑顔が、真羅には眩まぶしかった。

　それからその幼女、静しず子こはどんな時にも真羅について回った。

　いつも自分の後ろをちょこちょことついてきて、立ち止まると足下にキュッと抱きついてくる幼女は可愛かわいかった。

　いつだって無邪気に笑い、誰もが恐れる真羅をシンちゃんと呼んでなついてきた。

　この笑顔を守りたいと思った。

　こいつを守ってやりたいと思った。

　二次大戦が始まると静子は怖がったし、戦争のせいで静子の父親が戦争に行くと、静子はお父とうさんと会えなくて寂しいと泣いた。だから真羅は自ら兵隊に志願した。

　世界中の戦地で真羅は活躍した。

　上官の命令など聞かず、いつも自分勝手に敵陣へ突っ込み、そして敵を全滅させて帰って来た。

　軍上層部も真しん羅らは勝手に戦わせていた方が戦力になると判断して、好きにさせ、だが補給物資だけはちゃんと渡した。

　やがて、戦場では数えきれない仲間ができた。

　人生初の仲間だ。

　町にいた頃ころは勝てば勝つだけ人が去ったが、戦場では勝てば勝つほどみんなが賞しよう讃さんしてくれた。

「おーい行こうぜ真羅ぁ」

「さくっとやってさっさと帰ろうぜ真羅」

「飯炊いて待ってるよ真羅」

「こんな戦争早く終わらせてみんなで日本に帰ろうぜ真羅」

　戦場では、それが何よりも幸せだった。

「あぁ、行くぞお前ら。今日も俺らの勝ち戦だ」

　真羅の背中には数えきれない程の日本兵達がいた。

「男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お男お漢お雄お!!!!!!!!!!!!!!!!!!」

『雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄！！！！！！！！！』

　敵軍は真羅の怒号と殺意に総崩れ。敵中一騎駆けを行う真羅と仲間達は戦場を蹂じゆう躙りんした。

　真羅の部隊に勝てる者無く、真羅達の行く手を阻む者無く、日本は連勝を続けた。

「そういやさ、隊長ってそんだけ強いならこんな戦場にいないでアメリカとかに乗りこんじゃってくださいよ」

「ばーか、兵隊でもねぇ民間人や政治家のジジイ共相手に喧けん嘩かしてどうするんだよ。俺が殺すのは死ぬ覚悟で来た兵隊だけなんだよ」

「真羅は真面目まじめだねぇ……まぁ戦国時代じゃあるまいし、大統領殺したところでまた選挙で新しい大統領が生まれるだけだしな。総大将殺せば勝ちってルールなら楽なのに」

　そんな会話をしながら飯を食べて、それからまた真羅は仲間と戦い続けた。

　彼らを日本に帰す為ために。

　国に残した家族や友の元へ帰し、夢を叶かなえさせてやるために。

　だが日本は負けた。戦場で帰国命令を聞いて、真羅は舌打ちをした。

「なんだよ負けちまったのか、まぁ俺を殺せないからって政治家共に揺さぶりかけてたしなぁ。しょうがねぇか」

　いくら自分が強くとも、戦争を続けるかの意思決定はあくまで国のお偉いさん達だ、と真羅は笑い飛ばした。

　全世界に宣戦布告され、自分が出兵した以外の場所は苦戦を強いられ、ピカドンとかいう大きな爆弾で多くの人が死んだとも聞いている。

　戦争を通して知った世界の情勢、西洋人達が世界中に植民地を持ち、有色人種達を虐げる現状には腹が立ったが、

「てめぇら！　これで帰れるぞ！」

　まずは一段落。

　真しん羅らの目的はあくまで戦争を終わらせて静しず子この父を日本に帰す事。そして共に戦った仲間達を無事日本に帰すことだ。

「真羅、お前これからどうするんだ？」

「んー？　とりあえず東南アジアで植民地解放軍とかに入ってドンパチやるわ。それが終わったら今度はアフリカだな。日本が負けたせいで植民地解放はできなかったけど、今回の戦争で西洋はどこも疲弊している。解放のチャンスは今だぞ」

　仲間と笑い、幸せそうに日本へ帰れる事を喜び、真羅は本当の地獄を知った。

「なんだよ……これ……」

　真羅は目の前の光景に言葉を失った。

　想像できるだろうか？

　信じられるだろうか？

　更地の東京など……どうやって信じろと言うのだ……

　東京大空襲で辺り一面焼け野原になった町を見て、真羅の顔からは笑顔が消えた。

　全すべてを失ってから真羅は知った。

　若き真羅は知った。

　戦争に負けるという事がどういう事なのか。

　目の前の光景が意味するものがどういう事なのか。

　空襲は東京以外でも行われていたらしい。

　ピカドンという爆弾は町二つを消し飛ばしたらしい。

　戦場で過ごした人生初の仲間達との日々が蘇よみがえる。

　日本に残してきた家族の元に帰りたいと、日本に残してきた婚約者と結婚すると、日本に残してきた親の家業を継ぐと、日本に残してきた妻が生んだ子を抱くと、そう言った男達を守り、日本に帰したのに。

　家族に会える、妻に会える、親に会える、子供に会える。落ち着いたらまた会おう。そう言って別れた仲間達一人一人の顔が浮かんでは消え、真羅はその場に膝ひざをついた。

「嗚呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　真しん羅らは泣き叫んだ。

　産まれた時すら産声をあげず、鼻で呼吸をしながら産婆を睨にらみつけた男は人生で初めて涙を流した。

　生まれて初めて流した涙は止まらず、全身の水分の全すべてを出し尽くさんばかりにとめどなく流れ出し、その嘆きは東京中に響いた。

　泣いて、泣いて、泣いて、泣き続けて、魂が枯れ果てるまで泣き続けた。

　それから原子力爆弾というのがもたらした被害と、二次大戦で死んだ兵士と民間人の合計人数を知り、真羅はさらに絶望した。

　唯一の救いは家族と静しず子こが無事であった事だ。彼女達まで死んでいたら、真羅は本当に命を絶ってしまっていたかもしれない。

　それでもあの日味わった絶望だけは忘れない。底なしの無力感と喪失感に打ちのめされ、誰だれもいないところで泣いた。

　そんなある日、戦時中の仲間からとんでもない情報を聞いてしまった。

「日本分割統治だと！！？」

「俺だって信じたくねぇよ、でもアメリカやソ連が……」

　日本は負けたから何も言えない、負けたから従うしかない。それがまかり通る現状を合わせ、真羅は歯を食いしばる。

「ねぇ、シンちゃん」

　服の裾すそを引っ張り、今にも泣きそうな顔で静子が真羅を見上げた。

「にっぽん……なくなっちゃうの？」

「ッッ」

　それがトドメだった。

　もう、真羅の心は決まっていた。



　歴史にも残らない秘密の会談は、アメリカのホワイトハウスで行われていた。

　二次大戦で日本が所属する枢軸国を倒した連合国側の各国首脳が集まり、日本の分割統治計画に最終決定が下ろうとしている。

　手元に配布された日本の分割統治地図を眺めながら、どの国も満足げにうなずき、異論は無い様子だった。

　これでまた新しい植民地が増えたと、戦後の利益に期待を膨らませる中、会議室のドアが飛び散った。

　誰もが一様に同じ方向を向くと、そこには資料で見た、二次大戦における最凶最悪の最重要課題が立っていた。

『き、桐き生りゆう真しん羅ら！！！？』

　彼一人を殺す為ために一〇〇万の兵と数千の戦車を失いなおなんの成果も出せなかった悪魔。

　悪魔王ベルゼバブの通り名に相応ふさわしい、尋常ならざる圧力に誰だれもが逃げ出したかったが、誰もが腰を抜かし、立ち上がれる者は皆無だった。

「けけ、警備の者はどうした!?」

　誰かが叫ぶと、真羅は流りゆう暢ちような英語で喋しやべる。

「あの雑魚共なら全員死んだぜ。今このホワイトハウスにはてめぇらしかいねぇ。何せ皆殺しにしたからな。かかか」

「だだ、だが何な故ぜ貴様がここに、日本にいるはずでは……」

「だから日本から来たんじゃねぇか、海を渡って、アメリカくんだりまでわざわざよう」

　国を背負って立つ、国家の代表たちは瞬時に理解した。

　日本にいながら自分の意志で、単独でホワイトハウスに入れる。それはつまり、全世界のどの首相官邸や城にも自由に出入りできるという事。

　自分達の命は真羅の手の中にある。いつどんな時でも自分達は殺される。真羅の気分しだいでだ。

　静かなる殺意が牙きばを剥むき、各国の首脳一人一人に質量を伴って襲い掛かる。

「てめぇら。俺から日本を奪うなら」

　鬼き龍りゆうが牙を鳴らし、殺意の咆ほう哮こうをあげた。

「てめぇらの国に乗り込んでやるよ!!　てめぇらが俺に売った喧けん嘩かだ!!　高く買わせてもらうぞ!!」

　その瞬間、連合国側の全首脳の心臓が止まった。

　魂を抜かれ、死を覚悟し、涙を流してただ『はい』と言うことすらできず、頭がもげそうなほど縦に振って無言の命いのち乞ごいをした。

「ならいい」

「ま、待ってくれ」

　それだけ言って、立ち去ろうとする真羅に、誰かが問うた。

「お前は……何の為に戦っているんだ……国家への忠誠か？」

　その首脳に、真羅はつまらなさそうな顔で、面倒くさそうに答える。

「国家への忠誠？　んなくそつまんねーもんの為になんか誰が戦うってんだよ。俺はただ、惚ほれた女には笑ってて欲しい、それだけだ」

　不敵に笑って告げた言葉を、各国の首脳達は生涯忘れなかった。

　真羅が立ち去った後。日本分割統治計画は中止。

　日本は侵略される事無く、沖縄と北方領土についても返還に向けて前向きな検討がされる事になった。

　ホワイトハウスから出て、真しん羅らは呟つぶやく。

「さてと、じゃあ帰るとするか、静しず子このとこによ」

　第二次世界大戦は日本が全世界を束ねた連合国と戦った、日本VS全世界の戦争だった。

　だが真羅は一人で全世界の軍人たちを恐怖のどん底に落とした。

　全世界の首脳達を屈服させた。

　全世界の将軍に殺す事を諦あきらめさせた。

　そして全世界を束ねた連合国の意志、すなわち全世界の意志で決まった日本分割統治計画を中止にさせた。

　たった一人の、真羅個人の腕っ節一つでだ。

　戦後、日本という国は世界地図から消えるはずだった。

　だが真羅のおかげで、今日の世界地図には今でも『日本』の二文字が記載されている。

　故に桐き生りゆう真羅は言われるのだ。

　世界に勝ち、日本を救った英雄と。

　本当に、誰だれが信じるだろうか。

　全世界の軍事力を凌しのぐ腕力など。

　本当に、誰が信じるだろうか。

　世界に勝ち、日本を救った日本兵がいるなど。

　そして本当の本当に、一体誰が信じるだろうか。

　それほどの男が世界に戦いを挑み勝った理由が、たった一人の少女の笑顔を守る為ためだったなど。

　戦後、真羅は世界中の植民地解放の為に戦った。

　世界から植民地が消えると最新の遺伝子工学の話を聞き、自分や自分の血を受け継ぐ家族を守る為に、桐生家をモルモットにされない為に、親しん戚せきには一切近づかないよう、国連相手に友好条約を結んだ。

　全世界と一個人の間に結ばれた友好条約。

　世界はいかなる状況にあっても真羅とその家に連なる者の生活を脅かさない。

　代わりに真羅は表舞台には出ない。

　全世界の軍事力を上回る武力。個人でも世界に勝てるというその事実が世界に知れればとてつもない暴力賛美に繋つながり、世界中のテロリストや革命家が真羅を仲間に引き込もうとするだろう。

　真羅の身体能力が世間に露呈すれば、ワールドカップやオリンピック等の幻想が崩れる。

　スポーツ格闘技ファンはプロ選手こそが最強だと信じているのだ。

　それがただの底辺争いだったと分かれば民衆の夢は覚め、スポーツ格闘技による経済効果を失い、それは世界経済の破たんにも繋がる。

　真しん羅らは全世界の首脳の命だけでなく、世界そのものの命運さえ握っているのだ。

　全世界の首脳はソレを恐れて真羅に泣きついたのだが、友好条約など無くても真羅にはそんな事をする気などない。

　何せ真羅は世界に自身の名を知らしめたいわけでも、強さを誇示したいわけでもないのだから。世界なんて小さなものは、真羅にとっては本当の意味でどうでもいい、興味の無いものなのだ。

　真羅の目的は、望みはただ一つ。

「えへへ、シンちゃんだぁい好きぃ♪」

「俺も好きだぞ、静しず子こ」

　大好きな人と、いつまでも。

　　　◆

「大好きな人と……いつまでも…………」

　メガアリーナは、静寂に包まれていた。

　アスカも、客席のマイカ達も、誰だれもが言葉を失っていた。そして、

「た、立っただと!?」

　アスカが驚きよう愕がくに顔を震わせ、後退する。

「……ちゃんは…………たんだ」

「何？」

「じいちゃんは……最強なんて、どうでも良かったんだ……」

「何を言うか！　日本に仇成す敵国を討つべく戦場に飛び出し刃向かう者全すべてを殺し世界に戦争をしかけ世界に勝った猛者の名を汚す気か!!　戦後の事も知っているぞ！　シンラは二次大戦が終わったあとも世界中の紛争地帯に現れ二次大戦時代の敵国軍を次々に滅ぼしていったとな。ワタシには解わかるぞ。自分を活いかせる、自分が自分らしくあれる戦場があるのだ。最強の戦士として戦いを求めずにはいられないからな。世界中の戦地を巡り彼は二次大戦時に殺し切れなかった敵を殺し尽くしその生涯を闘争に捧ささげたのだ!!」

　アスカは両手を天に掲げ、酔いしれたように語った。

「桐き生りゆう真羅……俺のじいちゃんは」

　俺は、ほとんど無意識のままに喋しやべっていた。

「俺の手を握って公園に連れて行ってくれて、帰りは肩に乗せてくれて……小学校に上がる前に笑いながらランドセルを買って……運動会の保護者参加種目に嬉うれしそうに参加して……休みの日には海や山で泳ぎ方やサバイバルを教えてくれる。そんなじいちゃんだった」

「お前は何を言っている。鬼き龍りゆうシンラは史上最強の殺さつ戮りく魔王。戦いを求め戦場を娯楽場にし戦う為ために生まれ戦う為に生きる闘争の」

「マザコンでさぁ、母の日にひい婆ちゃんに新しい着物買ってやってた……シスコンで女兄弟の誕生日は喜んで祝った……嫁好き過ぎて、婆ちゃんのヒザ枕まくらがお気に入りだった……子煩悩で、娘の、俺の母かあさんが作る料理が好きだった……じじ馬ば鹿かで、俺とか俺の従姉妹いとことかの孫連中をいつも猫ねこ可愛かわいがりしていた……」

　本当に、千年前のことを思い出すと失笑が漏れる。

「マザコンでシスコンで嫁好きで子煩悩のじじ馬鹿。家族に手を出す奴やつは地獄行き。弱い者イジメする奴は死ぬほど殴る。道理が通らない奴は死ぬ程蹴ける。頑張る奴、夢を追いかける奴を見ると応援する。泣いてる奴がいたら必ず助ける……そして……」

　俺は、三次大戦の戦場で見た、あの広い背中を思い出す。

「仲間だけは死んでも裏切らない。それが俺の知る、物ごころついた時からずっと側にいた俺の大好きな、そしてもっとも尊敬する最強の男の姿だ!!」

　アスカは歯を食いしばり、俺を睨にらみつける。

　本物の真しん羅らを知る、孫の俺にはっきりと言われては、アスカも否定しきれないのだろう。

「アサト！」

　マイカが叫んだ。

　いつのまにかフィールドの端まで来ていたらしい。

　観客席が、ほんの五〇メートル先にあった。

「もう立たないでアサト!!　早く棄権して!!」

　散々戦い、町を破壊し、それでもタイシャクテンは軽傷、俺とスサノオは重傷。

　マイカが不安になるのも解わかる。

　何せ今の俺はどんな重傷でも逆転してくれると思わせる程の信頼を得ていないのだから。

　マイカの大きな目から涙が止まることはない。

　席から立ち上がり、制服のスカートを握りしめている。

　ときおり嗚お咽えつを漏らし、可愛かわいい顔をくしゃくしゃにして泣いていた。

「もういいから……もう戦わなくていいから、最強なんかじゃなくていい、強くなんかなくていい……だからもうケガしないで、もう……痛いことしないで……お願いだから……」

　熱い切望が止まらない。

「もう……自分からくるしまないで…………」

　凄せい惨さんなまでに痛々しい姿に、俺の心が砕けた。

　マイカ。全すべてを失った俺の唯一の家族。

　可愛くて、いつも元気で、俺に笑いかけてくれる少女。

　その笑顔を悲しみに塗り潰つぶしているのは誰だれだ？

　マイカを泣かせているのは誰だ？

　マイカを傷つけ悲しませているのは誰だ？

　俺だ。

　俺が泣かせている。

　俺が弱いから。

　俺に家族を安心させてあげられるだけの力がないから…………

　俺が爺じいちゃんのようであればこんな事にはならなかった。

　爺ちゃんなら誰だれも悲しませなかった。

　だって爺ちゃんは……

「戦いの純度を曇らせるなマイカ!!　いいかアサト、家族に頼まれたから棄権しましたなどとは言わせんぞ!!　そこで待っていろ！　今すぐこのワタシの手で戦闘不能に追い込んでやる!!」

　ヴァジュラを上段に構え、アスカが歩み寄る。

「これでワタシが鬼き龍りゆう最強だ！　最強の鬼龍はワタシ一人だ!!　そしてこの勝利を足がかりに出兵し、ワタシは五連の装甲戦姫ブリユンヒルデ共を血祭りに上げ世界最強を証明するのだ！　あの鬼龍シンラのようにな!!」

　マイカに向いていた首をアスカに戻し、俺は呟つぶやいた。

「スサノオ……機体のリミッターはずしてくれ」

《解答：‥危険です。実行不可》

「危険でも構わない。作戦行動の目的達成の為ために必要な事だ。はずしてくれ」

《解答：‥パイロット死亡の危険あり。実行不可》

「なら俺が死んでも構わないからはずしてくれ」

《解答：‥兵の自害は可能な限り、回避すべきです》

　頭の固いＡＩだと思いながら、俺は答える。

「俺は死なない、必ず生きて作戦を遂行する。男の約束だ。だからパイロットが危険だからってのは道理が通らない。それにお前が言ってる危険てデータはどうせ全部女のだろ？　男のデータはまだ不十分じゃないのか？　不確かなデータと計算で作戦行動に支障をきたすのか？」

《要求：‥単語『男の約束』の意味を求めます。ＡＩの性能向上にご協力ください》

　俺はスサノオ以外のＡＩをほとんど知らないが、そんな事を気にするのはカナデ所長の手製プログラムだからだろうか。

　俺は口元で笑い、スサノオに告げた。

「不可能を可能にする奇跡の言霊だ」

《解答：‥命令を許可します。スサノオ、各部リミッターを解除します》

「何をしている！　リミッターの解除だと!?」

「アサト君それは駄目よ!!　スサノオは、スサノオのリミッターは！」

　アスカに続き、制作者であるカナデ所長も立ち上がり声を張り上げる。
















「アサトお願いだからもうやめて!!」

　そのすぐ近くでマイカも泣き叫ぶ。

　俺はスサノオのリミッターが解除されるなか、マイカに最高のソルジャースマイルを見せて言ってやる。

「何度も言ってるだろマイカ。お前の家族は世界最強だぞ……万軍が相手でも、神が相手でも……狙そ撃げきされようが毒を盛られようがウィルスに侵されようがガンになろうが日本が沈没しようが地球が爆発しようが宇宙がビッグバンし直そうが全世界天上天下の全すべてが敵に回ろうが俺は死なない。何せ俺は……」

《リミッター解除、完了しました》

「全世界に勝った最強の男漢雄おとこ鬼き龍りゆう真しん羅らの孫で鬼龍の継承者!!　真羅二世こと史上最強の鬼龍アサトだからな!!」

「史上……最強だと……」

　地上最強ではなく、あえて史上最強と言い切る。

　それは間接的に、俺が爺じいちゃんに並び立つもう一人の最強だという意味に他ほかならない。

「そうだ。爺ちゃんの孫である俺がもう一人の史上最強になる。それが俺と爺ちゃんが交わした、男と男の約束だ!!」

「だまれぇええええええええええええ!!」

　タイシャクテンの後光輪が光る。

　特大の雷撃砲を解き放つがアスカの狙ねらう俺はそこにはいない。

「遅ぇ」

　ハバキリの一撃がプラズマアーマーを裂き、タイシャクテンの横っぱらに斬ざん撃げきの痕あとを焼きつける。

「ぐ……お……」

「どうしたアスカ。俺を殺すんだろう？　だったら、しゃきっとしやがれぇええええ!!」

　スサノオが駆ける。

　タイシャクテンが雷撃を放つ。

　バックブーストで距離を取りながら上空へ逃げ、逃げながら雷撃を放つがどれも俺には当たらない。

　全ての雷撃を見切り、全ての雷撃をかわしてやった。

　どれだけ雷撃を放とうがただの一発も俺に当たりはしない。

「バカな!?　雷の速度を……雷よりも速く飛べるのか!?」

「んなわけないだろ？」

「ならば全範囲に雷撃を」

　その時、既に俺はアスカの真後ろにいた。

　アスカが反射的にプラズマウォールを張り、ソレごと俺はアスカを斬きり飛ばす。

　リミッターを外した今の剣速とフツシミの出力はプラズマウォールの防御力すら超えるのだ。

「何な故ぜだ……何故当たらん何故喰くらわん!!」

　アスカは逃げるようにして距離を取りながら雷撃を撃ち続ける。俺はまた全すべてをかわしながら距離を詰めて行く。

「確かに雷の速さにはかなわない。けどな、それは撃ってからの話で、俺を捉とらえるのはお前の動体視力で、撃つのはお前の反射神経だろうが！」

「くぅ！」

　そうだ、タイシャクテンの雷撃もギルガメスのバビロンと同じ。能力とスサノオの相性が悪くても、その能力を使うのが人間である以上、かわせないはずがない。

　現に俺は千年前、音速で飛ぶ銃弾を何度もかわしているのだから。

　そして今のスサノオには、それを実現するだけのスピードがあった。

「くそ！　狙ねらいが定まらん!!　いくらリミッターをはずしたからと言ってこんな、目で追い切れない！」

　普通、あらゆる乗り物にはリミッターがかかっている。

　これはスピードが出過ぎないよう、安全面を考慮して、一定以上のスピードが出ないようにしているのだ。

　軍事甲かつ冑ちゆうもパイロットの安全面を考え、ジェネレーターを制御し、人工筋肉アクチユエーターとブースターを制御し、一定以下の速度でしか動けないよう抑制している。

　だがそれを取っ払った今、スサノオのジェネレーターは安全性を無視した勢いで出力を上げ、人工筋肉アクチユエーターとブースターはパイロットの肉体とスサノオの強度を度外視して猛たけり狂う。

　人間が筋肉のリミッターをはずし、いわゆる火事場の馬ば鹿か力ぢからを出すように、スサノオは自分と俺の身を削りながらアスカを殺しにかかる。

「なんだそのスピードは!?　なんだその速度は!?　こんなものは知らん！　軍事甲冑はそんな速さで！」

　限界知らずのジェネレーターは天井知らずにエネルギーを生産し、止める者のいない機体はエネルギーを送られるがままに加速していく。

　ギルガメス戦の時の比ではない。

　正真正銘パイロット殺しのＧに内蔵を潰つぶされ、全身の血管が破裂する中、俺は一いつ閃せんの光となる。

　全身をヤスリにすりおろされるような痛みも、息もできない苦しみも、今の俺にとっては勝利へ突き進む証あかしでしかない。

「ならば狙いをつける必要もないわ！」

　アスカは前面に向かって巨大な雷撃波を放出。前方のビル七棟の上半分が砕け散る。

　だが俺は既にアスカの上を取っている。

　アスカが上を向く。

　雷撃波を撃とうとして、すでに俺はアスカの背後にいた。

「かわすヒマも無い至近距離から撃ちこんでくれる!!」

　両手のヴァジュラを振り回し、雷撃腕に稲妻をまといアスカは吠ほえる。

　だが気勢だけで勝てる程俺は甘く無い。

　四本の刀身、二門の雷撃砲。

　筋肉繊維を千切りながら振るうフツシミとハバキリはその全すべてを難なく弾はじき、斬きり返す余裕まである。

「どうしたアスカその程度か！」

「黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れぇええええ!!　誰だれがお前なんかに負けるものか！　最強はワタシだ!!　ワタシは最強であらねばならないんだ!!　最強でないと生きてる意味がないんだ!!」

　俺はアスカの殺意に満ちた凶刃と凶雷をかわしながら一方的にタイシャクテンを切り刻んでいった。

「くそぉ何な故ぜだ!!　最強のワタシが、シンラを継ぐ最強の鬼き龍りゆうたるこのワタシが!!」

「何も解わかってないなアスカ!!　お前は最強の意味を何も解っちゃいない!!」

「どういう意味だ!?」

「最強ってのはな、一番力のある奴やつの事を言うんじゃない!!　誰よりも力を他人の為ために使える奴の事を言うんだ!!」

　高周波独鈷杵ヴアイブロ・ブレードの刀身にヒビが入る。

　爺じいちゃんへの想おもいで胸が熱くなる。

「爺ちゃんは最強を自負する為に出兵したんじゃない。爺ちゃんがなんで二次大戦に参加して世界に喧けん嘩か売ったか知ってるか!?　婆ちゃんが泣く姿を見たくなかったからだ！」

　高周波独鈷杵ヴアイブロ・ブレードの刀身の一本が半ばから切断され落下した。

　爺ちゃんの言葉を思い出して叫ぶ。

「爺ちゃんが戦場で誰よりも人を殺し、誰よりも戦い続けた理由を知ってるか!?　仲間達を生きて家族の元へ戻してやりたかったからだ!!　爺ちゃんが戦後世界中の紛争地帯に行った理由を知ってるか!?　強者に虐げられる全ての弱き人を！　誰かの力と助けを必要としている万民全てを救うためだ!!」

　右の雷撃腕を斬り飛ばす。

　千年前に、幼い頃ころ見続けた爺ちゃんの広い背中を、俺を乗せてくれた大きな肩を、頭をなでてくれた厚い手の記憶が蘇よみがえって男の血が覚かく醒せいする。

「戦いを求めたんじゃない！　仲間の為ために戦場で敵軍を滅ぼしたんだ！　刃向かう奴やつを潰つぶしたかったんじゃない！　愛した女の為に世界に挑んで勝ったんだ！　自分が最強だと自負したかったんじゃない!!　世界中で苦しむ力無い全すべての人類の為に強者と戦い続けたんだ!!　いつだって、どんな時だって、苦しむ誰だれかの為に力を使い続ける。それが最強の姿で、本当の鬼き龍りゆう!!　それが史上最強の生物鬼龍真しん羅らだ！！！」

　左の雷撃腕を切断した。

　爺じいちゃんの語る言葉を思い出して男の魂が轟とどろき叫ぶ。

「だからお前には真羅は継げない！　鬼龍にはなれない!!　ただ自分が最強だと自負するために他人を踏み台にしてマイカの夢を笑って見下して自分の事しか考えられないお前に!!　真羅二世は名乗らせない！！！」

　高周波独鈷杵ヴアイブロ・ブレードの最後の刀身を斬きり砕く。

　アスカは全方位に放電するがリミッターを外したスサノオは弾はじかれる事無く、雷を喰くらいながら剣を振るう。

「爺ちゃんは俺に言った!!」



『泣いてる奴見たらよ。笑わしてやりたくなるよな』



「爺ちゃんの名を、汚すなぁああああああああああああああああ！！！」

　アスカが電離分子五鈷杵プラズマ・ソードを突き出す。

　振り下ろしたフツシミの刃にその切っ先が衝突し、フツシミはプラズマの刀身を一息に根元まで斬り進み握りの柄まで到達。

　電離分子五鈷杵プラズマ・ソードは機能を停止した。

　アスカが青ざめる。二つのヴァジュラと雷撃腕を破壊され、全ての武器を失った彼女に高周波ヴアイブロブレードであるフツシミの切っ先を突きつける。

「あの雷龍が最大技なんて言わないよな？　俺はアラマサでいく、決着つけようぜ」

「余裕のつもりか！　後悔するぞ！」

「来いよ現代の鬼龍家最強。化石になった千年前の鬼龍家最強が相手になってやる!!」

「だまれぇえええええええええええええ！！！」

　アスカは発狂し、俺から離れるように上昇しながら涙を流した。

　子供のようにぼろぼろと涙を流しながらアスカは叫び倒す。

「ワタシが最強なのに!!　シンラを継げるのはワタシだけなのに!!　なんで今更出てくるんだよ!?　どうして今更千年前の、シンラの孫が出て来るんだよ!!　シンラに育てられたシンラの孫などふざけるな!!　千年も眠っておいて、よりにもよってこんなタイミングでなんでわざわざ出て来るんだよ!!　なんでそんなに強いのに力を使わないんだよ!?　エリコにわざと負けてマーベルとナイラをわざと逃がしてのこのこアラウビアなんかに召喚されて!!　そんな奴やつがワタシよりも強いなんて誰だれが認めるかぁあああああああああああああああああああああああ！！！」

　アスカの手に光が収束し、柄つかの長いヴァジュラが再構築されていく。

　それは両端にフォークのような三本の刀身がついた三さん鈷こ杵しよと呼ばれるタイプのヴァジュラだった。

　タイシャクテンの装甲を稲妻が走る。

　全身にまとった稲妻の輝きに合わせて、ヴァジュラからスサノオのアラマサにも匹敵する巨大な雷神の剣を作りあげた。

　金色の大剣はタイシャクテンと一体となり、まるで天に巨神の剣が降臨しているようにさえ見えた。

「お前はスサノオだ。古い時代遅れの、人々の記憶にも記録にも残らない！　この世の全すべてから忘れ去られた忘却の軍神だ!!　もうお前なんか、時代遅れなんだよ!!」

　タイシャクテンの大剣が輝きを一層強め、余波だけで周囲のビルがひび割れ崩れていく。

「喰くらえ!!　武龍闘羅反ヴリトラハン・天てん帝てい剣けん!!」

　天上より迫る雷神の大剣。対する俺もフツシミとハバキリを連結させ、今一度アラマサを作りだす。

　リミッターを外したプラズマジェネレーターの力をアラマサに送り込み、真紅の輝きが地上を包みこむ。

「無理させて悪かったなスサノオ、でも」

　俺は口から一筋の血を流しながら、リミッターを外した事でボロボロのスサノオに一言謝り、

「これで終わりだ！！！」

　天上目がけて飛ひ翔しよう。

　地上から昇天する真紅の光と、天上から降り注ぐ金色の光が真正面から大激突した。

「雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄!!!!!!!!!!」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！」

　模擬戦用の偽りの町が茜あかね色いろに染まる。

　ドーム状に広がる衝撃波ソニツクブームが町を飲みこみ、一帯のビル群が全て瓦が礫れきとなり外円に吹き飛んだ。

　神剣と仏剣の力比べは俺に軍配が上がり、金色の刀身はその身を滅ぼしていく。

「バカな……バカなバカなバカな、ワタシは鬼き龍りゆう家最強！　生涯無敗の地上最強鬼龍アスカだぞ!!　それを……アサト、お前は一体、なんなんだぁああああああああああ!!」

「俺が誰だれかって？　そんなの今まで耳が腐り落ちるほど言ってきただろうが」

　ついにアラマサの光がヴリトラハンを破り、アスカに迫る。

「俺は真しん羅ら二世こと鬼き龍りゆうアサト!!　地球唯一の男だ！！！」

　光がアスカを飲み込む直前、俺はスサノオのリミッターを戻し、アラマサも解除した。

　タイシャクテンの装甲は俺との戦闘で大破。役には立たず、直撃しなくてもその余波だけでタイシャクテンは機能を停止した。

　人形のように力無く落ちるアスカを抱きとめ、俺はゆっくりと高度を落とす。

「アサト、お前情けのつもりか……」

　息も絶え絶えのアスカは、それでも眼光だけは力を失っていない。

「違うよ。俺の目的はお前を倒す事じゃないってだけだ」

「なんだと？」

「アスカ、俺はさ、お前の言う意味での最強とかどうでもいいんだ。ただ家族や仲間が笑ってくれればいい。その為ために戦う必要があるなら戦うし、俺が最強になれば俺の心配をしなくて済むなら最強を自負する」

　客席のマイカ達を見下ろしてから、俺はアスカに歯を見せて笑った。

「つうわけで、ちょっと言わせてもらうぞ」

　地上に降り立った俺は、アスカを地面に寝かせてフツシミを天に突き上げる。

「俺が最強だぁああああああああああああああああああああああああああああ！！！」

　どこからか、試合終了のブザーが鳴った。

『試合終了。勝者。桐き生りゆうアサト』

　客席から歓声が上がる。マイカも顔をほころばせて、先程とは違う涙を流してくれた。

「どうよマイカ。俺の最強ぶり見てくれたか？　こんな俺が誰かに殺されると思うか？」

　マイカは首を振って、指で涙を拭ぬぐう。

「断言する。俺は万軍が相手でも神が相手でも狙そ撃げきされようが毒を盛られようがウィルスに侵されようがガンになろうが日本が沈没しようが地球が爆発しようが宇宙がビッグバンし直そうが全世界天上天下の全すべてが敵に回ろうが俺は死なない!!　何せ俺は史上最強の男だからな！　待っててくれる家族がいるのに死ねるわけないだろマイカ！」

「うん♪」

　今度こそ、マイカの顔に満開の笑顔が咲いた。

　俺の胸を吹きぬける隙すき間ま風は、ようやくやんだ。

　同時に、こめかみに迫る大口径タングステン弾を鮮やかにかわし、俺は息をついた。

「消耗した試合終了後は定石だからな、来るとは思っていたぞ」

　その時、バトルフィールドの入り口からアタッシェケースが滑り込んで来た。

　地上数センチのところを浮いて移動するそれは、ビル群が崩れ落ちて更地と化した俺とアスカの近くまで来て、あの量子の光を放ち始める。

　俺が両手にライフルを構えると、想像通りアタッシェケースから一〇〇機近い獣型の自律兵器が生み出され、一斉に俺に襲い掛かる。

「消耗した今なら殺せるとでも思ったか！」

　俺は電磁投射小銃ローレンツ・ライフルと電離分子小銃プラズマ・ライフルをフルオートで撃ち、獣の群れを次々に駆逐する。

「うわぁ」

　アスカの悲鳴に振り返ると、別の自律兵器が動けなくなったアスカに襲いかかろうとしているところだった。

　俺は早撃ちガンマンよろしくソレを撃ち壊す。

　アスカの前に立ち、彼女を守るようにして立ちまわった。

「大丈夫かアスカ、怪け我がはないか？」

「お前……どうして、ワタシはお前を」

　残る雑魚を掃討しながら俺は答える。

「あいにく俺は誰だれかが死にそうになっているのを見捨てられるほど大人じゃない。いいからお前は黙って俺に助けられろ」

　助けられるのが悔しいのか、アスカはムッとしている。

「なぁアスカ、お前さぁ、もしかして寂しかったのか？」

　アスカの顔が赤面する。

「何をバカな事を言う！　このアスカ様が寂しいなど」

「だってお前言ってただろ。母かあさんが死んだ時、マイカが覚かく醒せいするかと思ったけど泣いてばかりだから失望したって、失望したならお前はそれまでマイカに何を期待していたんだ？　それにマイカから聞いたよ、お前強過ぎて誰も勝てなかったんだろ。従姉妹いとこのマイカとも仲悪いみたいだし、なら孤独だったんじゃないかってな」

「何な故ぜ強いだけで孤独になる！」

「……爺じいちゃんが、そうだったからな」

　アスカが言葉を失うのと、最後の一体を撃ち壊すのは、まったくの同時で、次の瞬間、新たな兵器が再構築されていく。

　俺はソレを見上げ、荷電粒子砲を再構築しながら苦笑いを浮かべた。

　ハッキリと言えばそれは、大型トラックよりも大きな鳥と、蛇と、牛と、ゴリラだった。

「どうしてこの時代のロボットってみんな動物の姿してんのかなぁ。俺の時代のゲームの敵キャラってもっとカッコ良かったぞ」

「生物の姿は自然が選んだ敵を狩り殺す為ためだけに設計し尽くされた天然の設計図だ。大昔は工業的なデザインだったが、時代が進むにつれて生物的なデザインが追求されたらしい」

「冷静な説明ありがとう。そういやお前マイカの従姉妹いとこって事はお前も俺の遠い姪てつ孫そんになるんだよな？」

「それは、そうだが……」

　俺は振り返り、アスカを指さす。

「じゃあ遠いひいひいひいひい×三八大伯父のありがたいお説教だ。従姉妹のマイカちゃんに謝って仲直りしろ。それで一度遊びに来い」

「お前何を!!」

「家族が増えたらマイカも喜ぶ。今年で一〇一七歳を迎える桐き生りゆう家最長老様の言う事だ、ちゃんと聞けよ」

「って、そんな事言ってる場合じゃ、な!?」

　四体の巨大自律兵器は俺に背を向けると、一斉に客席へと向かった。

「まずいぞアサト！　あいつら観客席に！」

「あらやだアスカちゃん、もう他人の心配できるようになったの？　伯父さん嬉うれしい」

「茶化すなボケ!!」

　真っ赤な顔で怒鳴るアスカ。一度勝ってしまうとこうやってふざける余裕も出て来るというものだ。というよりマイカの笑顔が見られて今の俺は凄すごく上機嫌だ。

「心配いらないよ。だってあっちには」

　客席から飛び下りるアイシャが全身にエンキドゥを装着展開。

　周囲に浮かぶブレードパーツがアイシャの握るグリップに集まって、身の丈よりも長大な剣を再構築する。

「ファラに手ぇ出したらブッコロス！！！」

　野球のバッターよろしく振り抜いた横よこ薙なぎの一撃で猛牛の顔面を体ごと吹っ飛ばすアイシャ。超重量物質が轟ごう音おんを鳴らしながら転がって行く。運動機能特化型は伊だ達てではない。

「やれやれ、うねうねと面倒くさい。まぁ、狙ねらいを付ける必要もないわけだが」

　地面に降り立つ佐さ久く間ま教官がノブナガを装着展開。

　堂々と腕組みをしたまま、両肩の荷電粒子砲第六天が拡散モードで火を噴いた。

　大蛇は長い体の全すべてを破壊光線に巻き込まれ、煙を噴きながら地面でもがく。

「凄い……だがあいつらは何な故ぜアサトではなく客席に……」

　早くも二体の巨大自律兵器を倒した教官達に驚くアスカ。

　彼女の疑問の答えは単純、あの巨大自律兵器達が最初から教官達の足どめの為ために送られたモノだからだ。

　レーダーに映る高速移動物体を視界に捉とらえ、俺は向き直る。

　アリーナの外から飛来し、振り下ろす鋭利な爪つめをフツシミで受け止めて俺はそいつの姿を確認する。

　一言で言えば、その姿はホワイトワーライオンだった。

　純白のボディはネコ科の猛獣特有の力強くもしなやかなフォルムで、両手足は長く鋭い高周波ヴアイブロブレードの指を持っていた。

　雄々しいタテガミを持つ百獣の王が俺と視線を交わす。

　互いに一撃では仕留められず、一度後ろに跳んで距離を取るとライオンがクリアモードを起動させた。

「お前だったんだな……リジア……」

　なめらかな黒い肌、澄んだ黒い瞳ひとみ、輝く銀髪を持ったリジアがそこにいた。

　思ったほど驚きは無かった。

　スナイパーが俺を狙ねらうのには絶好の今日この日に、興味が無いと戦闘試験に来ず、おまけに捕まえたスナイパーはアフリカ連邦の軍人だ。

　自律兵器の存在からスナイパーとは別の暗殺者がいるのは予想していた。

　それがリジアかもしれないというのも、心の片隅で考えていたことだ。

　そもそもがこの時期の転校生、最初から疑わずにはいられなかった。だからマイカ達に作戦を伝えた時、あの場にリジアもいたためニセのスナイプポイントを教えた。

　本当のスナイプポイントは今日メールで送り、作戦は成功した。

「リジア、お前の本当の名前を」

　五枚のプラズマエッジが飛んできた。

　その背後に身を隠しながらリジアが駆ける。俺との距離を詰め、鋭い高周波ヴアイブロクローを振り下ろす。

　その両方をサイドステップでかわし、ハバキリで一いつ閃せん。リジアは上体を逸そらしてかわす。

　俺らは剣と爪つめを何度も交差させ戦った。

　見た目通りにリジアの機体は動きが速く、加えて変則的かつ巧みな動きで俺と戦っている。俺がアスカとの戦いで消耗しきった後と言えど、リジアは装甲戦姫ブリユンヒルデらしい強さだった。

「答えてくれリジア、お前の任務はなんだ？　俺の抹殺か？」

　リジアは答えず、無表情のまま爪を振るう。

「戦いたくないなら捕虜になってくれ。そうすれば俺が必ず戦争を終わらせるから」

　無言のまま、その小柄な少女は小さな体を精一杯に使い、なんとかして俺に爪を届かせようと肉薄する。その表情からも、そして攻撃からもリジアの感情を読み取れない。

　ただ精密機械のように、ロボットのようにして戦う女の子の姿に、俺の胸が痛んだ。

「なぁ、どうしてだ」

　少年兵の問題は俺の時代からもあった。

　だがここは千年後の世界なのだ。人類の倫理と道徳は千年進んだはずなのだ。なのにどうして少女兵がいる？　俺のような軍事学校生ならいいが、何な故ぜ闘志と責任感に燃えた眼めではなく、こんなに冷たい目をしている？

　千年前最強の少年兵分隊、第一一分隊の隊長だからこそ言える。

　少年兵は自らの意志で兵になった、希望とやる気に充みち溢あふれた戦士と、他ほかに生きるすべを知らず、ただ言われるがままに人を殺す操り人形に分かれる。

　リジアは明らかに後者だ。

　そして装甲戦姫ブリユンヒルデを務めているという事は、そうなる程に手柄を、人殺しを積み重ねて来たということに他ならない。

「答えてくれリジア!!　どうしてお前が戦わなくちゃいけないんだ!!」

　リジアの視線が、ほんの一ミリほど、俺からはずれた。まるで俺と視線を交わすのを躊躇ためらう様にだ。瞳ひとみの奥に悲しみの色が映った瞬間。

「レジアン・バランド……それが私の名だ」

「レジアン……」

　レジアンはバックブーストで距離を空けると、両手の爪つめに青白い光を溜ため始める。

「アサト……戦争に勝たないと平和にならない。平和にならないと、子供が安心して暮らせない」

「なら約束する！　俺が世界を平和にする！　俺がこの戦争を終わらせて全世界から紛争を無くす！　俺は世界に勝った男真しん羅らの孫だ！　なら俺は」

　心からわき上がる想おもいを口にする。

「世界を救う男になる!!」

「五国軍事連合がどれだけの戦力を保有していると思っているの？　国連側が勝ったとして敗戦国になった私達をどうやって救うの？」

「決まっているだろ。五連を全部倒してから国連を説得する。武装解除以外の戦後制裁を一切するなってな！」

「そんな事」

「俺が五連を倒してそれぐらいの発言力を得てみせる！　それが駄目なら今度は国連相手に戦ってやるよ!!」

「!?」

　息を飲むレジアンに俺は言ってやる。

「勘違いするなよ。俺は政治家共の為ために戦っているんじゃない。みんなを守る為に戦っているんだ。だから俺はお前も守る！　お前を守る為に戦う！　たとえ相手が国連でもな！」

　レジアンはまぶたを閉じて、僅わずかに口を開こうとしてすぐに強く閉じた。

　何かを踏みとどまろうと、耐えようとするような声でレジアンは言う。

「お願いアサト……抵抗しないで」

　レジアンが駆けた。両手に巨大なプラズマエッジを形成し襲い掛かる。

　対して俺は右手のハバキリを上に、左手のフツシミを右にふりかぶる。

　刹せつ那なの見切りで踏み込み、俺はフツシミによる横よこ薙なぎの一撃でレジアンの両手の爪つめを無力化した。上う手まく爪を避け、手首だけを切断しレジアンは無防備となる。

　あとは右手のハバキリを振り下ろせば俺の勝ちで、レジアンの眼めに死が映る。

　でも俺はそんな事をするつもりはない。

　俺はハバキリを捨てると、無手となったレジアンを抱きとめた。

　それからスサノオを量子化、パイロットスーツ姿になってレジアンを両腕で包み込む。

　瞳ひとみを震わせるレジアンの甲かつ冑ちゆうが量子の光となって消えた。

　武装解除をしてくれたレジアンの体温がスーツ越しに伝わる。

　抵抗しないレジアンの頭をなでまわし、俺は語りかける。

「レジアン。お前の背負ってるもん全部俺にくれ。だから笑ってくれよ」

　震える体で抱きしめ返し、レジアンは問う。

「なんで……私に優しくするの？」

「なんでってお前が泣いてるからだよ」

「え？」

　レジアンは俺の肩にうずめていた顔を離し俺と向き合う。

　レジアンは自分で気付いていないのか、彼女の眼から大粒の涙が流れ頬ほおを濡ぬらしている。















「男はな、泣いている子がいたら……笑顔にしてあげたくなるもんなんだよ。だからさ」

　俺は歯を見せて笑うとレジアンに頼む。

「笑ってくれよ。お前そのほうが絶対可愛かわいいって」

「アサト…………ありがとう……」

　その時、レジアンが見せてくれた満開の笑みを、俺は一生忘れないだろう。

　　　◆

「終わったぞみんな」

　客席からはマイカ達が駆けおりて、バトルフィールドの入り口からは警備兵たちがなにごとだと駆けつけてくれた。

「アサト、今回も素晴らしい活躍でしたね、流石さすがはわたしの勇者様です」

「かっこ良かったですわアサト様。戦後は是非アラウビアに、そしてワタクシと」

　ファラとジャーミアが睨にらみあう。

「姉さん、アサトはわたしの勇者様ですよ」

「そうよ、アナタの勇者でワタクシの夫よ」

　火花を散らす二人をなだめるため、親衛隊員達がまぁまぁと手をかざし声をそろえた。

『ではここは間を取って我々親衛隊の隊長に』

「「思わぬ伏兵がー！」」

　ショックを受けるファラとジャーミアだった。

「ていうかアイシャ、お前隊長の地位追われそうだけどいいのか？」

　俺の問いにアイシャは、もじもじと両手の指を絡ませる。

「ま、まぁお前がアタシとごにょごにょすれば必然的に跡を継いで」

「ん、なんだ？　良く聞こえないぞ」

「アイシャはわたしの味方じゃなかったの!?」

「いくらファラでもこれだけは譲れないんだよ!!」

　女王と姫と隊長と親衛隊で何やら盛り上がっているご様子。マイカ達もその姿に苦笑いを浮かべている。

「それで教官。レジアン達の事なんですが、他ほかのスナイパー二人は妹らしくて」

「その事か。ならば年齢を最大限利用すればいい。いいかレジアン、お前はこれから三人で『嫌がる自分達をアフリカ連邦が無理矢理兵士にした』と証言しろ。それからアフリカ連邦の情報も全すべて開示してもらう。そうすればどんな手を使ってでも私が上層部を説得し」

　待遇の良い捕虜収容所に入れてくれるのか、と期待すると、

「この学園への編入をもぎ取ってきてやる」

　俺とレジアンは驚きのあまり一瞬固まってしまった。

「戦争が終わるのに何年かかるかわからんからな。大事な青春期を収容所で暮らしたくはあるまい。それにこの学園にいればアサトとも一緒だぞ」

　言われて、レジアンは俺の手を握ると柔らかい声で頷うなずいた。

「ありがとうございます」

　　　◆

　その日の夜。小こ宮みやカナデの部屋で光みつ延のぶヒナミは甘いリキュールで乾杯をして、おいしそうにコップを空にした。

「いやー、強かったねスサノオ。まいったまいった」

　楽しそうに笑っているのは酔っているからではない。ヒナミは純粋に喜んでいるのだ。

「本部長さんはずいぶんショック受けていたみたいだけどね」

「ははは、本部長は仕方ないよ」

「そういうヒナミちゃんは平気なの？」

「別に。だって私は誰だれが一番でもいいからね」

　研究者にしては珍しい意見だったが、カナデは聞いた。

「私達ってさ、前線で戦えないじゃない？　いつも安全な場所で、ただ武器を作ってるだけ。だから私は命をかけて戦ってくれるみんなの為ために役立てれば幸せだよ。私が作ったタイシャクテンが一番じゃなくていい。スサノオに負けてもいい。タイシャクテンが誰かを救ったなら、私はそれでおーけーさ」

「ふふ、本当に、ヒナミちゃんて高校の時から変わらないよね」

「そう？　まぁ本部長が色々言って来ると思うから、タイシャクテンがもっと強くなるようまた地道にコツコツ研究させてもらうよ。でも今は我らが母校の防ぼう衛えい学がく園えんにかんぱい♪」

「やっぱり変わらない。昔から真面目まじめで、ガンバリ屋で、いつも一生懸命で。そういうところ好きよ」

　言われて、ヒナミはほほ笑んだ。

「当たり前でしょ。発明は降ってこない。発見はいつだって地道な作業の積み重ねの上に成り立つ物。どんなに小さくても、派手じゃなくても、一つずつ積み重ねた研究はいつか美しい輝きを放つんだ。それは彼も同じでしょ？」

「うん」

　アサトが今の強さを手に入れるのに歩んで来た道を思い出して、カナデは頷いた。

「ねぇヒナミちゃん。私達が作った専用機に乗ってくれる人がいるのって、幸せな事だよね」

「あぁ……私たちは幸せだよ、カナデ」

　二人の所長は、笑みを交わしあった。

　　　◆

　全すべてが終わった後、俺は一人、貸し切り浴場で湯に浸つかっていた。

　防衛学園にはみんなで使う大浴場とは別に、小規模な浴場がいくつかあり、これらは入り口を貸し切り表示にすることで自由に貸し切りにできた。

　今、このゆず湯には俺一人しかおらず、湯に浸つかりながら命の洗濯中だ。

「一人で入るお風ふ呂ろは落ち着くなぁ……それにしてもマイカに笑顔がもどってよか」

「おいアサト」

「ふぅおおおおおおおおおお！！？」

　全裸のアスカが入って来た。バスタオルなんて気のきいたものなど巻いているはずもなく、マイカにも匹敵する豊満な胸が弾んだ。あらためて思う。やっぱこいつ桐き生りゆう家だ。

　イケナイと解わかっていても、アスカの大きくやわらかそうな丸い双乳が、くびれた腰が、程良くむちっとしたふとももが、隠すべき女の子の全すべてが俺の辞書からまばたきという文字を削除し、凝視という単語に蛍光ペンを引く。

　そんなに胸が大きいのにどうしてピンク地帯はそんなに小さいのか。どうしてそんなにむちっとしているのにお腹とか腕とか首筋がほっそりしているのか聞きたいものだ。

「ちゃんと隠せよ馬ば鹿か!!」

「断る！　ワタシはおまえの前でタオルはしないと決めている!!」

「なんでだよ痴女かお前は！」

「自分の妻、いや、夫に肌を隠す必要がどこにある!?」

　今、とんでもない単語を耳にした気がする。

「へ？　夫って……」

　アスカはたくましい、毅き然ぜんとした態度で腰に手を当てて仁王立ちになる。

「アサト、お前にワタシを嫁にする事を許す！　ワタシはお前の子供を、シンラのひ孫を産む！　これは決定だ！」

　恥じらい無く、ずんずんと大おお股またに近寄ってきてアスカは湯船に入ると俺の頭をむんずとつかみ引き寄せる。

「あむ」

「!?」

「ぷはっ」

　俺は無理矢理唇を奪われ、アスカの目が捕食者の輝きを放つ。

「今夜は初夜だぞアサト。人工授精ではない、生物本来の子作りをしよう。くだらん科学技術などワタシ達には不要。天然一〇〇パーセントの、鬼き龍りゆうと鬼龍の交わりだ。きっと生まれてくる子は史上最強だぞ」

　食べられる。そんな確信を得て俺の背筋が凍りついた。

「ちょっとアスカ！　あたしのアサトに何をするつも、ぎゃー、本当に何してんのよ！」

　きっちりとバスタオルを巻いたマイカが駆けこんで来る。お願いだから表の看板をちゃんと見て欲しい。

「アサトは渡さないわよ！」

「やる気かマイカ!?　お前ではアサトの背中は守れん。アサトはワタシに任せろ！」

「なんですって！」

「ろくに専用機も持ってない奴やつは引っ込んでいろ」

　アスカが湯船から飛び出し、すかさずマイカとレスリングのように組み合った。

　たまらずマイカのバスタオルはすぐにはだけ、脱げ落ち、マイカは全裸になるが本人は気付いていない様子でアスカと取っ組み合いを始める。

　俺の目の前で二人の全裸美少女があらゆる角度、体勢で組み合い、つかみ合い、押し合い、押し倒し押し倒される。

　本人達は必死なのだろうが、とても口では説明できないような体位を目の前で次々に展開されて男の血と魂が熱く煮にえ滾たぎって覚かく醒せいし轟とどろき叫ぶ。

　心臓が暴れまわり腰の骨がトロけそうな感覚に襲われる。

　本当の本当に、どうしてこの時代は、

「マイカ君、この私を差し置いてアサトとの入浴など許さないぞ！」

「今日は御苦労だったなアサト。私が背中を流してやろう」

「そうかサオリ、ではアサト、貴公の頭を洗うのは私がやろう」

「アサトきゅーん。一緒にお風ふ呂ろはいろう♪」

「アサト、また腕にブラ下がらせてください」

「アサト様ぁ。このワタクシが全身を、隅々まで洗ってさしあげますわ」

「おいアサト、てめぇわざわざこのアタシが来てやったんだからありがたく思えよな」

「やっほーアサト君、今日は私のタイシャクテンと戦ってくれてありがとう」

「何な故ぜお前がここに！　お前の顔など見たくも無い、さっさと上がれ！」

「……アサト、拘留中は好きにしていいってサオリ大尉が」

「アサトさんのおかげでこの国に亡命できそうです。感謝します」

「ぐわぁ、なんだこの空間おっぱいお化けばっかだぁ！」

　エリコ、佐さ久く間ま教官、マーベル、カナデ所長、ファラ、ジャーミア、アイシャ、ヒナミ所長、本部長、銀髪美少女三姉妹レジアン、ルイービ、キャム。一二人の全裸美女美少女が一気に追加されて俺の脳内で弾道ミサイルが雨あられと降り注いだ。心臓の火山が噴火して全身を熱いマグマに満たされる。

　エリコが、教官が、一人、また一人とマイカ達のキャットファイトに加わりただでさえエロティックな取っ組み合いがますますエロく、過激になっていく。

　誰だれが俺とのバスタイムを勝ち取るかを巡り、美女や美少女がやわらかな胸を弾ませ、揺らし、押し潰つぶし合いながら絡み合い、かろうじてバスタオルをまいていたエリコとマーベルのタオルも一瞬で脱げてどこかへ放り出されて一四人全員が一糸まとわぬ姿で絡み合う。

　日本人西洋人アラブ系アフリカ系、いろんな国、人種のいろんな年とし頃ごろの女子の裸体を見せつけられて、理性の鎖がブチブチと千切れ飛ぶ。俺は今にも暴走してしまいそうだ。

　その時、再びドアが開き褐色の全裸美女軍団登場。

　ファラの親衛隊だ。全員勇者アサト様のお世話をさせていただきますと言って、一気になだれ込んで来る。

　もう数えきれない程の全裸女子が、おっぱいが、おしりが、くびれが、ふとももが、あまりにも刺激的な部位が俺の視界を埋め尽くして、滝のように鼻血を流しながらとうとう俺は臨界を突破した。

「雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄!!!!!!!!」

　内なる野獣を抑え切れず、俺が立ち上がった途端、浴場の時間が止まった。

　マイカも、エリコも、教官も、マーベルも、親衛隊も、誰だれもかれもが凍りつく。全身をピンク色に染め上げ、首から上はりんごのように赤くして頭から湯気がのぼっている。

　数十人の女子達全員が一様にして視線を注ぐ一点を見下ろせば、男の魂が熱く激しく逞たくましく天を突き破らんばかりに猛たけり滾たぎり狂っていた。

「のぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！」

　二度と取り返しのつかない黒歴史で思い出の一ページを真っ黒に染め、むしろアルバムをまるごと墨汁の海に落としたような喪失感と絶望に襲われる。

　硬直し、赤面しながら凝視するのは全員一緒だが、人によって興味津々に観察する人。嬉うれしそうに顔をキュンキュンさせる人。震え、怒ったような顔で睨にらみつける人。トロけた顔で眺める人。反応は人それぞれだが一番最初に硬直から解けたのはアスカだった。

　眼めを丸くしたまま、驚きよう愕がくに顔を固めてりんごのように赤い顔が爆発しそうな程に赤みを増してついに、

「ふにゃぁ」

　仰向けになって、床に倒れてしまった。

　大の字で倒れた姿は余りにも刺激的だが放っておくわけにもいかない。

　俺は湯船から上がってアスカを運ぼうとするが、

「ちょっとアサトどこ行く気よ！」

「君は私と一緒にバスタイムを！」

「いや貴公は私と」

「アサト様ぁん」

「うわわわわ、ちょっと待てお前らぁあああ!!」

「ふにゃぁワタシの夫になにをすりゅ」

「アスカまでぇええええ!!」

　無数の手につかまれ、俺は抵抗もできず女子団子の中に飲み込まれる。

「ッッッっっっ！！！！？？？」

　筆舌に尽くしがたい世界に全身がトロける。

　手足の先から頭のてっぺんまで、俺の全身を覆う皮膚の全すべてを、この世のどんなものにもたとえが利かないキモチの良い感触が包み込む。

　肌はつるつるのぴちぴちで、むちむちとやわらかく吸い付くように密着してくるのにぷるんとすべりが良い。全身の皮膚がトロけそうなのに、その何か所かは骨と筋肉までトロけそうなほど甘い感触が文字通り甘えてくる。

　甘い感触はボリュームこそ場所によって違うが、かんたんに押しつぶれるのにしっかりと内側から俺の肌を押し返す、地球上唯一無二のやわらかくも弾力溢あふれるまさに究極の神秘体。そしてその場所からずっと下にはそれぞれぷにぷにとした別の触感がある。

　女の子の一番デリケートなその感触からは意識を遠ざけようとするが、最も自己主張の激しい、おっぱいの感触だけは無視できない。

　豊満で女性的なおっぱいは本人達の動きに合わせてぷるぷると震え、俺の体で柔軟におしつぶれるのにハリと弾力に溢れて元に戻ろうとあらがい、おっぱい自体が俺の体に押し寄せてくる。

　みんなで俺を取り合う過程で、マーベルの右胸が俺の顔を埋め尽くす。底なしにやわらかい魅肉が顔の型を取るように変形し、ぴったりと覆う。

　時々おっぱいの事をマシュマロだとかつきたてのおモチのようだとたとえる人がいる。けれどこの感触を何かにたとえる事なんてできない。そんな事は不可能だ。何な故ぜならおっぱいの感触はおっぱいの感触としか言いようが無い、この世でただ一つのオンリーワン、おっぱいだけに許された唯一無二の触感なのだから。

　必死に顔を動かしなんとか息を吸い、頭がくらくらする。

　彼女達は一人の例外もなく、体中から温かくて甘い香りが立ちのぼっていた。

　正真正銘比ひ喩ゆ表現抜きで人肌に全身が熱されて体の融点を通り越し沸点に達し、俺の体は消滅して魂が昇天。

　俺は全身の骨と精力と魂を抜きとられた。どんなに頑張っても抗あらがえない快楽の荒波に精神は押し流され、極楽の海に体も意識もみんな溶け込んでしまった。

　本当の本当に、どうしようもないくらいに女の子ってステキ過ぎる。

　こんな子達を傷つけるなんて無理だ。

　こんなステキ生命体に銃や剣や拳こぶしを向けるなんて無理だ。

　もしも女の子に服を脱がれたら男は降伏するしかない。

　女の子の魅力の前には、一切の武器も戦闘力も殺意も意味はないのだ。

　史上最強の生物真しん羅ら二世こと鬼き龍りゆうアサトが認める。

　君達こそが史上最強です…………










　エピローグ



　あれから数日後。教官のおかげでレジアンはそのまま俺のクラスに、妹のルイービは一年生、さらにその妹のキャムは中等部の三年に入学した。

　そして放課後の今、俺はアスカに呼び出され、校門の前にいた。

「おうアスカ。用事ってなんだよ」

「えっと、その、なんだ」

「そういやお前マイカには謝ったのか？」

「ん……まぁ、一応な。今度一緒にケーキを食べに行く約束をした」

　少しはにかんだ表情を隠すように顔を背けるアスカ。なんか可愛かわいい。

「アサト、ワタシは、お前の言う通りだ」

　躊躇ためらうように、戸惑いながらアスカは語る。

「ワタシは、幼い頃ころから強過ぎて孤独だった。外で遊ぶ時、体育の時間、運動会。どんな時も他人に自分と同じ能力を求めてしまうし、圧倒的過ぎるワタシの力に誰だれもが恐れワタシを遠ざけた……ワタシがシンラの話を聞いたのはそんな時だ」

　アスカの声のトーンが落ちる。

「でも誰も信じてはくれなかった……当然だ。世界に勝った男の話などどうやって信じろと言うのだ。ワタシはみんなから嘘うそつきと言われて、ますます一人になった。だから思ったのだ。最強になってシンラの存在を証明するとな」

　アスカの声に、僅わずかな光が差し込んだ。

「信じていたんだ。誰もが認める最強になり、シンラ二世になればみんなきっとシンラの事を信じてくれる。そうすればもうワタシは嘘つきではない。きっと友達もできるとな。あとはお前が言った通りだよ。マイカも同じ桐き生りゆう家として、ワタシ並みに強くなれば仲間ができると思っていた。でもあいつも、結局はワタシの力を恐れるだけだった」

「でも、今は仲直りしたんだろ？」

「あぁ、何やらアサトの強さに比べれば全然だしもう怖く無くなったとか言っていたぞ」

「それは何よりだ。でもそっか。お前爺じいちゃんの名誉の為ためにがんばってくれてたのか、ありがとうなアスカ」

　俺を見上げる頭を優しく撫なでる。アスカがまた赤面して、口を閉ざす。

「っっ」

「そういやお前今日は何の用だ？」

「う、うむ、お前に渡したいものがあってな」

　アスカが腕時計型ＬＬＧの画面ラデイウス・ノヴアを展開する。俺は腕時計のベルト部分に『鬼き龍りゆう』と書かれているのを見つけた。

「お前なんだソレ？」

「自分の持ち物には名前を書くものだろう？」

　アスカには珍しいきょとん顔。だが、そんなことよりも重要なのは。

「お前ガキか！　って何でお前鬼に龍りゆうなんだよ！　桐き生りゆう家が『鬼き龍りゆう』って書いてたのは明治時代前だぞ！」

　爺じいちゃんの話では、千年以上前から『鬼龍』の姓を使っていたが、明治時代になった時にあまりにもゴツイからと『桐き生りゆう』に漢字を変えたらしい。

　今では俺や爺ちゃんみたいな最強の道に立ってる奴やつが自称で使うだけだ。

「何だと、ワタシは幼稚園も小学校も中学校も卒業証書はこの字で貰もらっているのだぞ！」

　俺は確信した。こいつ馬ば鹿かだ。

「あった。このデータをお前に渡したかったのだ」

　俺がＬＬＧを展開すると、アスカから大容量のデータが送られてきた。

「なんだこれ？」

「先祖の手記データだ」

「先祖？」

「そうだ。鬼龍家の女は記録性でな。今でも多くの先祖の記録が残っている。歴代最強と言われているのはシンラだが、他ほかにもシンラに近い実力があったと言われる人が何人かいる。その中でも特に有名なのがワタシの先祖であり、お前の子孫である地球最後の男だ」















　地球最後の男。その単語に俺は衝撃を受けた。

　地球唯一の男は俺のはず。だが過去に、俺以外にも地球唯一の男がいたと言うのか。

「気付かなかったのか？　考えてみろ。男が絶滅した。という事は。最後に死んだ男がいたはずだ。ならば、その男は地球最後の男だったのではないのか？」

　確かに、今まで気付かなかったがその通りだ。だがまさか、

「それには地球最後の、お前の前に存在した地球唯一の男の生涯が書いてある。これからこの世界で生きるにあたって、何か役に立てばと思ってな」

　俺は、生なま唾つばを飲み込んだ。

「お前の先祖で、俺の子孫、ていうことはアスカ」

「そうだ。それは地球最後の男にして、旧時代最後の世界大戦。第七次世界大戦を一人で終結させたと言われる伝説の男…………桐き生りゆうマサトの手記だ」

　手に自然と汗が滲にじんだ。

　桐生マサト。

　未いまだ俺の知らない子孫。

　地球最後の男。

　もう一人の地球唯一の男。

　そして戦争を終わらせた男。

　俺の心臓が静かに、だが強く高鳴った。

　　　◆

　同じ頃ころ、アルタニア軍基地の地下施設で、ソレは静かに目覚めていた。

　ソレはベッドから起きて、異様な周囲を見回した。

　自動ドアらしきものがあったが開かない。ソレはドアを殴り飛ばし、突き破ると廊下に出て周囲をうかがう。知らない場所だ。どこかに捕えられたか。

　ソレは自分のいるべき場所へ戻るべく軽く駆けた。すると、前方から犬型のロボットが現れた。ドーベルマンのように忠実そうな顔で本物の犬のように襲い掛かってくる鉄人形を蹴けりの一発で鉄クズに変え、ソレは突き進む。

　その後も多くのロボットが現れては襲い掛かってきたり鉄球や鉄網を撃ってくる。

　鉄球が全身を優しく撫なでて、網がぱさりとかかったので引き裂いて歩く。

　今度は人間が廊下を埋めるが妙だ。

　女だ、女しかいない、それも戦闘服を着てやかましく騒いでいる。

「どうやら、あの世ではなさそうだな」

　　　◆

「急げぇ!!　ありったけの麻酔を撃ちこめ!!」

　アルタニアの捕獲班は総力を挙げ、逃げ出した検体の捕獲に当たっていた。だが。

「駄目です隊長!!　効きません！　実弾の使用許可を!!」

「死んだらどうする!!　あれはアサトに対抗する我が国唯一の手段なのだぞ!!」

「ですが!!」

　大型猛獣用の鉄網を手で引き裂き、睡眠ガスの海からこともなげに歩いてくるソレに鉄甲弾の一斉射撃を行う。

　一撃で骨が砕け、当たり所が悪ければ死ぬ射撃攻撃を、ソレの首から下に浴びせる。

　だがソレは無反応で、撃った一発が誤って顔面に直撃してもソレは顔色を変えなかった。

「もうだめだぁー!!」

「バカやめろ！」

　発狂した一人の隊員が拳けん銃じゆうを発砲。放たれた弾丸はソレの腹部に命中。

　内臓をかきまわし、致命傷に苦しむソレの姿を想像した兵士達の期待は裏切られる。

「…………ほお」

　僅わずかに出血しながら、自身の腹にめり込んだ弾丸を指でつまんで眺め、床に落とした。

「敵意ありか」

　ソレが姿を消した。否、捕獲班との距離を消したのだ。

　拳こぶしの一発で捕獲隊員の一人が、悲鳴も上げずに吹っ飛んだ。後方の壁に激突し体を痙けい攣れんさせて虫の息。トラックにはねられても無傷の強化スーツを着ているにも拘かかわらずだ。

「ん？　オレが殴ったのに生きているのか。なら次はちょっと強めに」

　隊長は嫌な予感に飛び退のく。同時に、近くの大型自律兵器が吹っ飛んだ。

　装甲を大きくひしゃげさせ、壁に叩たたきつけられて機能を停止する。

　まるで軍事甲かつ冑ちゆうに殴られたような破壊の跡に、隊長はおろか、捕獲班の誰だれもが戦せん慄りつし、あとに待っていたのは地獄絵図だ。

　獣より速く動くソレからは逃れられず、車の衝突よりも強烈な蹴けりや拳で人も兵器も事切れる。鉄甲弾、麻酔弾、拳銃。この場にある武器は何一つ効かない。

　結果、ソレの捕獲に駆りだされた五三人と自律兵器三五機は壊滅。

　最後に一人、涙を流し、腰を抜かしながら失禁する隊長だけが壁際に座りこんで悲鳴をあげていた。ソレの凶手が頭にかかり、握力で防護ヘルメットが潰つぶれる直前。

「拳を収めたまえ、我々に君と敵対する意思はない。むしろその逆だ」

　背後から現れた新たな一団は、だが誰もが非武装だった。

　きっちりと軍の礼装用の制服を着こなした女性達がソレに近づき、そして鷹おう揚ように手を差し伸べ笑みを浮かべた。

「ようこそ三十一世紀へ……アーロン君、いや、もう一人の男よ」








あとがき



　皆様お久しぶりです。鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　なんとかこうして皆様に三巻をお届けできました。

　これも皆様のおかげです。ありがとうございました。



　今回もアサトに燃えてもらいました。

　最強の機体に乗った最強のパイロット相手に死にそうになりながらもマイカと祖父シンラの為ために戦うアサトはカッコイイですね。（自画自賛）



　私は男らしいのが大好きです。

　幼い頃ころから母に『男は男らしく、女は女らしく』と育てられました。

　友情、努力、勝利のジャンプヒーロー達を読みながら育ちました。

　アクション、ＲＰＧ、格闘ゲームなどバトルゲームで遊びながら育ちました。

　バトルアニメを見ながら育ちました。

　バトル映画を鑑賞しながら育ちました。

　クラスメイトがテレビのタレントや歌手に熱を上げている時にひたすら神話や伝説、歴史上の熱き英傑達に心躍らせて育ちました。

　大学では格闘技系サークルで四年間戦い続けました。



　私にとってアサトは理想の男です、私なりに男のあるべき姿を擬人化したのが桐き生りゆうアサトというキャラクターです。



　なのでもしもこの作品を読んで、アサトの姿に勇気づけられる人がいればこれ以上の幸せはありません。

　それは子供の時の私の宝であり、私が皆さんに伝えたかった事です。

　皆さんの年代からは少しはずれますが、私が子供の頃に得た感動、



　世界を救おうと戦う小さな勇者ダイを見て凄すごいと思い。

　生徒を守ろうと命がけで戦う霊能力教師ぬ～べ～の姿に憧あこがれ。

　家族の為に再び武器を取った剣けん心しんに感動し。

　徳とく川がわ本陣に少数で突撃した真さな田だ幸ゆき村むらに感嘆して。

　正義の為に戦い続けた上うえ杉すぎ謙けん信しんを尊敬して。

　１００万のペルシャ軍に３００人で戦い抜いたレオニダス王に驚きよう愕がくしました。



　　本作を読んで、そんな感動を味わってもらえれば嬉うれしいです。

　現代の価値観からすれば圧倒的不利に立ち向かう、他人の為ために戦う、見ず知らずの人の為に命をかける、自分が死んででも他人を生かす。

　そんな事はなんのリアリティもないご都合主義に見えるでしょう。

　助ける対象と余程密な関係を結び、どれだけその対象を大事に思っているかを深く深く深く描写しないと普通の人は納得できないでしょう。

　でも私はいざその場にいたら戦うのが男だと思います。

　アサトの祖父、世界に勝ち日本を救った史上最強の桐き生りゆうシンラは言いました。

『泣いてる奴やつ見たらよ。笑わしてやりたくなるよな』

　そして地球唯一の男であり地上最強の桐生アサトは言いました。

『俺は誰だれかが死にそうになっているのを見捨てられるほど大人じゃない』



　その人との親密度なんて関係無い。近くでピンチの人がいたら衝動的に命がけで体を動かしてしまう。

　それが真の男だと思います。



　それでは最後に謝辞を。

　chocomori様。

　サイドテール美少女アスカありがとうございます。サイドテールは正義です。

　ショートカット美少女のレジアンもとにかく可愛かわいくって、気に入っています。

　でも今回最強だったのは眼鏡マーベルです！

　イラストを見た時はオーバーキルされました。

　画像を頂いた時は本文を書き換えてアサトを暴走させようかと思いました。

　karamiso様、lnw様。

　タイシャクテンありがとうございました。

　スサノオＶＳタイシャクテン、最強の神VS仏が実現したのは貴方あなた達のおかげです。

　お二人のメカデザは本当にアクションフィギュアが欲しくなるレベルのカッコよさで、毎回感動しています。

　担当の神かみ長なが様、今回も男臭い話をライトな方向に軌道修正ありがとうございました。

　そしてこの本の出版に関かかわってくださった全すべての方々とこの本を手に取り読んでくださっている読者の皆様に感謝を捧ささげつつ、次の巻でまた会える日を夢見て、読んで頂き、ありがとうございました！

鏡かがみ銀ぎん鉢ぱち


























　著者

　鏡銀鉢（かがみ・ぎんぱち）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　受賞作の「地球唯一の男」を改題した本作でデビュー。

　　前回はスサノオVSエンキドゥ、ギルガメスときて今回はとうとう行くところまで行っちゃいます。

　　今度は最強の神スサノオVS……



　イラスト

　chocomori（ちょこもり）

　　東京都在住　イラストレーター

　　「Illustrator」勉強させて頂いてます。

　　夏の雲がとても好きです。



　メカデザイン

　karamiso/lnw（からみそ／エル・エヌ・ダブリュー）

　　メカ担当

　　仕事中のみメガネ男子。

　　暑さがつらくなってきた今日この頃です。
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